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　この世には『絶対にツッコんではいけない』と言われてるものが三つある。

　教頭のヅラ、黒くろ塗ぬりの高級車、そして最後にサラブレッドの馬運車だ。

　特に最後のヤツがかなりヤバい。下手をすると億単位の価値を持つ生きた宝石に傷をつけてしまうかもしれないし、さらに輪をかけてその持ち主が黒くろ塗ぬりの高級車に乗っていたりする可能性も低くない。

　たった一度の過あやまちで一人の、いや、一つの家族の人生がまるごと消し飛んでしまうような悲劇が起こらぬよう、馬運車の近くでは安全運転を徹てつ底ていし、充じゆう分ぶんな車しや間かん距きよ離りを空けるべきだ。

　もっとも、まだ高校生で運うん転てん免めん許きよも持っていない俺おれにとってはしばらく関係のない話だが。これは単なる一いつ般ぱん論ろんのようなものだ。




　本題に入ろう。幼なじみが失しつ踪そうした。




　斎さい木き羽麗うらら。家が近所で幼よう稚ち園えんのころからなにかと顔を合わせる機会が多かったそいつが無断で高校を休んだのが先週のこと。スマホに連れん絡らくしても既き読どくすらつかず、不ふ審しんに思って羽麗うららの家まで確かく認にんしに行っても音おと沙さ汰たなし。

　以後、毎日覗のぞきに行っているのだが、羽麗うららも、二人暮らししている羽麗うららの父親も、おそらく一度も帰ってきていない。ふとサスペンスドラマかなにかで見たのを思いだして電気メーターを確かく認にんしたが、ぴくりとも動いていなかった。

　そうしているうちに、『差さし押おさえ現場』というものを直接目まの当あたりにする負の偶ぐう然ぜんと居合わせる。

　次々と金になりそうなものが容よう赦しやなく運び出されるのを見て、俺おれはこの事件の『理由』だけをただ一人知ることになった。

「なんで真面目に学校来てんだろ」

　放課後になったばかりで人が溢あふれている廊ろう下かを重い足取りで歩きながら、密ひそかに呟つぶやく。

　あれから誰だれにも羽麗うららの消息が摑つかめぬまま、一週間が経過。高校の方も騒そう然ぜんとしてきて、松葉をかき分けて歩くような緊きん張ちよう感かんが辺りに満ちている。

　靴くつを履はき替かえ、外へ。五秒ほど立ち止まり迷ってから、部室へと向かった。

　部活など、とても打うち込こめるような気分ではないのだが、結局毎日そうしている。

　本気でどうして良いいかわからなくなった時、人というのは思考停止し日常に戻もどろうとしてしまうのかもしれない。

　薄うすっぺらい扉とびらの前に立つ。

　卓たつ球きゆう部ぶ。ここに俺おれの日常があった。少し前までは。

「坂さか井い」

「修おさむ」

　中に入るや、まず女子が、次に男子が俺おれのフルネームをラリーするように呼んだ。妙みようにリズム感がよくて、こんな時でなければ大笑いが起こっていた気がする。

「どうだ。やっぱりまだ見つからないのか、羽麗うららは」

　しかしこの日は三人とも真顔のまま。部室のすり切れた畳たたみの上に足を乗せる俺おれに、男子の方──大おお木き雅まさ也やが立ち上がって顔を近づけてくる。

「見つかってたらとっくにニュースが伝わってるだろ。俺おれに訊きくな」

「す、すまん。そうだよな……」

　かなりつっけんどんに応対してしまったなと心の中で反省したが、訂てい正せいするほどの気配りはできなかった。

「坂さか井い、辛つらいよね……。羽麗うららとあんなに仲良かったから」

「……べつに、仲はそれほどでもねーし。家が近いだけだ」

　女子の方、沢さわ田だ夕ゆうは俺おれを慮おもんぱかるように目を伏ふせる。不安な気持ちという意味では自分も同じだろうに、心配してくれるのは有あり難がたい。

　だが実際、俺おれと羽麗うららの距きよ離り感かんというのは自分でもよくわからないところもあった。確かに共に過ごした時間はとても長いが、親密度で言うとどうだろう。ここに居る二人の同級生たちと、さほど変わらないような気もする。

　二人きりで遊びに行ったりした記き憶おくはないし、共にやることと言えば卓たつ球きゆうだけ。羽麗うららも、夕ゆうも、雅まさ也やも、同じ『卓たつ球きゆう部ぶの仲間』。そう括くくった方が自分の中では収まりが良いい。

「でも、三歳さいからずっといっしょなんだろ」

「そりゃ、羽麗うららの親おや父じさんに習ってたからな、卓たつ球きゆう」

　羽麗うららの家は卓たつ球きゆう教室なのだ。そこに通うようになったのが、出会いのきっかけだった。

「それより、今日こそ練習再開するぞ。マネージャーとして、これ以上サボりを見み逃のがせん」

　重々しい空気に耐たえかねて、俺おれは二人に伝えた。

　マネージャーと言ったが、正式にそう決まっているわけではない。ただ、高校に進学して……いや、正確には去年小学四年生だった妹にボロ負けして、俺おれにはプレーヤーとしての才能がないことを痛感させられた。卓たつ球きゆう自体は好きだから部に留とどまってはいるが、二年になったころから自然とレギュラーたちのサポートに徹てつしている。

「……まあ、そうだな。やってもやらなくても同じような気もするが」

「羽麗うららのワンマンチームだからね、うちら」

　二人の自じ虐ぎやくに、俺おれはなにも言えない。我ら波は佐ざ間ま高校の卓たつ球きゆう部ぶは無名も無名。創設から一いつ貫かんして弱じやく小しよう街かい道どうをひた走っている。

　逆に言うとそんな部に羽麗うららが所属していることの方が異常事態なのだが。

　あいつはまさしく天才だ。

　ふと、卓たつ球きゆう部ぶ員いんにあるまじきロングヘアを振ふり乱みだす羽麗うららの姿が脳のう裏りに浮うかぶ。

　もしこのまま帰ってこなかったら、この国の卓たつ球きゆう界かいにも大きな損失となるな。

「…………」

　不ふ吉きつな考えが浮うかんでしまったことを悔くい、強く唇くちびるを嚙かむ。

「さ、行くぞ練習。ただでさえ小体育館の場所取り厳しいんだ。活動実績不足につき廃はい部ぶ、なんて言われたら最悪だろ。……羽麗うららが帰ってきた時、困る」

　力いっぱい手を叩たたいて促うながすと、二人はほんの少しだけ笑えみを見せ、頷うなずいてくれた。





＊






　薄うす暗ぐらくなった住宅街の中を黙もく々もくと歩く。

　昨日までも部室に顔は出していたものの少し時間を潰つぶしただけで帰路についていたが、今日は久しぶりに夕暮れ時の帰宅となった。

「…………不毛だとは思うが」

　十字路を右へ。自宅に帰るならまっすぐ進むのが最さい短たん距きよ離りだ。しかし、もはや習慣として羽麗うららの自宅の方へと向かってしまう。

　三軒げんほど素す通どおりして、次の路地を左へ。

「…………っ」

　曲がった瞬しゆん間かん、両りよう肩かたにぐっと緊きん張ちよう感かんが走った。

　見慣れた卓たつ球きゆう教室の前に、見慣れない乗用車が停とまっている。

　黒くろ塗ぬりの外車。詳くわしくない俺おれでも名を知ってる高級メーカーだ。

　エンジンは止まっていて、中に人の気配はない。自らの心臓の音を聞きながら、俺おれはそっとその車に近付いていく。

　いつからここに？

「温かい」

　特に発想があったわけではなく無意識でボンネットに手を置くと、熱を帯びていた。と、いうことは。

　──がちゃり、と家屋の方からドアの開く音。

「ちょ、マズっ！」

　その瞬しゆん間かん、反射的にトランクの後ろへと退たい避ひしてしまう。後から考え直せば俺おれがコソコソする理由はなにもなかった。それでも過か剰じように反応してしまったのは、状じよう況きようにえも言われぬ危機感を覚えずにはいられなかったからだろうか。

　足音が近付いてくる。一人じゃない。複数だ。

「忘れ物はないな？　もう戻もどれんぞ」

　しわがれた男の声。聞き覚えはない。

「大だい丈じよう夫ぶ。これさえあれば」

　思わず顔を上げた。間ま違ちがえようのない、この声。

　辺りはすっかり暗くなって、表情までは覗うかがえない。それでも、シルエットを視界に捉とらえただけで涙なみだが出そうになる。あの、乱れなく伸のびた黒くろ髪かみ。か細く真まっ直すぐ通った鼻筋。

「羽麗うらら……」

　生きていた。まずはそのことに心の底から安あん堵どする。最悪の事態まで想像せずにはいられなかったから、歓かん喜きの嗚お咽えつさえ漏もらしてしまいそうだった。

　それでも衝しよう動どうにブレーキがかかったのは、状じよう況きようが状じよう況きようだったからだろう。羽麗うららの傍そばには男が二人。一人は小こ柄がらな老人で、髪かみをオールバックに撫なでつけている。もう一人は服の上からでも筋肉の隆りゆう起きが見えそうなほど屈くつ強きような青年。腕わん力りよくの差は歴然だが、明らかに老人の方が格上であろうことが、若い男の振ふる舞まいや態度から伝わって来た。

「じゃあ行こうか。前まえ田だ、荷物を仕し舞まえ」

「はっ」

　老人が顎あごを突つき出だすと、若い男がトランクに近付いてくる。慌あわてて俺おれは家の塀へいと車の間に身を滑すべりこませた。

　トランクが開き、鞄かばんが一つ詰つめ込こまれる。羽麗うららのスポーツバッグだ。

　──どうする。

　おそらくもうすぐ車は動き出してしまうだろう。身を露あらわにするか。

　それで、羽麗うららの今の状じよう況きようは好転するだろうか。

「くっ……！」

　トランクが閉められる寸前、俺おれの取った行動は自分でも意外なもの。ポケットから抜ぬき取とったスマホを、トランクの中に放りこんでしまった。

　バタン、という重い音。男が運転席の方に向かっていく。

「…………」

　無言のまま羽麗うららと老人が後部座席に乗のり込こむと、高級車は滑すべるように家の前から走り去ってしまった。

「なにやってんだ俺おれは」

　なぜ、羽麗うららに呼びかけなかったのか。男たちのただならぬ雰ふん囲い気きに気け圧おされたのだとしたら、あまりにも情けない。

　荒あら波なみのように押おし寄よせる後こう悔かいを全身で受けながら、俺おれは部活用の共用タブレットを大急ぎで鞄かばんから取り出した。





＊






　文明の利器は一いつ般ぱん人じんを探たん偵ていに、あるいはスパイに成り上げた。

　自分のクラウドアカウントでＧＰＳアプリにログインすると、ほどなく地図上を高速移動するスマホのアイコンが表示される。大通りでタクシーを拾って可能な限り同じ方向に進みながら、行く末を追つい跡せき。

　普ふ段だんタクシーなど間ま違ちがっても使わない高校二年生にとっては恐おそろしい勢いでメーターの金額が上じよう昇しようしていく。有り金は足りるか。スマホもかなりの確率で返ってこないだろうし、損失は計り知れない。

　でも、そんなことよりなによりも失いたくないものは。

「あの、すみません。次を左で」

「えーと、はい」

　タブレットから眼めを離はなさぬままぎこちなく告げる俺おれに、運転手さんは不ふ審しんそうな声を出す。気持ちはよくわかるし、恐きよう縮しゆくするしかない。

　まったく、リアルな人生でこんな経験をするとは。スパイものや策略ものの映画や漫まん画がは大好きとはいえ、少しも喜べない。

「……！　う、運転手さん。ここで大だい丈じよう夫ぶです」

　タブレット上のスマホアイコンが動かなくなった。歩いて行けそうな距きよ離りだったし、持ち金も限界に近かったのでタクシーを降り、地図と睨にらめっこで夜の街を走る。改めて確かく認にんすると、新しん宿じゆくの西の方にいるようだ。

　そう言えば家に連れん絡らくしていない。妹から怒いかりの着信が届いているだろうか。それで上う手まいこと黒服に見つかって、拾われて……なんてそんなＢ級映画みたいなシナリオは期待してもしょうがない。急ごう。

「……ここか」

　行き着いたのは、高級車のメーカーと同じくらい名の知れた高級ホテルだった。

「まずいな」

　これだけ人の出入りが多く巨きよ大だいな建物だと、虱しらみ潰つぶしで羽麗うららを見つけるのは至難の業わざ。というか、もし行き先が客室なら完全にお手上げだ。

　客室。ホテルの一室に、羽麗うららが連つれ込こまれ──。

　悪い想像を振ふり払はらい走る。まずは祈いのるような気持ちで地下の駐ちゆう車しや場じようへ向かってみた。

「……そりゃ、そうだ」

　ＧＰＳのおかげで車にはすぐたどり着いたが、既すでにもぬけの殻からだった。

　手て詰づまり、か。

　いや、まだだ。そう易やす々やすと諦あきらめるわけにはいかない。どんな手を使ってでも、羽麗うららの行き先を突つき止とめてやる。

　考えろ、なにか。なにかいいアイデアは。

「……っ！　そうか！」

　天てん啓けい。短く叫さけんで俺おれは階段を駆かけ上あがり、ホテルのフロントへ。それから、『コンシェルジュ』と書かれたカウンターにいる従業員さんに、例の高級車のナンバーを伝えて言付けをお願いした。

「ライトが点つけっぱなしになっていたので、お知らせした方が良いいと思いまして」





＊






「頼たのむ……」

　再び駐ちゆう車しや場じように戻もどり、物もの陰かげに息を潜ひそめてじっと待つ。

　狙ねらい通どおりになる可能性は、甘あまく見積もっても半々以下だろう。ホテルの利用客がどの車に乗っているかなんて、把は握あくしきれていないはず。

「……来た！」

　しかしこの時は、運が俺おれに味方をしてくれたようだ。コツコツと大きく響ひびく足音の方を向けば、闇やみの中で見たあの若い男のシルエットが、今度は蛍けい光こう灯とうの下ではっきりと確かく認にんできた。

「…………」

　足音が車からだいぶ離はなれたところで止まった。当然だ。ライトなんて点ついてないのだから。

　反転して男が戻もどっていくのを待って、俺おれは足音を殺し距きよ離りを詰つめる。そういえばスニーカーSNEAKERって『こっそり歩く人』という意味だったはずだな、などと頭に浮うかぶ。渾こん身しんの作戦が嵌はまったせいか少し気持ちに余よ裕ゆうが出てきたのかもしれない。なんにせよ、ウチの高校が革かわ靴ぐつ指定じゃないことに初めて感謝した。

「あとは、行き先……」

　もちろん、まだ楽天的にはなれないが。この機を逃のがしたら羽麗うららと再会するのは絶望的に難しくなるだろう。たとえ客室だろうと飛とび込こむ覚かく悟ごだが、明らかにボディガードっぽいこの追つい跡せきターゲットが易やす々やすとそれを許してくれるだろうか。そもそも、男が老人と羽麗うららの許もとに向かうとも限らないという問題もある。

　男は一階でエレベーターを降りる。向かった先はロビーに隣りん接せつしたカフェだった。

　助かったな、おそらくこのホテルの中で最も踏ふみ込こむのに敷しき居いが低い。

「いらっしゃいませ。お一人様ですか？」

「や、ええと、待ち合わせです」

　離はなれた席に案内されるわけにはいかないので咄とつ嗟さにそう伝えて尾び行こうを続ける。同じようなシチュエーションを映画で見たことがあってよかった。

　暗めの照明で彩いろどられた絨じゆう毯たんの上を歩いていくと、ソファに腰こし掛かけた黒くろ髪かみの後ろ姿が見えてくる。羽麗うららだ。その手前の席が空いている。よしよし、まだ運は枯かれてないぞ。

　話しかける前に、情報収集をしておきたい。俺おれは羽麗うららと背中を合わせるように空席へと滑すべり込こんだ。

「うぇ」

　怪あやしまれぬようメニューを開いた瞬しゆん間かん、危あやうく大声を出してしまいそうになった。

　コーヒー一杯ぱい、１２００円!?　回数券の間ま違ちがいじゃないかと問とい質ただしたい。

　……早めにタクシーを降りておいて救われたな。財さい布ふの中身を思い起こしながら俺おれは身み震ぶるいした。

「答えは決まったかの？」

　老人の声。すっと背筋を伸のばし、意識を後ろに集中する。

「はい。やります」

　羽麗うららの声。淡たん々たんとしていて感情の色は覗うかがえない。わりといつものことだが。

　しかし、なんの話だ？　情報が少なすぎてさっぱりわからないが、ただひとつ。不ふ穏おんさだけはこのやりとりだけで充じゆう分ぶんに伝わってくる。

「よろしい。契けい約やく成せい立りつじゃな」

　契けい約やく？　なんだ？　いったい羽麗うららになにをさせるつもりだ？

「ご注文はお決まりですか？」

「あ、え、ええと」

　焦しよう燥そう感かんに包まれていたところに水が入った。いや、店員さんからしてみればそんな言われ方はあまりにも心外だろうが。

「じゃ、じゃあコーヒーを」

　さらば、なけなしの１２００円。

「──それでは羽麗うらら嬢じよう。君に、父親が残した借金８０００万円を背負ってもらう」

　などと思った矢先に、あまりにもスケールの違ちがう世界が背後で展開された。驚おどろきのあまり俺おれは振ふり返かえる。老人は穏おだやかに笑っていた。

「頑がん張ばって返すのじゃよ。……その身体からだでな」

「なっ!?」

　席から立ち上がってしまった。しかし後こう悔かいしようもない。何度やり直せたとしても、俺おれは必ず同じリアクションをとっていただろうから。

「……修おさむ？　なんで？」

　俺おれを見上げ、両眼を大きく開く羽麗うらら。実に薄うすいリアクションだが、こいつにしてはこれでも驚おどろいてる方だ。

「おやおや、知り合いかの？」

　老人が自分の顎あごを撫なでる。間を置かず、若い男が立ち上がって俺おれの席の横を塞ふさいだ。冷たくて敵意のある視線。今の流れだけで、俺おれが『車のライト』の犯人だと気付いたようだ。それほど優ゆう秀しゆうだからこそ、尾び行こうされたという事実に強く苛いら立だちを覚えているのかもしれない。

「なにしてるの？　どういうこと？」

「こっちが言いたいっての！　おま、今までどこでなにしてたんだよ！」

　激情が溢あふれて、場にそぐわぬ大声を出してしまう。ぱっちりとした瞳ひとみに、長い睫まつ毛げ。肌はだつやはよく知ってる通りの白さだ。ぱっと見では、心身を著いちじるしく害すような生活を送っていた形けい跡せきはない。

　まだ今のところは、というだけかもしれないが。

「……お父さんを探してた」

　この時ようやく羽麗うららの顔に悲ひ哀あいが混まじり込こんだ。

　つまり、父親だけが単身で失しつ踪そうして、羽麗うららはその行ゆく方えを追っていたということか。ならば責めるような口調になってしまったのはあまりに軽けい率そつだった。

「すまん、大きな声出して」

「ううん」

　伏ふし目めがちながら、特段怒いかりを表に出すことなく首を振ふる羽麗うらら。ラケットを握にぎっていない時は、常に半分眠ねむっているような奴やつなのは重々承知だが、こんな場面でもそれが変わらないことに改めて驚おどろかされる。

「そして羽麗うらら嬢じようはたどり着いた。斎さい木き家の債さい権けん者しやである、この儂わしにな」

　顔を上げ、老人の方を向く。じゃあ、羽麗うららの親おや父じさんはこの人に多額の借金を？

　老人と羽麗うららが出会った経けい緯いなど、まだまだ気になることはたくさんあった。しかし、なによりも先に確かめなければ気が済まないのがさっきのやり取りだ。俺おれは焦しよう燥そうを抑おさえきれず、身を乗り出し気味に老人へ問う。

「ある程度、状じよう況きようは理解できました。……でも！　先ほどのお話はおかしくないですか!?　なんで羽麗うららが借金を肩かた代がわりして、その支し払はらいを……!?　法律には全然詳くわしくないですけど、未成年の羽麗うららがそんな責任を負う必要はないのでは!?」

　老人に詰つめ寄よろうとすると、若い男の身に阻はばまれた。強きよう靱じんな腕うではいくら力を込こめてもビクともしない。

「ふむ。どこから話すか」

　まったく動じた様子もなく、わざとらしく腕うで組ぐみする老人。

「まず、責任云うん々ぬんに関しては少年。君の言う通りじゃな。羽麗うらら嬢じようが借金を負う義務も責任もない。儂わしはなにもそれを強ごう引いんに取り立てようとしているわけではないよ」

　老人はあっさりと認める。ではなぜ、あんな話になっていたのか。

「私が頼たのんだの。肩かた代がわりさせてほしいって」

　真相は羽麗うららの口からあっさりと語られた。俺おれの中で再び驚おどろきが爆ばく発はつする。

「いやお前、なんでだよ！」

「私が契けい約やくしている間は、お父さんを見つけても無事を保証してくれる。そう約束してもらえたから」

「え……」

　老人と羽麗うららの顔を交こう互ごに見る。

「斎さい木き君と会わねばならぬのは儂わしらも同じ。責任問題はしっかり解決してもらうのがこの世界のルールじゃからな」

　この世界、という部分に力を込こめて、老人は肩かたをすくめた。地球全体とか、そういうマクロな意味ではなさそうだ。

「でも、私が代わりに８０００万稼かせいで払はらえば」

「その時は斎さい木き家と儂わしとの関係はとてもクリーンなものになる。至し極ごく当たり前にな」

　羽麗うららににっこり頷うなずく老人。

　俺おれは髪かみをかき乱す。どうしてこんな状じよう況きようになっているのかは、おおよそ摑つかめた。しかし、納なつ得とくするには絶対に看過できない問題がまだある。

「だとしたって羽麗うらら、どうやって返す気だよそんな大金！　……絶対許さないぞ、自分の身を安売りするような真ま似ねだけは！」

「安売り？　どういうこと？」

　きょとんと首をかしげる羽麗うらら。本気で俺おれの言っている意味がわからないといった様子だ。

「お前さっき……その……」

　身体からだで、という単語が、どうしても口に出せない。脳が想像することを拒きよ否ひしているようだった。

「ふむ。ははあ、少年。わかったぞ。君はなにか盛せい大だいな勘かん違ちがいをしているようじゃな」

「え？」

「……よろしい。これもなにかの縁えんじゃ。君もいっしょに来なさい」

　そう言って老人がおもむろに席を立った。

「来なさいって、どこへですか」

「戦場じゃよ。これから羽麗うらら嬢じようが挑いどむことになる、戦場じゃ」

「戦場？」

　意味がわからない。

　しかし、もはや俺おれに拒きよ否ひする理由を見いだすことはできなかった。ゆっくり歩き始めた老人と羽麗うららの後を、足が勝手に追いかけ始める。

「前まえ田だ、少年のコーヒー代も払はらってきてあげなさい」

「かしこまりました」

　なけなしの１２００円に、まさかの救いの手が。

「……ありがとうございます」

　反発できない己おのれの無力さが心底情けない。それこそもし俺おれが億万長者だったら、今すぐこの状じよう況きように終幕をもたらすことができたのに。
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　カフェを出た老人が向かった先はホテルのエレベーター。また車でどこかに移動するのだろうか。

「修おさむ、帰ったほうがいいよ。修おさむには関係ないことだよ」

「帰るわけないだろ。このまま放っておけるか」

　羽麗うららに即そく答とうする。気き遣づかいで言ってくれたのだろうけど、無関係だと断じられたことにほのかな痛みを感じた。

　羽麗うららとの距きよ離りは自分でもよくわからない。それは事実だ。

　ただ、もう二度とこれ以上距きよ離りが開いてしまうことだけは避さけたいと心から思った。

「ん？」

　老人がエレベーターホールに近付くと、明らかに従業員さんの雰ふん囲い気きが一変する。既すでに止まっているエレベーターがあるのに別の一台を稼か動どうさせ、その近くから他のお客さんを遠ざけ始めたのだ。

　ＶＩＰ待たい遇ぐう。いや、超ちようＶＩＰ待たい遇ぐうをされていることが、今の瞬しゆん間かんだけで感じ取れた。

「車のナンバー」

「……？」

　唐とう突とつに若い男──前まえ田だと呼ばれていた男が呟つぶやいた。俺おれが仕し掛かけた作戦のことだろうか。

「普ふ通つうならば、まず持ち主を突つき止とめるのは不可能だっただろう。このホテルで働いているからには絶対に記き憶おくしておかなければならないナンバーだったからこそ、あのように雑な手が機能してしまった」

　それほど、老人の存在は大きく重いということか。

　ところでこの前まえ田だという男、ずいぶん棘とげのある言葉で攻せめてくる。見た目によらずねちっこい性格なのだろうか。

　俺おれたち全員がエレベーターに乗のり込こむと、従業員が恭うやうやしく頭を下げてホールから見送る。やはり他の客を待つ様子は欠片かけらほども見せなかった。

「このエレベーターは普ふ段だん動いておらん。『大事な客』のため常に待機しておる」

「貴方あなた専用ということですか？」

「ククク、まさか。そこまで偉えらくはないよ。儂わしは」

　心底おかしそうに笑ってから持っていたステッキに両手を載せる老人。そうしているうちに前まえ田だと呼ばれた男が最上階のボタンを押おした。

「まあせいぜい、何人かのうちの一人にすぎんさ。この世のおおよそ全てに飽あきた、哀あわれな人間たちのうちの、な」

「…………」

　意味がわからず俺おれは口を閉ざした。エレベーターが勢いよく駆かけ上のぼっていく。

「さあ、降りなさい」

　老人に促うながされ、俺おれと羽麗うららはちらりと目を合わせてからエレベーターの外へ。薄うす暗ぐらい待合室のようなホールの奥おくに、すりガラスの自動ドアがある。そのすぐ傍そばの壁かべには長方形のセンサーのようなものが見えた。

「この建物は二十六階建てということになっておるが、ここは二十七階。吹ふき抜ぬけで二階分使っておるから実質的には二十八階かな。少年、それがどういうことかわかるか？」

「……いいえ」

「世の中には、表の顔と裏の顔があるということじゃよ」

　老人が真っ黒なカードを取り出し、センサーにかざす。

　自動ドアが開いた。目配せに従って俺おれと羽麗うららは並んでその中へ入る。

「なんだ、これ……？」

　待ち受けていたのは、まったく予想の及およばぬ光景だった。

　すり鉢ばち状じようになった真円の空間に、等とう間かん隔かくで置かれたテーブル。その中心は大きく正方形に抉えぐられており、薄うす闇やみを切り取るように、煌こう々こうと照明が向けられている。

　明らかに異質。しかし、どこか見覚えがある気がしてしまうのは、過去に観みた映画で同じような舞ぶ台たい装そう置ちと出会ったことがあるからかもしれない。

　そう、ここはさながら。

「地下、闘とう技ぎ場じよう……？」

「正確には、最上階じゃがの。とはいえ観念的な意味ではその捉とらえ方かたで間ま違ちがってない」

　俺おれの呟つぶやきが気に入ったのか、老人はやけに余よ韻いん含ぶくみでそう付け足した。

「ここで、私が戦うの？」

　まったく動じた様子もなく、羽麗うららが尋たずねた。突とつ拍ぴよう子しもない質問……とは思わなかった。薄うす々うす俺おれも、その可能性を察していたから。

　なぜなら一段低くなった正方形の空間、その中心にぽつんと設置されていたのが、よく見知った濃こい色の卓たつ球きゆう台だいだったから。

「細かい説明はひとまずさておき、相そう違いない。せっかくだから今夜は見学していきなさい。これから自分が飛とび込こむ戦場をな」

　黒服の男性が恭うやうやしく近付いてきて、老人と俺おれたちを席に案内する。最初は暗くて気付かなかったが、卓たつ球きゆう台だいを見下ろすテーブルはほぼ全て埋うまっていて、ロウソクの灯あかりをぼんやりと受けながらいかにも裕ゆう福ふくそうな人間たちが優ゆう雅がに食事を続けていた。

『皆みな様さま、今こ宵よいもお集まり頂きありがとうございます。まもなく第一カードを開始いたします』

　俺おれたちが席に着くのとほぼ同時に、そんなアナウンスが流れた。

「これは……？」

　ふと手元を見れば、各席にタブレット端たん末まつが置かれている。表示されているのは二人の女性名と、様々な数字。どちらの選手が勝つか、あるいは何点差をつけて勝つか。そのような仮定ごとに、倍率が示されているようだ。

　正しく読み方を理解できたわけではないが、なんとなく意図は察した。

「もしかして、違い法ほう賭と博ばくですか。……卓たつ球きゆうの？」

「人聞きの悪い。法では裁さばけんよ。なぜならこのフロアは表向き存在していないからな。日本に存在していないものを、どうやって日本の法で裁さばく？」

　屁へ理り屈くつを。

　ただ、事実なのだろう。老人も、今ここに集まっている他の輩やからも、法に勝まさるなにかの加護を受けている。この国の『裏』に潜ひそむ、理り不ふ尽じんな既き得とく権けんによって。

　軽く胃いの腑ふにムカつきを覚えたが、激情には至らなかった。どうせ世の中なんてそんなものだろうという諦てい観かんが、もともと自分の中に根付いていたからだろうか。

「まあ、賭かけのことは気にするな。こんなのは外野向けの余興に過ぎん。この場所の本質はそこじゃない」

「どういう意味ですか？」

「後で説明しよう。試合が始まる」

　老人が言い終わるのに合わせたかのようなタイミングで、りぃんと鈴すずの音が鳴った。どこか葬そう送そうをイメージさせるような、冷たく乾かわいた響ひびき。

　そして、正面奥おくにある重じゆう厚こうなドアが両側から開け放たれ、二人の女性が競技場の中に入ってきた。

「……なにこれ？」

　声を出したのは羽麗うらら。俺おれは呆あつ気けにとられ言葉すら失っていた。

　入場した女性たちはそれぞれ手にラケットを握にぎりしめている。だから選手で間ま違ちがいないのだろう。しかし、にわかには受け入れられない。脳が事じ実じつ認にん定ていを拒きよ否ひしている。

　異常だったのは二人の服装だ。どちらも膝ひざ丈たけまである幅はば広ひろのスカートを纏まとっている。しかもゴテゴテとレースやリボンで耽たん美びに飾かざり立たてられた、とても運動を想定しているとは思えない代しろ物もの。

　それだけではない。足元を見れば片かたやロングブーツ。片かたやあろうことか厚底のヒールではないか。脚あしはタイツ、あるいはニーソックス。きゅっと絞しぼられたウエストには用よう途と不ふ明めいのボタンが輝かがやき、機能性のアンチテーゼとでも言いたくなる漆しつ黒こくの花びらがこれでもかとちりばめられている。

　一言で換かん言げんしよう。

　ゴスロリ少女たちが、ラケットを片手に卓たつ球きゆう台だいの前に現れたのだ。

「意味がわかりません」

「うむ。芸術を芸術たらしめる必要条件じゃな」

　煙けむに巻くようなことをのたまう老人を無視して俺おれは疑問を重ねる。

「なんで卓たつ球きゆうで、なんでゴスロリなんですか。なんで混ぜたんですか、それを」

「美しいから。他に理由はいらぬ」

　試合が始まった。奥おく側がわの選手が左手にボールを載せ、サーブの体勢に入る。

「……え」

「修おさむ、強い。あの二人、どっちも」

　お遊ゆう戯ぎのような試合が展開されるに違ちがいないという偏へん見けんがあったことは認める。

　それにしても、目の前で繰くり広ひろげられている技わざの応おう酬しゆうは俺おれたちの度ど肝ぎもを抜ぬいた。

　スカートを翻ひるがえらせ、大おお股また開びらきで相手のスマッシュに食いつく姿は、さながら女性スパイの大立ち回りのよう。選手たちの動きに粘ねばっこく絡からむリボンやレースも計算された演出となって舞ぶ闘とうに煌きらびやかな残像を描えがく。汗あせが舞まい、長い髪かみが頰ほおや首筋に絡からむ。持ち上がる袖そで口ぐち。スカートの奥おくで躍やく動どうするハムストリングス。
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　羽麗うららの前であることを思い出して抑おさえつけようとしても、ひたすら湧わき上あがる高こう揚ように、俺おれはずるずると引ひきずり込こまれていく。

　これ、なんか、すごくエロい。

「美しいじゃろ。忘れかけていた情熱を、取とり戻もどさせてくれる」

「貴方あなたが考えたんですか、これ？」

「集合知の結けつ晶しようとでも言うべきか。この国にはもはや金も地位も名めい誉よも有り余って、ただ暇ひまを持て余しているだけの老人たちがゴロゴロ居る。そんな儂わしらが生いき甲が斐いを探し彷徨さまよった結果、ここにたどり着いた」

「……変態だ」

　思わず本音が出た。こうして魅みせられてしまっている以上、言えた柄がらではないのだが。

「心外じゃな。もともと卓たつ球きゆうは英国貴族が遊技がてらに広めたもの。『正装』に原点回帰させてみただけにすぎんよ」

　ゴスロリは英国貴族の正装ではないだろう。まあ、競技向けではないという意味では同じかもしれないが……。

「私も、これをやるの？　あの格好で？」

　羽麗うららの呟つぶやきにハッとする。そうか、老人が羽麗うららに求めている契けい約やく。もはやそれは確かめるまでもなく明らかだ。

「左様。儂わしの手て駒ごまになってもらう。外野が盛り上がっている博ばく打ちなどは、あくまで付加価値に過ぎん。我々『内側』の人間にとっての真の目的は、強く美しい選手を所有し、最さい強きようを競きそうこと。その辺も競馬と同じスキームではあるな」

　身も蓋ふたもなく言ってしまえば、サラブレッドと馬主の関係。それを羽麗うららに求めているというわけか。

「斎さい木き羽麗うらら嬢じよう。僭せん越えつながら、君の過去を調べさせてもらった。若すぎる嫌きらいはあるが、成績は申し分ない。この舞ぶ台たいで戦たたかい抜ぬける可能性を感じたよ。……さて、改めてもう一度問おう。儂わしと契けい約やくして、闇やみ世せ界かいの卓たつ球きゆう少女になるか？」

「……それで、お金を返せるの？」

「君きみ次し第だいじゃな。うすうす感づいていると思うが、選手間でもファイトマネーとして金が動いている。より緊きん迫ぱく感かんを持って試合に挑いどんでもらえるように、互たがいが金を持ち寄っての奪うばい合あいじゃ。連戦連勝を重ねればすぐに借金などなくなるだろう」

　熱戦を繰くり広ひろげている二人の選手に再び目をやる。華はなやかな出いで立たちとは裏腹に、双そう眸ぼうに宿る気き迫はくは常じよう軌きを逸いつしていた。それが負けた時の代だい償しようを物語っている。

　８０００万の借金が、すぐになくなる。そんなレートで戦っているのだ。想像した瞬しゆん間かん、俺おれの背筋に冷たいものが伝った。

「私、持ち寄るお金なんてない」

「稼かせげばいい。目をかけている間は儂わしが面めん倒どうを見るさ。もちろん敗北を重ねた場合、さらに借金がかさむことになるがな」

「…………」

　つまり、見放された瞬しゆん間かんさらに膨ふくらんだ借金だけが残るというわけか。恩おん赦しやを見み込こめる気はまったくしない。老人にとってこの闇やみ卓たつ球きゆうが人生に残された唯ゆい一いつの娯ご楽らくらしい。ならば、敗者を潰つぶしきるところまで含ふくめて『ゲーム』に徹てつするはず。

　ある種の敬けい虔けんさでもって、この空間の狂きよう気きと熱量を担保しようとするはずだ。

「わかった。やる」

「な!?」

　羽麗うららが即そく答とうしたので俺おれは思わず席を立つ。こいつ、この期ごに及およんでぜんぜん事の重大さに気付いていないのではないか。

「待てって！　どんだけのものを背負うのかわかってないだろ！」

　ただでさえ８０００万。さらに負ふ債さいが上積みされるようなことになれば、もはや一生を費ついやしたって払はらいきれない額だ。

「私じゃ勝てない？」

「それは……」

　ガラス細工の猫ねこのような瞳ひとみで真まっ直すぐ見つめられ、声が詰つまる。

　実力面で言えば……どうだろう。少なくとも今死し闘とうを繰くり広ひろげている二人とならば、互ご角かく以上に渡わたり合あえるはずだ。場のレベルが低いのではない。羽麗うららの才が図ず抜ぬけている。

　なにせ、未いまだ公式戦無敗記録更こう新しん中ちゆう。大会に出た回数が少ないという理由もあるにはあるが、客観的に見ても羽麗うららの実力は高校生では全国トップクラスだろう。

　しかしそれはあくまでアスリートとしての評価。こんな特とく殊しゆな状じよう況きよう下かではなにが起こるかわからない。

「よく聞け羽麗うらら。確かに腕うで前まえなら通用するかもしれない。でも、でもな……。お前もアレ着るってことだぞ！　参戦するってことは！」

　死し闘とうの舞ぶ台たいとなっている卓たつ球きゆう台だいの方を指さして真しん摯しに訴うつたえかける。

「……そこなの？　修おさむが反対している理由って」

　素そ朴ぼくに訊きき返かえされ、俺おれは言葉の選せん択たくを誤ったことに気付いた。

　いやもちろん違ちがうのだ。羽麗うららにあんな格好をして欲ほしくないなどという馬ば鹿かげたクレームではない。むしろ羽麗うららは誰だれよりもあの手の出いで立たちが似合いそうな予感すらあり、単純に自分の好みとかそういう話をするなら──って、ますます思考が脱だつ線せんしている！

　いけない、短時間に情報の洪こう水ずいを浴びたせいか脳みそがオーバーフローを起こしてしまった。

「技術だけでなく精神面でも適性はありそうじゃがの、羽麗うらら嬢じようの反応を見ている限り」

　老人が愉ゆ快かいそうに割って入る。……確かに慌あわてているのは俺おればかりで、羽麗うららはここまで片時も動じた様子がない。毎度思うことだが、この朝あさ霧ぎりのような摑つかみ所どころのないメンタルもまた、卓たつ球きゆう選手としての高い資質に一役買っているのだろう。

「修おさむ。私は戦う。戦って、勝って、お金を返して、お父さんに会う。どうしていなくなったのか、教えてもらう」

「…………」

　そう言われてしまうと、なにも反論できない。ただ焦しよう燥そうの矛ほこ先さきを羽麗うららの親おや父じさんの方に向け変えることしかできなかった。

　あの卓たつ球きゆうバカ。なにがあったか知らないけど、いなくなるのはダメだろ。一番大切なものを放り出して、それっきりはダメだろ。

「ふむ。どうやらお主ら、浅からぬ関係のようじゃの」

　羽麗うららと見つめ合っていると、老人がワイングラスに口を付けてからそう言った。まったく気付かぬ間に、テーブルの上には飲み物と軽食が運ばれている。

「幼なじみ」

　ぽつりと告げる羽麗うらら。それは老人の質問に対する肯こう定ていなのか、否定なのか。なぜか妙みように気になった。

「なるほど。よろしい。羽麗うらら嬢じよう、今こ宵よいは家に帰りなさい。このまま儂わしの傍そばで臨戦態勢を整えてもらおうかと思ったが、少年と別れを惜おしんでくるといい。……もしかすると、これから長い離り別べつになるやもしれんからな」

　どうも老人は俺おれたちの関係を深読みしすぎている気がしないでもない。

　だとしても、この提案は個人的にとても有あり難がたく思えた。

「おっといかん、少年に名前を伝え忘れていたな。今さらだが自じ己こ紹しよう介かいしよう。儂わしの名は、笹ささ島じま康こう助すけ。羽麗うらら嬢じようの初うい陣じんは、ぜひとも見に来たまえ。招待するよ」

「坂さか井い修おさむです。今日はお騒さわがせしてすみませんでした」

　最後に挨あい拶さつを交かわし、俺おれと羽麗うららは料理に手を付けず、ホテルの『存在しないはずの最上階』を後にした。
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「…………」

「…………」

　電車に乗り、地元の駅で降りる。ホテルを出てからここまで二人の間には一度も会話がなかった。

「やっぱり、止めてもムダなのか？」

「うん。ムダ」

　家路を辿たどる途と中ちゆう、意を決して俺おれから話しかけてみる。返事は残念ながら予想通りだった。

「……こういうこと、言わない方が良いいかもしれないけど。親おや父じさんが借金こしらえた理由って、もしかして」

「わかってる。私もそう思う」

　あの卓たつ球きゆう賭と博ばくで身を滅ほろぼした。状じよう況きよう証しよう拠こ的てきにそう考えるのが自然であるような気がする。人生の全てを卓たつ球きゆうに注いできたような人だから、莫ばく大だいな借金なんてものとは正直イメージが重ならなかった。

　だからこそ、あの老人、笹ささ島じま氏との出会いでやっとなにかが繫つながった気がする。

「それでも、探すのか？」

　正直に言って、俺おれは怒いかりを隠かくしきれなかった。なぜ、羽麗うららという天才に最も近いところにいながら、裏社会の賭と博ばくなんかに浮うわ気きしてしまったのか。卓たつ球きゆうとはいえ、いや、卓たつ球きゆうだからこそ、その不誠実さに歯は嚙がみする。

　もちろん、全ては想像の産物でしかないのだが。

「それでも、探す。ううん、だからこそ、探す。私になにか足りなかったのか、教おしえて欲ほしいし」

「考えすぎだって。お前ほどの選手、そうはいない」

「それに、たった一人の家族だし」

「…………だよな」

　愚ぐ問もんだった。羽麗うららが親おや父じさんを探す理由なんて、それだけで余り有る。

「見つからないと、俺おれの妹も悲しむし、な」

「もう伝えた？　お父さんがいなくなったこと」

　隣となりから俺おれの顔を見上げる羽麗うらら。妹と羽麗うららは卓たつ球きゆうの姉し妹まい弟で子しみたいなものだから慮おもんぱかってくれているのだろう。

「まだ。とりあえずは誤ご魔ま化かしておくよ。そのうちに羽麗うららが見つけてくれるだろ」

「うん、そうする」

　うっすらと微笑ほほえみ、頷うなずく羽麗うらら。

　覚かく悟ごを決めたとたん、少し楽観的になれたのは、卓たつ球きゆう選手としての羽麗うららに絶大な信しん頼らいを置いているからだろう。特とく殊しゆすぎる事態ではあるが、羽麗うららなら戦たたかい抜ぬける。きっと無意識下でそんな予感の方が不安に勝まさったのだ。

　十字路にたどり着いた。羽麗うららの家と自宅との分かれ道。

「修おさむ」

　手を振ふって別れようとした矢先、羽麗うららが俺おれの名を呼んだ。

「びっくりしたけど、探して来てくれて嬉うれしかった。心配してくれてたんだね、ありがとう」

　月の光を正面から受けながら、柔やわらかく目を細める羽麗うらら。

「当たり前のこと言うなっての」

　かっと頰ほおが熱くなって、目を逸そらす。

　ふと、羽麗うららに触ふれたくなってしまう。本当に戻もどってきたのか、肌はだの温度で確かめたくなってしまう。

「ありがとう。おやすみ、修おさむ」

「おやすみ」

　でもすぐに、俺おれたちの関係はいつも通りの幼なじみに戻もどった。

　今にも崩くずれてしまいそうな脆もろい土台の上で、日常の先に踏ふみ込こむのが怖こわくなってしまったのかもしれない。

　羽麗うららと手を振ふり合あって別れ、星空を仰あおぎながら自宅を目指す。

　本当の日常が、早く帰ってきますように。

　そして、無事この戦いが終わったら──。

「いかん、ダメなやつだそれ」

　ぶんぶん頭を振ふり、うっかり浮うかんでしまったフラグをかき消す。

「…………あ、スマホ」

　そして今度は、未回収アイテムの存在をようやく思い出した。

　家に帰ってからもまだまだ面めん倒どうが待ち受けていそうだ。
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　翌日、羽麗うららは高校にやって来て、休学届を提出した。

　音信不通から久々の登校、かと思えば再び突とつ然ぜんの旅立ち。噂うわさが噂うわさを呼び、校内は一日中騒そう然ぜんとし続けていた。

「羽麗うらら、元気そうで良かった……けど」

「休学ってマジかよ。修おさむ、なにか聞いてないのか？」

　当然のように卓たつ球きゆう部ぶに顔を出すと質しつ問もん攻ぜめに遭あう。

「さーな」

　けれども、ぶっきらぼうに流すと、みんなそれ以上はなにも尋たずねなかった。俺おれがなにか知っていると確信した上で、遠えん慮りよしてくれたのだろう。

　改めて、大切な仲間たちだなと思わされた。

　だからこそ、早く今まで通りの生活を取とり戻もどしたい。

　俺おれにできることなんてなにも無さそうなのが、甚はなはだ悔くやしいばかりなのだけど。
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　夕方、羽麗うららの許もとに笹ささ島じま氏から連れん絡らくが入った。俺おれの同行も許されているとのことだったので、二人でこの前と同じホテルに向かい、ロビーで待つ。

「お待たせ」

　ほどなくして笹ささ島じま氏と、付き人兼けんボディガードらしき前まえ田だ氏が現れた。先入観もあるだろうが、二人の周りにだけ別の空気が流れているかのような独特の存在感が漂ただよっている。

「今日はひとまず、オリエンテーションといったところか。競技ルール自体は卓たつ球きゆうそのものだが、いくつか伝えておくべきこともあるからのう」

　例の専用エレベーターに乗のり込こむと、笹ささ島じま氏が俺おれと羽麗うららを交こう互ごに見た。そう聞いてホッとする。もしかしたらいきなり戦場に送おくり込こまれるのではと、密ひそかに戦せん々せん恐きよう々きようとしていたところだった。

「今日、試合できないの？」

　しかし羽麗うららは違ちがったようで、抑よく揚ようなく恐おそろしいことを口にする。

「おや、する気だったのか？　その気になればエントリーできなくはないが、どんな選手と当たるかまったく保証せんぞ？」

「いい。やる。早くお金が欲ほしい」

　あまりの無む鉄てつ砲ぽうさに俺おれの顔面からどんどん血の気が引いていった。

「待て待て！　思い出せ、普ふ通つうの卓たつ球きゆうじゃないんだぞ！　……なんつーか、ほら！　アレ着るんだぞ、アレ！」

「修おさむ、服にこだわるね」

　そりゃそうだろう。もっともイレギュラーな要素なのだから。別に趣しゆ味み趣しゆ向こうでどうこう言っているわけではない。

「まず一度慣れる必要があるだろ、あの服に！」

「慣れるためには試合するのが一番いいよ。戦いながら修正する」

「…………」

　言葉に詰つまる。俺おれの口から羽麗うららに向けて卓たつ球きゆうなめるな、とは言いい辛づらい。

「ククク、いい心がけじゃないか。それなら儂わしは止めんよ。なあに、負けたところでちょっと借金が増えるだけじゃ。初戦の結果でいきなりクビにしたりはせん。儂わしの場合は、な」

　いきなりクビにしたりするオーナーサイドが存在してそうな物言いだ。まあ、実際いるのだろう。

　それよりも気になるのは金銭の動きの方だ。選手同士が金を持ち寄って戦うとか言っていたが、どういうシステムなのかだけは把は握あくしておかなくては。

「ちょっと、とおっしゃいましたけど。俺おれたちと笹ささ島じまさんとじゃ金銭感覚が全然違ちがうような気がします。いったい一試合でいくら必要なのか、教えて頂けませんか？」

　差し出がましいとは思ったが確かく認にんしてみる。どうせ羽麗うららはなにも訊きこうとしないだろうし。

　知らない方が冷静に戦える可能性もゼロとは言えないが、どうせ一度やればわかってしまうことだし、羽麗うららの性格上金額に足が竦すくむということもあるまい。ならば初めからハッキリさせておいた方が経験値も溜たまりやすいはずだ。

「実に単純明快。１点が１００万円じゃ」

「１点……？」

　金額の大きさよりも、前提の方が気になってそちらに反応してしまう。冷静になると金額も強きよう烈れつだが、元の借金が８０００万であることを思えばそれくらいの単位で動いてないといつまでも返済が終わらない。だからある程度覚かく悟ごしていた範はん疇ちゆうに収まっている額とも言える。

「左様。11点先取で、１ゲームだけ競きそう。そして互たがいの獲かく得とくした点数を１点１００万円で換かん算さんする。つまり試合終しゆう了りよう後ごの点差が損益となるわけじゃ。例えば11─６で勝てば５００万円の利益。０─11のストレートで負けた時が最大の損で、１１００万円を失う。これが基本的なルールとなる」

「10─10……10オールになった後は？」

「普ふ通つうの卓たつ球きゆうと変わらん。２点差がついた時点で決着。だから損益は２００万で確定じゃな。外ウマに乗ってる連中は盛り下がるがの。結局一番多い展開だから賭かけの倍率が低い」

　なるほど。確かに単純だが、よくできてると思った。負けるにしても最後まで食らいつけば損失を減らせるわけで、途と中ちゆうで戦せん意い喪そう失しつに陥おちいらずに済む。観戦側としても消化試合にならないから、白熱した勝負を楽しめるだろう。

　そういえば、昨日ちらりと見た賭かけのオッズには『何点差でどちらが勝つか』という細かい指定ができる種類があったな。その辺も享きよう楽らくとして考かんがえ抜ぬかれている。

「じゃあ、仮に全戦全勝だとしてもだいたい20回くらいは戦わなければいけない計算か」

「え、８回じゃないの？」

　きょとんと首をかしげる羽麗うらら。ストレートで八連勝する気か、おい。

「威い勢せいが良くて頼たのもしいのう」

　屈くつ託たくを感じさせず笑う笹ささ島じま氏。この人、腹の底は見えないけどとりあえずの印象としては心からこの闇やみ卓たつ球きゆうを生いき甲が斐いにしている様子だ。満たされすぎて、狂くるっている。それもある意味不幸なことなのだろうか。圧あつ倒とう的てきに持たざる者である俺おれにとっては想像することすら難しい領域だ。

「ありがとうございます。おそらく一番大事なところは理解できました」

「やっぱりすごいね修おさむ。修おさむのおかげで私もルールがわかった。来てくれてありがとう」

「……お前な」

　心底感心した様子の羽麗うららにため息が漏もれる。もし一人でこの戦いに挑いどんでいたら、こんな最低限の情報すら得ようとしないまま舞ぶ台たいに上っていたに違ちがいない。昨日偶ぐう然ぜん居場所を突つき止とめられた幸運に、改めて感謝するばかりだった。

「あの、笹ささ島じまさん。例えばコーチとして、俺おれも競技場に入ることはできませんか？」

「残念ながら今回のルールでは認められておらん。戦略も自ら考え、完全に一対一で争ってもらう」

　唇くちびるを嚙かむ。もしかすると、それが一番の不安要素になってしまうかもしれないな。実力面では何一つ疑うところはない羽麗うららだが、戦略面となると常に無む鉄てつ砲ぽうというかなにも考えてないというか……。

　まあそれでも、並なみ大たい抵ていの相手には負けないと思うのだが。

「他にも細かい決まり事はあるが、それも知っておくか？」

「……いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　またしても俺おれが返事する。あまり多くの情報を詰つめ込こんでもかえって逆効果になってしまう気がしたからだ。１ゲームの短期決戦であることを除けば競技そのものは基本的な卓たつ球きゆうのルールみたいだし、羽麗うららに持たせておく情報としてはこれで充じゆう分ぶんだろう。

「修おさむ、さすが頭いいね」

「いや、頭の良さを発揮できた実感はこれっぽっちもないんだが」

　純真に目を輝かがやかせている羽麗うららを見て苦笑い。まったく褒ほめられた気はしないが、俺おれとしてもこうして立ち会えた事実にはホッとする。もし事後的にこの卓たつ球きゆうの話を聞いていたら、情報濃のう度どにあてられて気絶していた可能性が高い。

「さて、今日から戦場に赴おもむくのであればさっそく『正装』のフィッティングをしてもらおうか。おそらく仕立てに狂くるいはないと思うが、本番までに慣れも必要じゃろう」

　ニコリと笑ってステッキで別室の扉とびらを指す笹ささ島じま氏。……そうだった、ただ卓たつ球きゆうをするだけでは許されないのが、この場所をいっそう異常たらしめている要因だった。

　ヒヒジジイめ、と心の中で思ってみる。けど、実のところ笹ささ島じま氏からはいわゆる『性欲』の匂においのようなものは一いつ切さい感じられない。

　おそらく酒池肉林を味わい続けた結果、常人では理解できない次元に到とう達たつしてしまったのだろう。このゴスロリ卓たつ球きゆうを裏で支えていると思おぼしき面々は。

　そう考えると、どことなく悲ひ愴そう感かんのようなものも覚えてしまう。

　さらに悲ひ惨さんなのは、そんな狂きよう気きの沙さ汰たに巻まき込こまれた羽麗うららだが。

「じゃあ、行ってきます」

　相変わらず顔色ひとつ変えぬまま、羽麗うららは更こう衣い室しつのドアの中へ入っていく。なぜあんなに冷静なのだろう。俺おれの方はといえば早くも心しん拍ぱく数すうが大きく上じよう昇しようしているのに。計ったりしなくても内側から響ひびいてくる鼓こ動どうに耳を傾かたむけるだけではっきりわかる。

　いったい羽麗うららはどんな服を身に纏まとって出てくるのか。不自由に飾かざり立たてられてどこまで、普ふ段だんの実力に迫せまれるのか。

　論理と非論理が頭の中でまぜこぜに膨ふくらみ、俺おれから平常心を奪うばい続つづける。

「──ねえ、修おさむ」

「ん？」

　不意に更こう衣い室しつのドアが少し開いて、羽麗うららが顔だけをぴょっこりと出した。

「どうした？　なにか問題か？」

　呼ばれたので傍そばまで歩いていく。考え事をしてたせいであまり深く考えずに。

　それが大きな過あやまちだったと気付いた時には、もう遅おそかった。

「ごめんね、ちょっと来て」

「え、なっ!?」

　手首を摑つかまれ、部屋の中に引ひっ張ぱり込こまれた。女子更こう衣い室しつにそれはマズかろうと、抗こう議ぎするため慌あわてて羽麗うららに顔を向ける。

　羽麗うららは上半身も下半身も、白いシンプルな下着一枚しか身に纏まとっていなかった。

「これ、着方が全然わからない」

　衣きぬ擦ずれのような音。おそらく羽麗うららが俺おれの前に例のゴスロリ衣い装しようを掲かかげたのだろう。マズい、と目をそらした後だから想像だが。

「俺おれに訊きくな……っていうかお前そこまで常識知らずだったとは思わなかったぞ!?」

「なんのこと？」

「なんのこと、じゃない！　そんな易やす々やすと下着姿を男に見せるな！」
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「変な修おさむ。昔はよくいっしょにお風ふ呂ろ入ってたじゃない」

「いつの話だ！　小学校低学年のころのエピソードを今さら持ち出すな！」

　そりゃ、羽麗うららにとって俺おれは異性を意識させる存在ではないのかもしれない。だとしても昔とはまったく変化してしまったその女性らしいボディラインを、壺つぼかなにかの調度品かのごとく捉とらえろというのは、こちら側としてはどだい無理な話だった。

　俺おれが不純すぎるのか。いや、正常な反応であると強く主張したい。

「そういえば、最近はすっかりいっしょにお風ふ呂ろ入らなくなったね」

「当たり前だろう！　あーもう、出るからな俺おれは！」

　羽麗うららから目を逸そらしたままドアノブを握にぎり直なおす。ジトッとした汗あせが掌てのひらに浮うかんでいて、ぬるりと滑すべった。これほどの短期間で人は緊きん張ちようの極きわみに達してしまうのかと妙みような感かん嘆たんに囚とらわれる。

「え、困る。この服、着られない。手伝って」

「せめて他を当たってくれ！」

「他って？　笹ささ島じまさん？」

「…………」

　唇くちびるを嚙かむ。よく考えたらこの空間には現在羽麗うらら以外に女性はいないのだった。笹ささ島じま氏の地位を考えればホテルの人を呼んでもらうことは難しくないだろうが。

「お願い修おさむ。私は修おさむに手て伝つだって欲ほしい。私だって、はじめてのことは心細い。なるべく修おさむにそばに居いて欲ほしい」

「……っ！」

　背中にぴたりと羽麗うららが貼はり付つく感覚。細さとふくよかさ、二律背反するはずの要素が矛む盾じゆんなく同居している。ミステリーだ。そう思った。

「俺おれだってわからないぞ、あんな服の着方なんて……」

　俯うつむいたまま振ふり返かえり、ベンチの上に重ねられた衣服の方へ歩いていく。ダメだ、もはや逆らえる気がしない。

「ありがとう修おさむ。いっしょに突つき止とめようね」

「とりあえずその下着を隠かくせ、頼たのむから！」

　羽麗うららの鞄かばんから大きめのスポーツタオルが覗のぞいていたので、無許可で抜ぬき取とって投げつけてやる。これでいくらかは視界が確保された……と願いたい。

「これ、可か愛わいくなかった？　すみません、お見苦しいものを」

　ぱいん、ぱいん。なにか紐ひもを引っぱっては離はなすような音が聞こえる。詳しよう細さいは断固として確かめないが。

　もちろん念のため言っておくと見苦しいはずがなく、女性としての美を究極レベルで携たずさえた羽麗うららのシルエットはもはやある種の芸術作品だった。

「……っ」

　いかん、一いつ瞬しゆんだけ目に入った光景が脳のう裏りにフラッシュバックする。自分の不純さに気付かされて、俺おれは舌を嚙かみ千ち切ぎってしまいたい衝しよう動どうに駆かられた。

「修おさむはどういうパンツが好きなの？」

「パンツ言うな」

　もうやだこの空間。なにがキツいって、意識してるのが完全に俺おれの方だけっぽいのがキツい。

　羽麗うららは、俺おれに下着を見られようがなにしようがどうとも思っていないってことだもんな……。

「ほら、着よう。よくわからんから下から穿はいていけ。まずこれ」

　邪じや念ねんを振ふり払はらい、俺おれは羽麗うららに膝ひざ丈たけのタイツを手て渡わたす。緊きん迫ぱくした状じよう況きようであることを思い出せ。今は目の前の障害を乗のり越こえることだけを考えなければ。

「うん。…………？　修おさむ。これ、手で押おさえてないとずり落ちちゃう」

「急に立ち上がんなパンツ隠かくせ！」

　間が悪く、跪ひざまずいていた俺おれの正面で羽麗うららが腰こしを上げた。エマージェンシーレベルが限げん界かい突とつ破ぱする事態だったが、確かにタイツにはゴムのようなものが入ってなくて、自然と下に落ちてしまう作りになっていた。これでは競技なんてもってのほか、日常生活もままならないだろう。

「なにかで留とめるんだろうな……」

　羽麗うららがぐちゃぐちゃにしたらしき、乱雑に重ねられた服をより分けてみる。

　すると、あからさまに『これ』というモノが見つかった。

「………………」

　所いわ謂ゆる、ガーターベルト。俺おれは一いつ般ぱん的てきかつ健全な生活を送っている男子高校生なのでその概がい観かんくらいはＳＮＳで流れてくるイラストで目にしたことがある。

　で、こいつを羽麗うららに渡わたすのか。嫌いやな予感しかしないのだが。

「ほい」

「なにこれ？　どう使うの？　つけて？」

「知るか！　自分でやってくれ！」

　パーフェクトに予想通りな展開になってしまった。しかしここは断だん固こ拒きよ否ひの構え。これを装着させてやるということは、至し近きん距きよ離りで腰こし回まわりから太ももにかけての開通工事に取りかかることになってしまう。もはやタオルはベールの体ていを成すまい。無理だ。

「どうしていじわるするの？　反はん抗こう期き？」

　むしろ優やさしさだとわかって欲ほしい。以前から薄うす々うす感じてはいたが、こいつ見た目と卓たつ球きゆうのレベルはぐんぐん成長してるのに内面は小学生のままだな……。ステータスの振ふり分わけにバグがあるに違ちがいない。

「すぐ人に頼たよろうとするな。まず自分で努力しろ」

「あ、そうだよね。やってみる」

　こくりと頷うなずいてから羽麗うららは俺おれからガーターベルトを受け取り、迷わずその輪の中に頭を突つっ込こんで肩かたにたすき掛がけした。

　ダメだこれ。

「…………修おさむ」

「そんな悲しそうな顔で俺おれを見るな」

　しかもガーターベルトをたすき掛がけした状態で。美人が台無しすぎて見てられん。

　……やむを得ない、か。

「わかった。俺おれの負けだ。貸せ」

「かたじけのうございます」

　再度ガーターベルトを受け取り、俺おれは羽麗うららの背中側に回った。違ちがう。バックショットにフェティシズムを覚えたわけではない。対たい峙じするなら前よりは後ろの方がほんのいくらかでも紳しん士し的てきなポジションだろうと思っただけにすぎない。

「えーと……」

　ベルトのホックを外し、羽麗うららのウエストに通す。視線は尾び骨こつの上に固定だ。動かしたら死ぬ、と自己暗示をかける。

　身体からだに触ふれぬよう、丹たん田でんに沿うようにしてベルトを回し、ホックを留とめ直なおす。それにしても、腰こし回まわりとはこれほどまで細くなるものなのか。しかし華きや奢しやな印象を受けないのは、しなやかな筋肉がわき腹に沿って目視できるからだろう。

　どこか日本刀を思わせるようなボディラインだった。

「えーと、それから……」

　ここまでは想像でなんとかなったが、タイツとベルトとのジョイント方法がよくわからない。デタラメにつけて、競技中に外れでもしたら最悪だ。俺おれは念のためスマホで検けん索さくしておくことにした。（ちなみにさっき返してもらった）

　──ガーターベルト、つけ方。

　ブラウザに入力した直後薄うすら寒さむい気持ちに。この履り歴れき、誰だれかに見られたらあらゆる意味で終わる。

「修おさむ、どうしたの？」

「なんでもない。文明の利器に頼たよってる」

　振ふり返かえる羽麗うららからさっと目を逸そらし俺おれはスマホだけに集中する。頼たのむから動かないでくれ。長い髪かみに上う手まいこと隠かくれていた腰こしから下の部分が露あらわになってしまう。

　しかしまあ、本当にナメた髪かみ型がたをしている。原因の一いつ端たんは俺おれにあるからもはや注意もし辛づらいのだが。

　羽麗うららは昔から美容院が嫌きらいだった。じっとしていると飽あきるとのことで、まあその気持ち自体はよくわかる。

　しかしあまりにも散さん髪ぱつを拒きよ否ひするものだから、次し第だいに卓たつ球きゆうをするのに支障が出る長さになってしまった。小学三年生のころだったか。しびれを切らした俺おれは羽麗うららに賭かけを持ちかけた。

　次に卓たつ球きゆうで負けたらバッサリ切れ、と。

　無む謀ぼうで迂う闊かつだった。その日から今日に至るまで、結局羽麗うららは無敗。約束が徒あだとなって、こんな不利にしかならないロングヘアを許すことに。

　ただ、今に限っては過去の自分にお礼を言いたい。これで羽麗うららが一いつ般ぱん的てきな卓たつ球きゆう選手らしい髪かみ型がたをしていたら、もはや俺おれはこの状じよう況きように耐たえられなかったろうから。

　……いけない。ふと思い出に浸ひたってしまった。閑かん話わ休きゆう題だい。早く仕事を終えてこの試練を乗のり越こえよう。

　改めてスマホを確かく認にん。出てきたサイトによるとどうやらガーターベルトから縦に伸のびる紐ひもとタイツをクリップで繫つなげば良いいようだ。思ったより単純だった。

「ん？」

　もはや迷う要素なしかと思ったのだが、併へい記きされた但ただし書がきが遅おくれて目に入る。

　なになに、ガーターベルトの紐ひもは下着の内側に通すのが正式、か。

「…………………………」

　いや、待て。待て待て。内側に通すって、それはつまり。

　羽麗うららの肌はだと下着の間に、物理的な隙すき間まを作り出す必要があるということではあるまいか。

　疑問形で自問するまでもない。でなければ内側に通せない。それは認めざるを得ない。認めた上で、問題はどうやるか、という部分。

　いくら頭を捻ひねっても、『つまむ』以外の選せん択たく肢しがまったく浮うかんでこない。

　つまむのか？　俺おれが？　羽麗うららの下着を？　そして内側から紐ひもを通す？

「修おさむ、どうしたの？」

「いや……」

　額から流れ落ちる脂あぶら汗あせを放置したまま俺おれは固まる。ダメだ、できっこない。

　そもそもなぜ内側に通す必要があるのだ。外側でも特に支障はないのではないか。

　だがしかし、これから羽麗うららが挑いどむのは目が眩くらむような大金を賭かけて争う一世一代の勝負。どんな些さ細さいなことでも、不安要素は可能な限り潰つぶしておかなければ。

　悩なやんでも仕方ない。全ては論理で以もつて判断されるべきだ。そもそもなぜ外側ではいけないのか。その点を説明する文ぶん献けんに当たる必要がある。

　大した理由でなければ無視すればいいし、重大な問題が発生するなら、その時は──覚かく悟ごを決めるしかない。

　俺おれは再びネットの海へ検けん索さくの旅に出る。そして見つけた。ガーターベルトを下着の内側から通すべき理由、それは。

　──パンツが脱ぬぎづらくなるから。

「よし、できた」

　俺おれは迷わず外側からガーターベルトを通した。すまん。許せ羽麗うらら。利己的なのは承知の上、俺おれにとって得るものより失うものの方が余りにも大きいのだ、内通しは。

　ともあれこれにて、一番の難関は越こえた。あとはスマホと首っ引きで、ふわふわしたアンダースカート（パニエというらしい）やコルセット、ボレロなどを順に着せていく。

「あとは靴くつだな。競技上、これが一番厄やつ介かいそうだけど」

「あ、でもこの靴くつ、見た目より全然動きやすいよ」

　羽麗うららに支給されていたのは、ミドル丈たけの黒い編み上げブーツ。いかにも重じゆう厚こうそうな見た目なのだが、試ためしに持ってみると拍ひよう子し抜ぬけするほど軽い。バスケットシューズと変わらないくらいだ。底のソールも衝しよう撃げきを吸収する素材で作られているようで、完全なファッションアイテムの外観を持ちながら機能的にはちゃんとスポーツ用として組み上げられている。

　ということは、もしかするとドレスの方も一いつ般ぱん的てきなゴスロリ服より可動域に配はい慮りよがなされているのかもしれない。

　いやはや、金持ちの道楽ここに極きわまれりという感じだ。おかげで順応にかかる時間は、当初の懸け念ねんよりだいぶ少なくて済みそうだが。

「よし、これで全部だな」

　最後に薔ば薇らの花を模したヘッドドレスを載せてやり、俺おれは数歩後ろに下がる。四苦八苦したから、ちょっとした達成感を感じてしまう。

「どうかな、修おさむ？　似合う？」

　両手を軽く広げ、俺おれを正面から見つめる羽麗うらら。

　とくん、と心臓が高鳴った。

「綺き麗れいだ……」

　普ふ段だんなら絶対に言わないような言葉が、自然と口から漏もれた。冷静に考えてみれば当然だ。もとより端たん整せいな顔の作りをしている羽麗うららが極限まで着き飾かざれば、並なみ大たい抵ていのアイドルですら太た刀ち打うちできないレベルに達してしまうことは。

　黒をベースとした中に、差し色として輝かがやく白のレース。胸むな元もとのブローチに灯ともった一点の紅あかは、さながら内に秘めた炎ほのおの枯かれない熱量を表しているようだった。

　今にも壊こわれそうなほど儚はかなくて、それでも凜りんとした瞳ひとみは希望の光を絶やさない。渦か中ちゆうの姫ひめ君ぎみは、その不ふ遇ぐうさえも美び貌ぼうの一部として取とり込こんでしまっている。

　あの爺じいさん。まだまだ気を許すわけにはいかないが。美的センスだけは疑いようもなく超ちよう一いち流りゆうだ。まさしく、羽麗うららのために誂あつらえた珠しゆ玉ぎよくのセットアップドレスが用意されていた。

「修おさむ、恥はずかしいからそんなこと言わないで……」

　羽麗うららが頰ほおを染めて俯うつむいた。

「ここで照れんのかよ」

　それなら下着姿見せて平然としてんじゃねえとツッコミを入れてやりたい。いつまでたっても摑つかみ所どころがない幼なじみとの距きよ離り感かんに、俺おれはまた図はからずも少し悩なやんでしまうのだった。
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「うむ、見立て通り。とてもよく似合っておる」

　二人で更こう衣い室しつを出るや開口一番、笹ささ島じま氏が満足げにステッキで床ゆかを鳴らした。

「とはいえ上辺だけの美しさにはもう飽あきている。中身も伴ともなっていることを期待しておるよ」

「はい、勝ちます」

　平然と、短く答える羽麗うらら。普ふ通つうなら不ふ遜そんにしか思えないこの宣言、老人の耳にはどう響ひびいたのだろうか。おそらくまだ羽麗うららの卓たつ球きゆうをその目で直じかに見たことはないと思われるが。

「よろしい。控ひかえ室しつに案内しよう。ここから先は外部の者と接せつ触しよく禁きん止しじゃ。別れの挨あい拶さつをお望みなら済ませておきなさい」

　老人は羽麗うららではなく俺おれの方を見た。

「こうなったら仕方ない、勝ってこい」

「うん。またね、修おさむ」

　普ふ段だん通どおりの淡たん々たんとした挨あい拶さつ。だが今はそれがかえって頼たのもしい。

　そうだ、これでお別れじゃない。また会える。俺おれはただ、羽麗うららの力を信じて凱がい旋せんを待てばいいだけだ。

　本心からそう思った。なのに心臓の鼓こ動どうはその脈動を強め続けていた。

「前まえ田だ、案内を」

「はい」

　若い男──前まえ田だ氏に連れられ、羽麗うららは身を翻ひるがえして奥おくの方へと歩き出した。ヘッドドレスで彩いろどられた長い髪かみが艶つややかに揺ゆれる。

　まるで、この日が運命付けられていたかのように、ゴスロリ服と羽麗うららのロングヘアは溶とけ込こんでいた。その親和性に、俺おれは抱いだくべき感情を見失う。

「不安か、少年」

「もしもの時に備えてそばに居たかったというのは本音です。……あんまり、作戦とか立てられるタイプじゃないんで」

「すまんな、これも一応は賭と博ばくの体てい。『公正』というものをアピールしておかないと外野の客がうるさい」

　つまり、なにかイカサマや八百長やおちようを行わせないため、人ひと払ばらいしているということか。俺おれにはそんなアイデアが思いつくはずもないが、胴どう元もとが配はい慮りよする必要性については理解できた。

「しかし、となると羽麗うらら嬢じようはあまりこの場に適性がないかもしれんのう。かえって好都合とも言えるが」

「好都合？」

　老人の言葉が気になってオウム返しする。使つかい潰つぶすのに、ということだろうか。老人が自ら語った目的からすると、違い和わ感かんがあるのだが。

「気にしなくて良いい。今はまだな」

　いちいち含ふくみが多い。あまり気分の良いいものではないが、実際問題として俺おれが僅わずかでも貢こう献けんできる時間は過ぎてしまった。

　あとは見守ることしかできないのだからこそ、邪じや念ねんは捨て置こう。でなければ不安と緊きん張ちようで戦いを前にどうにかなってしまいそうだった。
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　用意してもらったホテルの部屋で時間を潰つぶしてから、再び存在しないはずの『闘とう技ぎ場じよう』へ。笹ささ島じま氏と同どう卓たくで試練の幕開けを待つ。

　豪ごう華かな料理が次々と運ばれてくるが、とても手をつける気にはなれない。部屋のことも含ふくめ、ずいぶん金を使わせてしまったのが後ろめたい。おそらく金銭感覚が桁けた違ちがいなのだろうけど。

「本来オーナーサイドだけに渡わたされるものじゃが、特別に貸そう。これで中の音が全て筒つつ抜ぬけになる」

　笹ささ島じま氏が俺おれにワイヤレスのイヤフォンを差し出した。もどかしさが薄うすれそうで、正直これはありがたい。場合によっては不安を増ぞう幅ふくさせるアイテムになる可能性も否定できないが。

　いや、大だい丈じよう夫ぶ。羽麗うららを信じよう。

『それではまもなく、今こ宵よいの第一カードを開かい催さいいたします。斎さい木き羽麗うらら選手、横よこ川がわ梓あずさ選手、両名の入場です』

　初っぱなから聞き慣れた名がコールされ、背筋が張はり詰つめる。

　入場門が開いて、羽麗うららともう一人の選手が横並びで会場に歩み出た。

「横よこ川がわ梓あずさ選手。一戦一勝。キャリアは浅いですね」

「なるべく均きん衡こうするようにカードを組むからのう。だが油断する材料にはならん。むしろデータが揃そろってない分底が見えてないとも言える。お互たがいに、な」

　確かに、と思いながらモニター越ごしに対戦選手を観察する。ウェーブのかかったセミロング。アップになった表情ではそばかすが目立つが、美人だ。むしろそこが吊つり目めできつい顔つきを緩かん和わするチャームポイントになっている。歳としはおそらく羽麗うららより上、というか高二の選手なんて他にはいないのかもしれない。

　服は紫むらさき色いろを多く取り入れた絢けん爛らん豪ごう華かなもの。ノースリーブなぶん羽麗うららより動きやすそうにも見えるが、段のついたスカートのボリューム感を加味するとどっちもどっちかもしれない。

　しかし、改めて異様な光景だ。宮きゆう廷ていでダンスでも踊おどり出だしそうな乙おと女めたちが、なぜか卓たつ球きゆう台だいの前でラケットを握にぎりしめている。

「ふむ。オーナーは佐さ々さ木きか」

「え？」

「対戦相手の横よこ川がわ梓あずさじゃよ。所有者とは面識がある。今日は顔が見えないようじゃがな」

　所有者、という単語に引っかかりを覚えたが、今拘こだわるべきはそこじゃないだろう。俺おれは別の質問をすることにした。

「有望そうな選手ですか？」

「ほう、勘かんが鋭するどい。データが揃そろってない選手の実力を量るのに、オーナーの名を見るというのは有効な戦略じゃ。ククク、なんだったら賭かけていくか？　一財産築けるかもしれんぞ」

「……遠えん慮りよしておきます」

　もし賭かけるなら羽麗うららの方に全財産を投じるだろうが、それもなんだか不純な気がして丁てい重ちようにお断りした。

「佐さ々さ木きは弱い駒こまを無む駄だに集めるタイプじゃない。少しよう数すう精せい鋭えいを好む。新たに契けい約やくしたということは、精せい鋭えいになり得ると思われているのじゃろう。少なくとも現時点ではな」

「…………」

　この闘とう技ぎ場じように足を踏ふみ入いれた時からわかっていたことだが、楽な戦いなど望むべくもないだろう。インターハイ予選程度とは、レベルが違ちがう。
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　それでも。

『第一カードを開始いたします』

　アナウンスが流れた。機械による抽ちゆう選せんで最初のサーブ権を手にしたのは羽麗うららのようだ。

『よろしくお願いします』

　ぺこり、と頭を下げる羽麗うらら。笹ささ島じま氏から借りたイヤフォンのおかげで鮮せん明めいに声が聞こえる。

『…………』

　相手──横よこ川がわ選手は怪け訝げんそうに羽麗うららを睨にらみつけるばかりで無言を貫つらぬく。それもそうだ、食うか食われるかの戦いで挨あい拶さつをする輩やからなど普ふ通つういないのだろう。

　部活動気分かよ。そんなセリフが漫まん画がのフキダシのように浮うかんで見えそうな状じよう況きようだ。

　だからこそ、俺おれの中でなにかが滾たぎった。

　羽麗うららがまっすぐ開いた掌てのひらの上にボールを載せる。そして、自分の目線近くをかすめるようにトスを上げ、

『っ』

　横よこ川がわ選手の脇わきを射い貫ぬく。ぴくりとも反応を許さぬままに。

『…………は？』

　なにが起こったのか理解できないという面おも持もちの横よこ川がわ選手。

　要因はいくつかあるだろう。羽麗うららが放ったサーブは、バカ正直に相手のラケット目がけて放ったフォアロング。これだけ重圧のかかる場で、まさかこんな邪じや気きのない球筋が来るとは逆に想定できなかったのかもしれない。おかげで猜さい疑ぎの裏をかけた可能性はある。

　けれども、一番の要因は。

「ほう、これは速い。至し極ごく単純に素す晴ばらしいサーブスピードじゃな。その割にモーションが非常に小さい。予備動作でどこを狙ねらっているか見み極きわめるのは困難の極きわみじゃろう」

　当たり前と言えば当たり前だが、この老人、かなり卓たつ球きゆうに精通しているようだ。今のサーブだけで羽麗うららのストロングポイントを正確に見み抜ぬいている。

　そう、羽麗うららの卓たつ球きゆうはとにかく速い。言葉にしてしまうと陳ちん腐ぷだが、他に表現のしようがない。あらゆる球筋が並の選手の数倍鋭するどいと錯さつ覚かくさせられてしまう。

　あえて錯さつ覚かくという表現を使った。かつて興味本位で羽麗うららのサーブやスマッシュの速度を計ってみたことがあるのだが、確かに好結果ではあったものの人知を超こえていたわけではなかった。すなわち、実速度より球筋を速く鋭するどく見せる能力こそが、羽麗うららの真しん髄ずい。

　要因となっているのは、笹ささ島じま氏の指し摘てき通どおりあらゆるモーションが非常に小さいことだろう。一見すると身体からだを充じゆう分ぶんに使えていないのではと感じるほどの動作から、超ちよう高こう校こう級きゆうの球が飛んでくる。そのせいで対たい峙じする選手はなにか見えない増ぞう幅ふく機きでも間に嚙かませているのではと混乱し、リズムを崩くずされてしまうのだ。

　なぜそんなことが可能なのかは、まだ突つき止とめられていない。ただわかっているのは、羽麗うららの各関節が非常に柔やわらかく、並外れた可動域を持っていること。おかげで腕うでを鞭むちのように扱あつかって、コンパクトな動きで最大限の推進力を込こめることができるのかもしれない。

　加えて体幹の強さも一役買っているのだろう。決してブレない強きよう靱じんなコアマッスルの持ち主だから、遠心力をボールの推進力にする変へん換かん効こう率りつがとても優すぐれている。

『く、あたしとしたことがマヌケかよ』

『次、いきます』

　羽麗うららのサーブが続く。今度も同じくフォアに向けたロングサーブ。ゲームの組み立てとしては五十点以下だ。

『こいつッ！』

　それでも、羽麗うららの優位性は揺ゆらいでいない。さすがにサーブ自体は拾われたものの、横よこ川がわ選手は常に受けに回らされて、自分から攻せめを仕し掛かける手だてを見いだせずにいる。

『んっ！』

　ついには羽麗うららの強きよう烈れつなドライブを横よこ川がわ選手はいなしきれなくなり、ラケットをかすめたボールが斜ななめ後うしろに飛んでいった。

　これで２─０。いける。油断禁物だが、羽麗うららの卓たつ球きゆうがこの場でも通用する、それどころか年上と思おぼしき相手をも圧あつ倒とうできることに、もはや疑う余地はない。

　やっぱすごいな、お前。えげつない額の金が動いていることすら忘れてしまいそうなくらい、俺おれは目の前で繰くり広ひろげられる戦いに心を奪うばわれていった。

『あんた、何なん歳さい？』

『十六です』

『二つ下、ね。これだから嫌いやんなっちゃう、卓たつ球きゆうって』

　はじめて横よこ川がわ選手が羽麗うららに話しかけた。じゃあ、彼かの女じよは十八歳さいか。大人っぽいルックスなので、失礼ながらもう少し上かと思っていた。

　それはさておき、嘆なげく気持ちには強く同意した。幼き才能がキャリアのある年上を絶望の底に叩たたき落おとす場面のとりわけ多い、残ざん酷こくなスポーツだ。かつて俺おれもそうして選手としての心を折られたのだ。井いの中なかの蛙かわずで他を知らないだけかもしれないが。

　羽麗うららが二回のサーブ権を終えたので、今度は横よこ川がわ選手がサーブを放つ番。羽麗うららと同じくトスの軌き道どうは低めで、回転よりもスピードを意識したフォームだ。

　最初のレシーブを羽麗うららが返す。少し浮うき球だまだ。相手にとっては格好のスマッシュチャンス。

『もらいっ！』

　ここぞとボールを叩たたきつける横よこ川がわ選手。鋭するどい軌き道どうのスマッシュが羽麗うららの左──バック側に襲おそいかかる。

『んっ』

　辛かろうじて返すが、またしても高い軌き道どうの浮うき球だま。どうぞ叩たたき込こんで下さいと言わんばかりのチャンスボール。

　横よこ川がわ選手がスマッシュ。羽麗うららが辛かろうじて返す。

　そんなラリーが、延々と五回続いた。

「……どっちが攻せめてるのかわからんのう」

　腕うで組ぐみして呟つぶやく笹ささ島じま氏。事実関係だけで言えば攻せめてるのは明らかに横よこ川がわ選手だろう。

　しかしお互たがいの表情を見比べると、形勢はまったく逆にすら見えてしまう。終始涼すずしい顔でボールに食らいついていく羽麗うららに対し、横よこ川がわ選手はとめどない無酸素運動に追おい込こまれ、憤ふん怒ぬと苦く悶もんに首を絞しめられているかのようだった。

「少年、あれはわざとやっているのか？」

「……わざとやっています。昔、あまりにも速そつ攻こう一いつ辺ぺん倒とうだったので助言……いや、やっかみ混じりで注意したことがあるんです。もっと相手を観察しろ、って。以来、序じよ盤ばんはだいたいあんな感じです」

　それからというもの、俺おれはピンチでもない場面で羽麗うららの卓たつ球きゆうに口出しすることを禁きん忌きとした。いたいけな若き対戦相手たちの心を刈かり取とる無む慈じ悲ひなマシーンを組み上げてしまう可能性に恐きよう怖ふしたのだ。

「ククク、素す直なおすぎるのも考えものじゃの。それはさておき、なるほど。確かにいろいろ楽しませてもらえそうなお嬢じようさんだ」

　笹ささ島じま氏の双そう眸ぼうが愉ゆ悦えつに染まる。俺おれは思わず舌打ちしてしまいそうになるのに辛かろうじて耐たえた。

　圧あつ倒とうしろ、羽麗うらら。もうわかった。お前なら大だい丈じよう夫ぶだ。大勝を続けてさっさと借金返して、隷れい属ぞくの鎖くさりを断たち切きっちまえ。

『なめん……なッ！』

　渾こん身しんのスマッシュを横よこ川がわ選手がようやく叩たたき込こんで、スコアは２─１に。しかしその疲ひ労ろう困こん憊ぱいした顔を見ると、得点を決めたのはどちらなのかわからなくなるほどだった。

　そして俺おれの期待通り、ここから先は羽麗うららの独どく壇だん場じようとなった。観察しているうちに相手の弱点を見つけたのだろう。執しつ拗ように同じコースを攻せめる精密機械のようなレシーブで相手の体勢を崩くずし、スマッシュで刈かり取とる。そんな場面が何度も繰くり返かえされた。

　スコアは９─２。あと２点で羽麗うららの勝利が決まる。

『参ったな……くそ』

　サーブ権を持つ横よこ川がわ選手が忌いま々いましげにラケットで頭を搔かいた。もはやどこか自じ暴ぼう自じ棄きになったかのような精せい彩さいを欠く面おも持もち。

『あんた、いくら持ってここに来た？　どんだけ溜ため込こむ予定か知らないけど、さっさと抜ぬけて欲ほしいな。二回は当たりたくない相手だ』

　少し違い和わ感かんのある質問だった。溜ためるもなにも、羽麗うららは……。

『お金？　お金なら、８０００万。８０００万円の借金』

　羽麗うららの返事を聞くや、俄が然ぜん横よこ川がわ選手の瞳ひとみがギラリと光ったような気がする。よくわからないが、なんだか嫌いやな気配だ。

『マジで言ってんの？　負ふ債さい持もち？　しかもそれ、あっさりバラしちゃうわけ？』

　さっきまでの消しよう沈ちんが噓うそのように、八や重え歯ばをむき出しにする横よこ川がわ選手。そして、不意に視線を羽麗うららから外して審しん判ぱんに向けた。

『レバレッジ申しん請せい。30倍』

『受理します。横よこ川がわ選手のレバレッジターンを開始します』

　審しん判ぱんが短く答えると、会場全体の空気が張はり詰つめた。レバレッジ？　なんだ？　卓たつ球きゆう用よう語ごではない。

「少年、先に謝あやまっておく。すまぬ」

「どういう意味ですか？」

　状じよう況きようが理解できず訊きき返かえしてはみたが、ゲームが再開されそうなので答えを待つ余よ裕ゆうはなかった。

　横よこ川がわ選手がボールをトスし、サーブの体勢に入る。

『らッ！』

『あ』

　放たれたのは、ストレートに突つき刺ささる渾こん身しんの横回転サーブだった。最初のバウンドで台の外に飛んでいきそうになったボールが、急激にスライドしてエッジ近くに戻もどってくる。今まで一度も見せたことのない軌き道どう。さすがの羽麗うららも虚きよを突つかれ、反応しきれず得点を許してしまった。

　すごい、めちゃくちゃ完成度の高いサーブだ。まさかまだこんな技わざを出だし惜おしみしていたなんて。

　感心するのと同時に不可解にも思った。１ゲームだけで争う超ちよう短たん期き決けつ戦せんなのだから、窮きゆう地ちに追おい込こまれるまで使わない理由はなさそうなものなのだが。

　とにかく、今の失点に関しては切きり替かえて忘れた方がいい。点差はまだ圧あつ倒とう的てきに優位なのだ。落ち着いてあと二本決めれば余よ裕ゆうで逃にげ切きれる。

　はたして、羽麗うららは取り乱すことなくすぐさまリカバーに成功した。続けて得点を奪うばい、11─４で試合終しゆう了りよう。みごと初うい陣じんを勝利で飾かざってみせる。

　点差は７点だから、これで７００万円返済完かん了りようか。先は長いとはいえ、ゴールが一歩近付いたことに俺おれも安あん堵どの息を大量に漏もらした。

　その直後、とてつもない窒ちつ息そく感かんを味わわされるなんて微み塵じんも思わぬままに。

「………………は？」

　闘とう技ぎ場じように設けられた巨きよ大だいスクリーンと手元のタブレットに、先ほどの試合結果が表示される。大部分は勝利者や点差に基もとづく賭かけの配当。その辺はどうでもいい。

「なんだよ、これ」

　俺おれの目玉を引きずり出さんばかりに注視させたのは、羽麗うららと横よこ川がわ選手との間で動いた金銭を示した小さな欄らんだった。

　勝者、羽麗うらら。当然だ。

　７００万円が横よこ川がわ選手から羽麗うららに。簡単な計算だ。

　問題は、その次だった。

　レバレッジターンボーナス。

　羽麗うららから横よこ川がわ選手に、３０００万円。

　意味がわからない。

「……どういうことですか、これ」

「ゲームの勝利により７００万円のプラス。特とく殊しゆルールにより３０００万円のマイナス。差し引きで羽麗うらら嬢じようが２３００万円のマイナス。それがこの試合の結果動いた金額になる」

「だからそれがどういうことかって訊きいてるんですよ！」

　さすがに声を荒あらげずにはいられなかった。

「勝敗だけではなく点差も賭かけの対象になっているから、選手たちには最後の最後まで闘とう志しを切らさず戦たたかって欲ほしい。故ゆえに、ちょっとしたボーナス措そ置ちを用意している。それがレバレッジ。一ゲームに一回だけ、選手は１点の価値を自分の持ち金に応じて増やすことができるのじゃ。さきほど横よこ川がわ嬢じようは30倍のレバレッジを申しん請せいした。すなわち、あの一度の攻こう防ぼうに限り、１点が３０００万円の価値を持っていた」

　この爺じじい、殴なぐり倒たおしてやろうかと本気で思った。なぜ、そんな大事なことを教えないまま羽麗うららを戦いの舞ぶ台たいに上げたのだ。

「待て。言いたいことがあるのはわかる。事前にお前さんたちに教えなかった理由は三つある。ひとつは『これ以上の説明は不要』と言われたから」

「ぐ……」

　確かに、そう伝えた記き憶おくはある。しかしそれは屁へ理り屈くつではないだろうか。まさかこんな重大なルールが『その他』扱あつかいされているだなんて夢にも思わなかった。

　だからこそ、食い物にされてしまったのかもしれないが。そう思うと自分が情けなくて仕方なくなる。

「だがな、それは最も瑣さ末まつなところ。一番大きな理由を話そう。知っていたところで使えなかったのじゃよ。羽麗うらら嬢じようは」

「使えなかった？」

「同じ言葉を繰くり返かえす。レバレッジは、１点の価値を『自分の持ち金に応じて』増やすことができるルール。つまり、持ち金がないと30倍はおろか２倍にすらできぬ。自じ暴ぼう自じ棄きになって身の丈たけに余る負ふ債さいを作られても困るからのう」

　要するに、借金持ちの羽麗うららは自分からレバレッジを仕し掛かける権利を有していなかったということか。

「じゃあ、対戦相手の横よこ川がわ選手は」

「そこも意外だった。そして、それが教おしえ損そこねた第三の理由じゃ。レバレッジは持ち金と等倍の権利。すなわち、30倍のレバレッジを仕し掛かけるには、自分自身が３０００万円の資金を蓄たくわえていなければならぬ。まさかデビュー間もない選手がそれほどの財を所有しているとは思わなかった」

　話を聞いて、俺おれは振ふり上あげた拳こぶしの下ろしどころを見失ってしまった。羽麗うららが使えない権利だとしても、教えておいてもらえれば仕し掛かけられた時の心構えになったのに、という不満もあるにはある。

　しかし、結局のところ羽麗うららはあの奇き襲しゆうを察知できただろうか。おそらく横よこ川がわ選手は初めからレバレッジに使うために、あの伝家の宝刀とでも言うべき横回転サーブを温存していた。

　宣言された時に『今から３０００万の勝負だ。なにかある。全方位で警けい戒かいせよ』と、羽麗うららはそんな風に疑いの目を持つことができただろうか。

　否いな。経験則から、難しかったと思わざるを得ない。

　良くも悪くも素す直なおすぎるのが、羽麗うららが持つ唯ゆい一いつの弱点。実力は天下一品、だがゲームメイクとなると非常に脆もろい。

　普ふ段だんは、そこを俺おれやチームのみんなで補って、無む垢くすぎる天才を導いてきた。だがこんな風に隔かく離りされてしまう状じよう況きようでは、どうしようもない。

　それは即すなわち、この闇やみ卓たつ球きゆうと羽麗うららとの相あい性しようの悪さを証明している。これから先も羽麗うららは単身で『レバレッジ』という駆かけ引ひきと対たい峙じしなくてはならないのか。

　想像しただけで、暗あん澹たんたる気持ちになった。
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「ええと、すみません？」

　試合を終えて戻もどってきた羽麗うららが、首をかしげながら笹ささ島じま氏に告げる。おそらく特とく殊しゆルールについて説明を受けたものの、いまいちピンと来ていないのだろう。この件に関しては狐きつねにつままれたような反応になってしまうのも無理からぬことと思う。

「いやいや、良いい卓たつ球きゆうを見せてもらえた。初戦からあんな大だい胆たんな手を打ってくる輩やからに当たってしまったのは不運じゃったが。借金『億おくり人びと』になって、ある意味箔はくが付いたとも言える。次も期待させてもらうよ」

　億おくり人びとって……。１億円の負ふ債さいをなんて軽々しく扱あつかうのだ。老人の資産からすれば痛くもかゆくもない『娯ご楽らく費ひ』なのかもしれないが。

「修おさむ、応おう援えんしてくれたのにごめんね」

「謝あやまることなんかないだろ。試合には勝ったんだ」

　努めて笑え顔がおを向けるが、その実俺おれの頭の中は先行きへの不安でいっぱいだった。

　羽麗うららの実力をもってすれば数ヶ月で抜ぬけ出だせる程度の試練と思っていたが、甘あまかったかもしれない。現時点での借金が１億と３００万。各試合５点差で全勝を続けても完済には最低21試合が必要だ。しかも、相手側から一方的に仕し掛かけられるレバレッジルールに対応しなければならない。

　数ヶ月。いや、下手をすると数年。羽麗うららの貴重な時間が、卓たつ球きゆう選手としての才能が、酔すい狂きような老人たちの余生に吸い取られてしまいかねない。

「……笹ささ島じまさん。相手のレバレッジを阻そ止しして、こっちの点数になった時のお金はどうなるんですか？」

「当然、申しん請せい通どおりの額が入るよ。５００万のレバレッジを阻そ止しすれば羽麗うらら嬢じように５００万じゃ。それだけハイリスクなルールだから、ルーキーが３０００万勝負を仕し掛かけてくるというのは完全に想定外じゃった」

　それならば、一方的にこちらの不利になるわけでもないか。……しかしそうなると、なおさら一気に３０００万円も負ふ債さいを積む羽目になったのが痛すぎる。リスクが等価である以上、巨きよ額がくがまとめて動く機会というのはこれからそうそう多くないだろう。

　振ふり返かえってみると、横よこ川がわ選手が大勝負を決意したのは羽麗うららの失言が理由であるような気がする。あの時、負ふ債さい額がくを素す直なおに喋しやべってしまうべきではなかった。自分からはレバレッジを仕し掛かけられないと宣言するようなものだから、心理戦を挑いどむためには絶対に隠かくし通とおさなければいけない情報だったのだ。

　それなのにあけすけだった羽麗うららを見て、横よこ川がわ選手は気付いた。まだルールもろくに把は握あくしていないずぶの素しろ人うとだと。だからこそ、奇き襲しゆうで３０００万を刈かり取とれる確信を得た。

　もちろん、羽麗うららを責める気はないが。素す直なおさは時として弱点になっても、美徳には違ちがいない。ただ少しだけ、場にそぐわなかっただけで。

　くそ、歯がゆい。せめて俺おれが傍そばに居てやれたら違い和わ感かんを伝えられたかもしれないのに。……なんて思ってしまうのは、自惚うぬぼれだろうか。

「まあ、今こ宵よいのことはあまり気にするな。試合自体は合格点をはるかに超こえていた。その調子でコツコツ金を返していけばいい」

　簡単に言う。しかし、他にできることもなさそうだ。

「さてと。それでは羽麗うらら嬢じよう、君の新たな住まいを紹しよう介かいしようか。卓たつ球きゆうの鍛たん錬れんには何一つ不自由させないつもりだから安心するといい」

「え？　あ、あの！」

　思おもい悩なやんでいると、笹ささ島じま氏がまだ着き替がえも済んでいない羽麗うららをどこかに連れて行こうとする。慌あわてて俺おれは二人に割って入った。

「なんじゃ？　まだ用が有るのか？」

「用というか……これから羽麗うららはどうなるんですか？　試合のない間は」

「どうもなにも、住むところが必要じゃろう。元の家は差さし押おさえ物件じゃしな。昨日は特別に儂わしが口を利きいて使えるようにしておいたが」

　さらりとショッキングなことが告げられた。冷静に考えれば当たり前なのだが、そうか……あそこはもう、『斎さい木き家』じゃないのか。

　卓たつ球きゆう台だいの前で過ごした思い出が、細切れで浮うかんでくる。俺おれにとっても、ただの練習場以上の意味がたくさん詰つまっている場所だから。

「では、羽麗うららは笹ささ島じまさんの家に？」

「ククク、もしやこんな老いぼれが心配か？　安心しろ、いっしょには住まんよ。別に、家族として迎むかえ入いれようなんてつもりはない。あくまで羽麗うらら嬢じようとは卓たつ球きゆうを通じた契けい約やく関かん係けいにすぎぬ。差し当たっては、このホテルの一室を確保してある。そこで暮らしてもらうのがお互たがいにとって楽じゃろう」

　そういう意味での心配じゃないと言いたかったが、内心少し安あん堵どしてしまったところもあった。そうか。ホテル暮らしか。むしろ生活レベルが格段に上がっているじゃないか。心配して損したな。

「…………」

　不意に、冷たい視線を感じた。老人の隣となりから前まえ田だ氏が、侮ぶ蔑べつとも受け取れるような顔を俺おれに向けている。

　なんだ、急に。なにか言いたいことがあるなら──。

「っ!?」

　ぎくりと心臓が痛んだ。そうか、もしかして。

　ただの契けい約やく関かん係けい。

　笹ささ島じま氏がそう言うからには、この宿の提供に慈じ悲ひの心が介かい入にゆうしている可能性なんて……！

「……笹ささ島じまさん。ちなみに、羽麗うららの宿しゆく泊はく代だい金きんはおいくらですか？」

「ふむ。確か、宿代が３万円。朝食込こみ。他に昼と夜の食事代で１万円。フィットネスジムの使用代が５０００円。卓たつ球きゆう台だい込こみ。他にパーソナルトレーナーが必要なら後で相談してもらう。もちろん代金はツケで構わんよ」

「行こう、羽麗うらら！」

「えっ？」

　羽麗うららの手首を鷲わし摑づかみにして俺おれは歩き出す。……有り得ない！　一日最低で４万５０００円。十日で45万円。一ヶ月だと１３５万円ペースで借金が増えていく計算じゃないか。そんな放ほう蕩とう生せい活かつを続けていたら完済がひたすら遠のくばかり。風ふ呂ろ桶おけに栓せんをしないままお湯を溜ためようとしているようなものだ。

「どうする気じゃ、少年？」

「ホテルはいりません！」

「そう望むなら止めはせんが、行く宛あてはあるのか？　儂わしが言うのもなんじゃが、羽麗うらら嬢じようは本物の一文無しじゃぞ？」

　本当にあんたに言われると救いようがない。

　しかし実際、対案があるわけでもないのが痛いところだった。

　とりあえず俺おれが連れて行ける場所なんて、他に思いつくはずもなく。
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「お邪じや魔まします。久しぶりだね、修おさむのお部屋に入るの」

　まずは単身で帰宅を告げてから、俺おれはこっそりと外で待たせていた羽麗うららを自室に招き入れた。

　様々な意味で葛かつ藤とうしまくったものの、結局背に腹は代えられなかったのだ。

「あ、まだ買ってるんだねこの漫まん画が。えっと、何巻まで読んだんだっけ？」

「しっ、声が大きいって！　妹に気付かれるのが一番ヤバい……！」

　本ほん棚だなに目を近づける羽麗うららを小声で注意。なぜか微び妙みようにはしゃいで見えるのが釈しやく然ぜんとしない。もっと普ふ段だん通どおりぼーっとしていてくれ、頼たのむから。

「私、嫌きらわれてるもんね。かなしい」

「いや、嫌きらってるわけじゃないと思うけど……」

　事実として、妹は羽麗うららとの折り合いがすこぶる悪いのだった。おそらく卓たつ球きゆうで過度に対たい抗こう心しんを燃やしているせいだと思うが。

　この連つれ込こみ案件も、相手が羽麗うららなら正直両親に関しては説得できる可能性はある。しかし妹に見つかったら確実に一発レッドカードだ。ウチを避ひ難なん先さきに使わせるのは以後不可能になること請うけ合あい。せめてこれからどうするのか方針が固まるまでは、隠かくし通とおさなければホテル暮らし以外の選せん択たく肢しが失われてしまう。

「とにかく、メシにしよう。腹減ったろ」

「うん。ぺこぺこ。……でも、いいの？　私、お金出してない」

「困った時はお互たがい様さま」

　にっこり笑ってさっきスーパーで調達した半額弁当を差し出す。高級ホテルの一幕からすごい落差だが、正直俺おれの目にはこっちの方がうまそうに見えた。あるいは、あの場で供されていた絢けん爛らん豪ごう華かな皿が、食べものに見えなかったと言うべきか。

「やっぱここの弁当うまいな。全部手作りなだけある」

「からあげ弁当残ってて良かったね。修おさむの好物」

　俺おれも羽麗うららといっしょに箸はしを割り、大ぶりな鶏とり肉にくに食らいつく。ちなみに親にはあらかじめ夕食不要と伝えておいた。部活の帰りに仲間と食べて帰ることが過去にもたびたびあったから、特に不ふ審しんがられたりはしなかった。これがあまり毎日続くようだと話が違ちがってくるだろうが。

　というかそもそも、俺おれが羽麗うららを養い続けるという状じよう況きように限界がある。隠かくし通とおせるはずもないし、身も蓋ふたもない話、資金が尽つきてしまう。既すでに財さい布ふは虫の息。修学旅行で散財するために貯ためたへそくり５万円を吐はき出だしてしまえば、もはや物理的に羽麗うららを守る術すべは失われる。

　なんて無力なのだと気付かされた。人ひとりは、人ひとりを救えない。金が必要なのだ。

　冷たくて残ざん酷こくで、しかし圧あつ倒とう的てきな事実だった。

「おいひい」

「……吞のん気きだな、借金億おくり人びと」

　頰ほおにごはんつぶをくっつけた財ざい政せい破は綻たん少女に、一周回って乾かわいた笑いが漏もれる。ゼロが近いというだけでも窒ちつ息そくしそうな切せつ迫ぱく感かんなのに、思いっきりマイナスに振ふり切きれていてこの余よ裕ゆうは皮ひ肉にく抜ぬきで尊敬する。あるいはもはや桁けたがファンタジーの領域だから実感が失われてしまうのだろうか。羽麗うららの性格どうこうではなく案外みんなそんなものなのかもしれない。

「すまんが明日の朝は早起きしてもらうからな。食い終わったらさっさと寝ねよう」

　家族が起き出す前に外出してしまう必要があるから、夜よ更ふかしは得策じゃない。そうでなくてもめまぐるしい一日で今日は疲つかれた。今後のことをじっくり考えるためにもちゃんと睡すい眠みんを取らねば。

　問題は寝しん具ぐだが……やはりベッドは羽麗うららに明あけ渡わたすのが礼れい儀ぎか。春先の過ごしやすい時期だし、俺おれの方はカーペットの上にブランケット一枚でも大だい丈じよう夫ぶだろう。

「ねえ、修おさむ」

　そう結論づけてクローゼットを開こうとしたら、羽麗うららに呼び止められた。いつになく真しん剣けんな口調だった。

「ん、どうした？」

「えっとね。私、お風ふ呂ろに入りたい」

　背中が凍こおり付ついた。

「……マジか」

　いや、気持ちの上では完全に同意する。同意するのだが。

　どうやら今こ宵よいの試練は、もう少しだけ続くことになりそうだ。
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「……よし、良いいぞ」

　家族が寝ね静しずまるのを待って、俺おれと羽麗うららは共に浴室前の洗面所に滑すべり込こんだ。結局夜よ更ふかしする羽目になってしまったが、それはもはや主たる問題ではない。

　いっしょに来たのは事故を防ぐため。万が一羽麗うららが発見されることのないように、有事の際は俺おれが防衛するしかない。

　たった一日でもこの心労、このさい親に相談してしまった方がいいだろうか。

　……いや、一夜の宿ということならともかく、『しばらく羽麗うららのことを養ってくれ』なんて頼たのみに色よい返事が聞けるとは思えない。そもそも、もう我が家には空き部屋がないのだ。

　とりあえず、最後の頼たのみの綱つなと呼べる策があるにはあるので、明日それに賭かけてみるつもりだ。……もしダメだったら、今度こそ進退窮きわまれりという状じよう況きようになってしまうが。

「修おさむはいっしょに入らないの？」

「……俺おれは明日の朝でいいよ」

　徹てつ頭とう徹てつ尾びマイペースかつ危あやうい発言を貫つらぬく羽麗うらら。取り乱して声を荒あらげてしまわぬよう振ふる舞まうのも一苦労だ。お互たがいもう小学生じゃないことをいい加減理解して欲ほしい。

「そうなんだ。ごめんね私だけ」

「気にすんな。その代わり早めに済ませてくれ」

「うん、わかった」

　返事に続き、するすると布が擦すれるような音が耳に届く。もちろん俺おれの視線は壁かべにロックオンだ。動かしたら死ぬ、と自己暗示。

「ぜんぶ脱ぬげた」

「報告せんでいい……。お風ふ呂ろ場ばに行きなさい」

「はーい」

　バタン、とドアの閉まる音を聞いて俺おれは盛せい大だいにため息を漏もらした。部活の後よりも心しん拍ぱく数すうが高まっている気がする。

「修おさむ」

「うわっ!?」

　突とつ然ぜん戸を開いて無防備に肩かたから先を出してくる羽麗うらら。目を逸そらすのが一いつ瞬しゆん遅おくれてしまったがこれは完全にもらい事故だと断固主張したい。

「…………」

　頰ほおが熱くなる。

　ちらりと見えたシルエットは、小学生の時とはまるで別の曲線で構成されていた。

「シャンプー使って良いいのかな？　私、髪かみ長いからたくさん減るかも」

「……ドバドバ出しちゃって下さい」

「よかった、ありがとう」

　注意する気力も残ってなかったのでため息交じりに告げると、再び戸が閉まる音。もはや精神力が摩ま耗もうしきってへたり込こみそうだ。こういう状じよう況きようを『ＭＰ０』と言うのだろうか。

　しばらく続いていたシャワーが止まり、ちゃぽん、という音が幽かすかに聞こえる。……なんとか危ない橋を渡わたりきることができたようだ。

　と、胸をなで下ろした、まさにその瞬しゆん間かん。




　──とん、とん、とん。




「マジかよ……!?」

　耳をそばだてていた廊ろう下か側がわから、階段を下りる音が近付いてくる。上から来るということは、確実に妹。まずい、どうする。

　目的地は洗面所じゃないような気がする。だからこのままやり過ごすのが正解か。でも、電気が点ついてたらかなりの確率でこっちに来る。消して息を潜ひそめる？　それじゃ足りない、状じよう況きように気付いてない羽麗うららが俺おれを呼びでもしたら一巻の終わり。

　どうする、どうする……!?

「許せ……！」

　迷いに迷った末、俺おれは心の中で土下座しながら風ふ呂ろ場ばと洗面所の電気を消し、浴室に滑すべり込こんだ。

「……？　修おさむ、やっぱり入る？」

「シッ、静かに！　しばらく声出すな！」

　ちゃぷ、と水の音。危機が迫せまっていることを察してくれたようで、以後風ふ呂ろ場ばは静せい寂じやくに包まれた。

　肌はだにじとりと水分がまとわりつく。湿しつ気けのせいもあったろうが、大半は自分の汗あせだ。この状じよう況きようで見つかったらゲームオーバー。妹はもとより、両親からも激しい非難は免まぬかれないだろう。

　頼たのむ、そのまま通り過ぎてくれ。すりガラスの戸に耳を押おし付つけ、俺おれは妹の足音に全神経を注ぎ続ける。

「──っ!?」

　すると、信じられないことが起こった。肩かたにとん、と手が載せられる気配。それどころか、未いまだかつて経験したこともない柔やわらかな感かん触しよくが、ぎゅっと背中に押おし付つけられたのだ。

　羽麗うららっ……！　心配になった気持ちはわかるが、お前……なぜ湯船から出た……!?

　首筋に羽麗うららの吐と息いき。すぐに戻もどれと言いたい。でも言えない。おそらくもう妹はすぐそこまで来ている。

　がちゃり。すりガラス一枚隔へだてた向こうで、戸が開かれた気配に絶望する。もう、ダメか。万ばん事じ休きゆうすか。

　それからしばらく音が止まった。違い和わ感かんを覚えて洗面所を覗のぞいた妹が、首を捻ひねっている。そんな場面を想像する。

[image: ]

　頼たのむ。こっちくんな。頼たのむ。頼たのむ。頼たのむ。

　やがて、ドアが再び閉じられ、足音は遠ざかっていく。

「はー……」

　魂たましいごと抜ぬけ落おちてしまいそうなほど、大きく息が漏もれた。
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「まったく、ひどい一日だ……」

　なんとか羽麗うららの入浴も済んで、部屋に戻もどってくることができた。カーペットの上でブランケットにくるまり天てん井じようを見上げるが、一向に眠ねむ気けがやってこない。かれこれ三十分も悶もん々もんとし続けている。睡すい眠みんに使える時間は残り三時間くらいか。寝ね不ぶ足そくくらいなら我が慢まんして耐たえるが、どうあれこの状じよう況きようを長く続けることはできそうにない。いろんな意味で。

「すぅ……」

　ベッドを見上げると、静かな寝ね息いき。つかの間の幸せをプレゼントできたことに喜びを覚える。

　……なんて、歯の浮うくような感想で自己暗示をかけないとやってられない。

「ふにゃ」

「え、おい……!?」

　そんな俺おれの皮肉に抗こう議ぎするかのように、羽麗うららがどてん、とベッドから落っこちた。そういえば昔から寝ね相ぞうが悪かったような……。普ふ段だんは布ふ団とんで寝ねていたはずだし。

「すぅ……すぅ……」

　まったく動じず、規則正しい呼吸を続ける羽麗うらら。……それは結構なのだが、弱った。近い。羽麗うららの顔がすぐ近くにあって、俺おれはごくりとつばを飲のみ込こむ。

　寝ね返がえりを打って回かい避ひ……失敗。羽麗うららの身体からだが重しとなって俺おれをブランケットの中に閉とじ込こめているので、無理矢理動くと確実に起こしてしまう。どうせ待っていればまた移動してくれるはずだ。しばらくこのままじっとしていよう。

　ごろりと羽麗うららが身体からだを一回転させた。読み通りだ。

「………………」

　問題は、さらに俺おれの目と鼻の先まで来てしまったことだが。違ちがう、こっちじゃない。

「修おさむ……からあげ……ほしい」

「今言われましても……」

　飯の時素す直なおに言ってくれてれば一個くらいは食わせてやったのに。

「あーん」

　羽麗うららが顔を俺おれの方に近づけてくる。どうしろと。

　月の光が射さし込こむ薄うす闇やみの中、羽麗うららの唇くちびるを見つめる。

　そういえば、キスはしたことなかったな。なにかの拍ひよう子しにそんな間ま違ちがいが起こってもおかしくない距きよ離り感かんで、共に過ごしてきたけど。

「……なに考えてんだ俺おれは」

　かっと顔全体が熱くなった。意識してしまったが最後、羽麗うららの唇くちびるから目が離はなせなくなる。

　いや、なにもしない。やましい衝しよう動どうなど、なにも、ない、の、だが。

「ごちそうさま……」

「あ」

　取り乱しているうちに、羽麗うららが今度は逆方向に寝ね返がえりを打った。ブランケットの上から外れ、ようやく自由に身動きがとれるように。

「……シャワー、行っとこ」

　そっと立ち上がり、俺おれはこっそり部屋を出る。

　どうせもう眠ねむれる気がしないし、一度頭を冷やしてこよう……。

　足音を殺して階段を下りる。今は単身だから見つかっても大したピンチにはならないだろうが、トラブルの種はなるべく撒まかない方が良いい。

「ふぅ……」

　風ふ呂ろ場ばにたどり着き、シャワーの栓せんをひねる。ほどよい熱の刺し激げきが、昂たかぶった神経を癒いやしてくれた。

「……あ！　危ない、気付いて良かった」

　ようやく落ち着きを取とり戻もどしかけた矢先、タイルの隅すみに落ちていたものを見て再びドキリとする。

　ひときわ長い髪かみ。確実に羽麗うららのものだ。ウチの家族では髪かみ型がた的てきに絶対に有り得ない『落とし物』だった。見み逃のがしていれば疑ぎ惑わくの元になっていたに違ちがいない。

「念には念を入れておくべきか」

　冷ひや汗あせを拭ぬぐいつつ、俺おれは改めて浴室全体を見み渡わたす。もしかしたらまだ他にも落ちているかも。

　ないか、どこかに。羽麗うららの髪かみ。羽麗うららの……。

「変態かよ！」

　血ち眼まなこになって風ふ呂ろ場ばで幼なじみの髪かみの毛けを収集しようとしている自分の絵え面づらのマズさを察し、本気で死にたくなった。

　長くてろくでもない一日の記き憶おくが、その中で最もろくでもないもので締しめられる。

　改めてもう一度、心の底から嘆なげきたい。

　どうしてこうなった。
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　翌朝、一いつ睡すいもできぬまま早朝に家を抜ぬけ出だす。ちょうど土曜日だったので学校が休みなのは幸いだが、街が起き出すまで行く宛あてもない。ファミレスで時間を潰つぶすのが最適解かとも思ったが、言わずもがな金もない。仕方がないので近所の公園で昼になるのを待つことにした。

　まったく無念である。金銭的不自由が、かくも息苦しい無力感を味わわせてくるものとは。高校生のうちに気付けて良かった……と、後から振ふり返かえって笑い話にできる人生となることを祈いのるばかりだ。

　そのためには、まずこの意味不明な状じよう況きようから羽麗うららを助け出さなくてはならないのだが。

「さて、行くか」

「久しぶりだね、ここ」

　数時間歩いてたどり着いた街は秋あき葉は原ばら。遊びに来たわけではない。もし、すがるべき藁わらが存在するとしたら、この街だけなのだ。

　記き憶おくを頼たよりに目当ての雑居ビルを見つけ、階段で二階へ。

「お帰りなさいませ、ごしゅじ……げ、坂さか井い!?」

　普ふ段だんより二オクターブくらい高い声で迎むかえてくれたのは、話が早いことに卓たつ球きゆう部ぶの同どう胞ほう、沢さわ田だ夕ゆう本人だった。ショートヘアの上にフリフリの髪かみ飾かざりをつけ、服は薄うす桃もも色いろのエプロンドレス。ラケットを握にぎっている時とはあまりにもギャップのある姿だ。

　……いや、意外とこれにラケットを組み合わせてもさほど違い和わ感かんがないような気もしてしまった。早くもあの異空間に毒されている。

「ちょっと！　二度と店には来るなって言ったじゃない！」

　開かい店てんしたてで他にお客さんがいないのもあって、素すの性格丸だしで腰こしに手を当て憤いきどおる夕ゆう。このメイドカフェ『カテドラル』は夕ゆうの父親が経営している店。つまり目の前のフリフリ少女は家業手伝いの真っ最中というわけだ。

「すまん、緊きん急きゆう事じ態たいで」

「問答無用！　ち、違ちがうんだからね！　別にこういうの好きでやってるわけじゃないんだからね！　金！　この世は全て金のため！」

　テンプレ乙おつなセリフに続き身も蓋ふたもないことを高らかに宣言する夕ゆう。しかし今はやたらと身に染しみるフレーズだった。

「俺おれもそう思う。そこで折り入って相談したいことが」

　そこまで告げたところで、後ろに待機させていた羽麗うららにも顔を出してもらう。

「こんにちは、夕ゆう」

「あ……羽麗うらら！」

　ぴょこんと現れた元・卓たつ球きゆう部ぶのエースに、夕ゆうは驚おどろきと安あん堵どを混ぜたような面おも持もちを向けた。
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「つまり、羽麗うららをウチで働かせてやって欲ほしいと。そして、住むところを探してやって欲ほしいと。理由は訊きかずに、ね」

　一番奥おくまった席に案内してもらい、共に腰こし掛かけた夕ゆうに一方的な希望だけを伝えた。

「ああ、虫が良いいのはわかってるんだが」

　顎あごに指を添そえ、考かんがえ込こむ夕ゆう。もっと追つい及きゆうされるかと思っていたが、意外なほど羽麗うららの状じよう況きようについては尋たずねられなかった。

　まあ、噂うわさ話ばなしに尾おひれがついて、かなり悲ひ惨さんな状じよう況きように追いやられているという共きよう通つう認にん識しきだからな（悲ひ惨さんなのは事実だが）。おいそれと質問するのも気が引けるのかもしれない。

「えっと。働くのはね、全然問題ないよ。羽麗うららみたいな美人は喉のどから手が出るほど欲ほしいし、そこはどうとでもしてあげられる。でも住むところは……ちょっとウチは無理かも。ごめん」

「まあ、だよな」

　俺おれの方も我わが家やで、というプランはまったく現実的ではないのだから、不平など述べようもなかった。

「働かせてくれるの？　ありがとう。がんばる」

　羽麗うららが両りよう拳こぶしを胸前で握にぎりしめ、気合いを表に出す。俺おれもむしろバイト採用を承しよう諾だくしてくれたことに深い感謝を覚えた。身元がはっきりしない現在だから、職探しも一ひと筋すじ縄なわではいくまい。そこがクリアできただけでもいくらか先行きに光が見えた気がする。これ以上借金を重ねることなく、最さい短たん距きよ離りで返済を進めるために生活資金は自分で稼かせいでもらうしかない。

「あとは家をどうするかだな……」

「うーん。……あ、そうだ。相あい原はらせんぱーい！」

　いっしょに考かんがえ込こんでくれていた夕ゆうが、急に手を上げて店員さんを呼んだ。やってきたのはかなり背の高い、高い位置でポニーテールを結ゆったメイドさん。大人っぽい顔で、間ま違ちがいなく年上だろう。

「ん？　どしたの夕ゆうちゃん」

「せんぱい、ＪＫ飼いません？」

「え、マジ？　飼う飼う！」

　夕ゆうが羽麗うららを指さすと、相あい原はらさんと呼ばれていた女性はテーブルに両手を突つき羽麗うららを食い入るように見つめた。

「え、本当に……ですか？」

「うん。ごちそうさまです」

　まさか、こんなあっさり解決か。……微び妙みように引っかかる言葉が聞こえた気もするが。

「──と、言いたいのはやまやまなんだけど。私あんまお金ないからなあ。家庭の事情で断念かな……。あーこんなカワイイＪＫ、逃のがすには惜おしすぎるケドっ！」

　羽麗うららの指先を包つつみ込こむように手を握にぎり、目を潤うるませる相あい原はらさん。お願いすると貞てい操そう的てきな意味で別のピンチが訪おとずれそうな気がしないでもない。

「もちろん、生活費は入れさせます！」

　しかし、ルームシェア自体はＯＫと言って頂ける人に出会えた幸運を易やす々やすと逃のがすわけにはいかない。勝手ながら俺おれはもう少し食い下がってみることに。

「ほんと!?　それならかなり現実的になるけど……問題は敷しき金きんかなあ」

「敷しき金きんですか？」

「うん。ウチのマンション、ルームシェアするなら届け出をしなきゃいけないんだけど、その時追加で敷しき金きん預ける決まりになってるんだ。返ってくるお金ではあるけど、ある程度まとまった額になっちゃうっていうか」

　なるほど、そんな規定があるのか……。

「せんぱい、詳くわしいですね。自分のマンションのこととはいえ」

「うん。昔別の子を囲ってたことがあるからね。逃にげられたけど」

　やっぱりこの方、特とく殊しゆな意味で危険なのでは。

「ちなみにおいくらくらいでしょう……？」

「だいたい10万円かな。プラスで、もしすぐ来るなら今月から生活費お預かりできるとこれ幸い。スンマセンほんと甲か斐い性しよう無なしで」

「いえ、そんなことはまったく！」

　むしろ、申し出に前向きな返事を頂けることが心の底から有あり難がたい。

　しかし、10万か……。生活費も含ふくめれば15万くらいの現金を用意しないとダメだろう。俺おれの貯金を全部貸しても全然足りない。

　……また、金か。なにをするにしても金がネックになる。それが資本主義だと言われてしまえばぐうの音も出ないが、なんだって羽麗うららみたいななにも悪いことをしていない高校生がこんな苦難を味わわなくてはいけないのか。

　だんだんと俺おれの怒いかりの矛ほこ先さきは『お金』という社会のシステムそのものに向きつつある。お前、そんなに偉えらいのかよ。ただのコインと紙切れのくせに。

「夕ゆうちゃんの友達ってことは、波は佐ざ間まの生徒でしょ？　なら尚なお更さら助けてあげたいんだけどね。私の後こう輩はいってことでもあるから」

「相あい原はらさん、もしかして波は佐ざ間ま高校出身ですか？」

「しかも卓たつ球きゆう部ぶだったんだよ」

　羽麗うららが尋たずねると、夕ゆうから驚おどろきの情報が追加された。

「そ、そうだったんですか！　すみません今まで気付かず」

　思わずお辞じ儀ぎする俺おれ。体育会系のノリからは遠いつもりでいても、この辺は職業病的に反応してしまう。

「あはは、謝あやまることじゃないよ。夕ゆうちゃんたちが入学するタイミングで卒業してるしね。とにかく、そんな縁えんもあるから力にはなってあげたいって本気で思ってるんだけど……」

　悔くやしそうに苦く笑しようする相あい原はらさん。

「お金、ないなあ」

　羽麗うららが呟つぶやいた。誰だれが口にするよりも輪をかけて重い。

「…………あの。一日、時間ください。ちょっと当たってみたいところがあるので」

「え。坂さか井い、そんな大金借りられるの？」

　夕ゆうが驚おどろいて目を見開いた。もちろん借りられない。高校生の俺おれが融ゆう資しを募つのるのは無理だし、一晩で稼かせぎ出だせるはずもない。

　もし、世界の『表側』だけで足あ搔がき続つづけるばかりならば完全に手て詰づまりだろう。

　もし、世界の『裏側』へと至る扉とびらの場所を、知らないままだったならば。
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　エレベーターが開くと、存在しないはずの27階エントランスで、笹ささ島じま氏が待ち受けて下さっていた。

「こんばんは。突とつ然ぜん無理な連れん絡らくをして申し訳ありません」

「驚おどろいたが、君ならば歓かん迎げいしよう。して、用件は……などと訊きくのも野や暮ぼじゃろうな」

　ニヤリと笑って俺おれを招き入れてくれる笹ささ島じま氏。どうやら話は早そうで助かる。

「賭かけを、させて欲ほしいんです。生あい憎にく高校生ですが」

　目に力を込こめて伝えると、笹ささ島じま氏は愉ゆ快かいそうに笑った。

「高校生だから法に触ふれる、という意味か？　安心しろ、前も言ったとおり、ここに法は及およばん。好きにするが良いい。もちろん全て自己責任でな」

「……ありがとうございます」

　羽麗うらら経由でした連れん絡らくを受けてもらえた時点である程度確信はあったが、実際に許可を頂けて心底安あん堵どした。

　いや、気を緩ゆるめている場合じゃない。まだスタートラインに立っただけ。本当に大事なのはここからだ。

　なけなしの５万円。それが俺おれの軍資金の全てだ。これを最低でも二倍、できれば三倍に膨ふくらませて帰らなければ、ただの自じ爆ばく行こう為いに終わってしまう。

　他の客にとってははした金も良いいところだろう。しかしそんなことは問題じゃない。どんな汚よごれた手段だろうと構わない。この５万を使って、人様の金を剝はぎ取とる。そして、羽麗うららの日常を買う。

「前まえ田だ、案内してやれ。特等席にな」

「かしこまりました」

　笹ささ島じま氏に命じられ、前まえ田だ氏は俺おれに冷たい目配せを送る。老人とは裏腹に歓かん迎げいの意思など少しも感じられない。構うもんか、もてなされに来たわけじゃない。

「面おも白しろくなりそうじゃな」

「……え？」

「気にするな。楽しんでいけ」

　前まえ田だ氏に付いていくと、すれ違ちがいざまに老人が呟つぶやいた。どういう意味だ？　俺おれの大勝を願ってくれているのか、はたまたその逆か。

　あるいは、それ以外のなにか？

　根こん拠きよはないが、三番目の可能性が一番高いように、なんとなく感じた。
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　案内してもらった席に座すわると、ほどなく最初のカードの幕開けを告げるアナウンスが流れた。

　俺おれはそれを横目に、賭かけのルールを入念にチェックしながら時間を潰つぶす。

　まだ１円たりとも使うつもりはない。時が満ちるまでひたすら待つ。

　なにも運うん否ぷ天てん賦ぷの博ばく打ちに身を委ねようと、この忌いま々いましい賭と場ばを選んだわけではない。まがりなりにも勝算がある。だから来た。

　逆手に取ってやる。この前の理り不ふ尽じんを。だからまだ動かない。

　第一カードが終わり、違ちがう選手に替かわって第二カードが幕を開けた。やはりとてもレベルが高い。だが、羽麗うららが勝てない相手ではない。後半に組まれてるカードほど、有力選手が出てくるのだろうか。副産物ではあるが、上限がどれほどのレベルであるかも今夜で突つき止とめられるかもしれない。

　第三カードが終わり、第四カードの準備へ。パンフレットを見る限り、おそらくこれがメイン扱あつかいのカードだと思われる。

『──選手、そして、横よこ川がわ梓あずさ選手の入場です』

　アナウンスが耳に入ると同時に背中が張はり詰つめた。訪おとずれた。ようやく待望の時間が。

　横よこ川がわ梓あずさ選手。昨日、羽麗うららと対戦した相手。そう、俺おれはこの人のことを待っていた。

　戦績、二戦一勝。つまり、羽麗うららに負けてから最初の試合なので当然そうなる。

　対する相手は七戦四勝の戦績。データでは明らかに格上。当然のように、オッズも相手の方が圧あつ倒とう的てき優勢と見られていた。

　読み通り……いや、願ってもないほどの条件が揃そろっている。

　予感はあった。戦歴上、横よこ川がわ選手は羽麗うららに大差で負けている。だから実力的には見くびられてもおかしくない。

　しかし、実際のところはかなりハイレベルな選手。対戦を目まの当あたりにしたから個人的には確信がある。つまり、少数の人間しか、横よこ川がわ選手の真の実力に気付いてないという状じよう況きようだ。

　一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらうならこのタイミングしか有り得ない。

　画面には、ベット終しゆう了りようまであと五分という表示。そろそろどう賭かけるか決断を下さなければいけない。

　単純に横よこ川がわ選手の勝利に賭かけた場合だと、オッズは２・６倍。相手の勝利に賭かけるよりは高配当だし、おおよそ目標額には届くが完全なる勝利には至らない。今後、金はあればあるだけ羽麗うららの社会復帰に役立つ。これが本当にチャンスだと思うなら、白黒一点張りはいささか弱気すぎる選せん択たくになるかもしれない。

　例えば『11─５で横よこ川がわ選手が勝つ』という細かい条件まで指定した賭かけ方かたをすれば、配当は21倍もつく。１万円賭かけただけでも大勝ちだ。実際その通りにならなければ水すい泡ほうに帰すのは言わずもがなだが。

「………………」

　画面を操作し、１万円ずつ賭かけ金きんを散らしていく。11─４、11─３、11─２、11─１。この４点を埋うめた。横よこ川がわ選手が圧勝するであろう、という読みを大まかに表現した配分だ。

　迷うのは、残り１万円分の配置。11─５か、はたまた11─０か。

　常識的に考えればストレートなどまず起こり得ない。迷うまでもなく11─５が正解だろう。

　しかし。

　直感の導きにより、俺おれは11─０を５点目の買い目として選ぶ。

　残り二分。本当にこれでいいのか。やはりもっと堅けん実じつに、横よこ川がわ選手の勝ちだけに張る方が賢かしこいやり方なのでは。

「……どうせ、これっきりなんだ。なら引くな。生き死にをハッキリさせよう」

　修正は行わず、ベットを確定。なけなしの５万円が、闇やみの中に吸すい込こまれた。

『それでは、第四カードを開始いたします！』

　始まる。ヒリヒリとこめかみが痛むのを感じながら、俺おれは闘とう技ぎ場じようをじっと睨にらみ付つけた。

　そうして繰くり広ひろげられた戦いは、俺おれがかつて見てきた中でも指折りにあっけなく終わった。スピーディなドライブで、横よこ川がわ選手は開始から終始相手を翻ほん弄ろう。まったくペースを握にぎらせることのないままストレートで点差を積み重ねていく。

　最後のサーブを相手は拾うことすらままならず、試合終しゆう了りよう。

　本当に、11─０のストレートでゲームが終わってしまった。そこに賭かけていたことも忘れるほど、俺おれは驚おどろきを隠かくせない。

　強い。想定の、はるか上に突つき抜ぬけている。

　横よこ川がわ選手は、もしかして。

　理由は知るべくもないが、羽麗うららとの対戦では手を抜ぬいていたのか……？

「なるほど。ここに留とどまる気はもうない、ということか」

「笹ささ島じまさん。どういうことですか？」

　唐とう突とつに声が聞こえて顔を向けると、老人がいつの間にか対面に座すわっていた。

「圧勝などしない方がいいのじゃよ。もしも細く長く、ここで食くい扶ぶ持ちを稼かせぎたいならな。レーティングが上がれば対戦相手のレベルも上がる。当然、勝利が不確定になる。それよりは、格下の相手にわざと苦戦しながらやり過ごした方が、長い間稼かせぎ続つづけられる。横よこ川がわ嬢じようも、もともとはそのつもりだったのじゃろう。少なくとも、羽麗うらら嬢じようと対戦した時点では」

　笹ささ島じま氏の理り屈くつはなんとなく理解できた。では、今日の容よう赦しやない圧勝の理由は？

「しかし、決意が固まったのかもしれんな。次のステージに進む決意が」

「次のステージ？」

「その話をする前に、主しゆ催さい者しや側がわとしての責務を君に果たそう。おめでとう、競馬で言うところの万馬券じゃな」

　笹ささ島じま氏が無造作に置いたのは、帯で封ふうがされた札束だった。

「１００万と、18万。この闘とう技ぎ場じようで１１８倍の的中というのは、もしかすると最高記録かもしれんな。誇ほこっていいぞ」

　５万円が、一いつ瞬しゆんにして触ふれたこともないような大金に化けてしまった。

「…………」

　俺おれはそれを静かに見つめる。不思議なほど興奮も恐おそれも心に浮うかばない。

　ただ、羽麗うららを縛しばり付つけているものはこんな紙切れに過ぎないのかと、改めて失望感ばかりが膨ふくらむだけだった。

「どうする？　まだもう一カード残っておるが。さらに１００倍にすれば羽麗うらら嬢じようの負ふ債さいも一晩で吹ふっ飛とぶぞ」

　１００万の１００倍は、１億。なるほど。確かに的中できれば羽麗うららを解放してやれるかもしれない。もともと降ふって湧わいただけの金だ。その可能性に賭かけても失うものは少ない。それどころか、当初の目標額の15万をキープしておけば、利益を確定した上でボーナスゲームに挑いどむことすら可能になる。

「いえ、やめておきます」

　しかし、まったくその選せん択たく肢しには興味がなかった。横よこ川がわ選手に賭かけたのは、確かな勝算があったから。次のカードは誰だれが戦うのかも知らない。そんな不確定要素に金を投なげ込こむくらいなら、羽麗うららの卓たつ球きゆうに投資した方がよほど確実だろう。

「……よろしい。やはり合格じゃな」

「え？」

　老人が不可解なことを言った。合格って、誰だれがなにに？

「儂わしらを尾び行こうした時の機転。いざとなった時の度胸。自らの戦略に対する信念。リスクを恐おそれることができる臆おく病びよう。そして、欲に吞のまれず金を道具として扱あつかえる器量。羽麗うらら嬢じようと同じように、君からも資質を強く感じた。羽麗うらら嬢じようとは違ちがう要素で」

「いったい、なんの話です？」

「助けたいのじゃろう、羽麗うらら嬢じようを。助けさせてやろう、君が望むならな」

　笹ささ島じま氏が俺おれに掌てのひらを差し出す。

　そこからなにか禍まが々まがしい念が伝わってくるような錯さつ覚かくを覚え、俺おれはごくりと喉のどを鳴らした。
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「修おさむ、本当によかったの？　ごめんね、私のためにいっぱい」

「勘かん違ちがいすんな、くれてやったんじゃなくて貸しだぞ、貸し。後で返してもらう。借金を払はらい終おわった後で、しっかりな」

　放課後のメイド喫きつ茶さで、ロング丈たけのエプロンドレスを着た羽麗うららが俺おれの前でしゃがみ込こむ。黒をベースにしたシックなデザインだからゴスロリ服と多少イメージが重なるが、純白のエプロン部分の面積が大きいのでこちらの方が明るい印象だ。

「そうだったね、うん。絶対返す。なるべく早く」

　さすがに種たね銭せんの５万は回収させてもらったが、残りの金は全て羽麗うららに渡わたした。バイトの収入も合わせれば当面は生活に困ったりしないだろう。

「ていうか、バイトやっぱり続けるのか？　練習に専念するのも手だと思うけど」

「続ける。お金はいっぱい必要だし、それに」

　そう言って羽麗うららは不意に立ち上がり、俺おれの前でくるりと回った。

「これ着て働くの、練習になるかも」

「ははは、確かに」

　ゴスロリ服は持ち帰ることができなかったから、普ふ段だんから着用しておいて慣れるという手が使えない。作りが近いメイド服を代用品にするのは、冗じよう談だんのようでいてわりといい手段かもしれない。

「あとは、卓たつ球きゆう台だいがあればもっと良かったんだけど」

「メイド喫きつ茶さだぞここ……」

　本気で残念そうにしている羽麗うららに苦く笑しようを向ける。さすがにそれは高望みも高望みだろう。

「え、卓たつ球きゆう台だい？　あるよ？」

　まともに取り合う気もなかったのだが、夕ゆうが会話に入ってきて俺おれを驚おどろかせる。

「ほら。じゃーん」

「マジかよ」

　夕ゆうが店の中心にあるテーブルのクロスをめくると、現れたのは見慣れた青色。オモチャではない本格仕様の卓たつ球きゆう台だいが、しれっとメイド喫きつ茶さに同居している。

「……えーと。なんで？」

「たまーに無理難題言われたりすることあるんだよね、お店の特性上。そういう時は、これで勝てたらいいですよーって」

　悪あく魔まの営業スマイルを見せる夕ゆう。なかなかえげつない手法を。弱小校とはいえ、夕ゆうは常にレギュラーで試合に出ている選手だ。並なみ大たい抵ていの相手には負けるはずがない。

「ねえねえ羽麗うららちゃん、ちょうどお店ヒマだしひと勝負しよう。夕ゆうから聞いたよ、めっちゃ強いって」

　そう言って駆かけ寄よって来きた相あい原はら先せん輩ぱいの手には、もう既すでにシェイクハンドのラケットが。一いち瞥べつしただけでけっこう使つかい込こまれているのがわかる。俄が然ぜん俺おれも先せん輩ぱいの実力に興味が出てきた。

「さてと、準じゆん備び完かん了りよう。いつでもいいよ」

　ネットを張り、店の奥おく側がわに陣じん取どる相あい原はら先せん輩ぱい。羽麗うららも当然のようにやる気になって、スカートをたくし上げ太ももに括くくり付つけてあったラケットを抜ぬき出だした。

　いや、なんでラケット持ってんだ。しかもそんな女スパイの拳けん銃じゆうみたいな方法で。

　ツッコみたい気持ちと早く対決を見てみたい気持ちが自分の中で論争を始めたが、結局後者が勝った。なにも言わず、俺おれは卓たつ球きゆう台だいに注目し続ける。
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「いやー参った！　噂うわさに違たがわぬ強さだね羽麗うららちゃん！」

　あっさり１ゲームが終わり、お手上げとばかりにラケットを置く相あい原はら先せん輩ぱい。

「いや、先せん輩ぱいも失礼ながら想像よりずっとお上手でした」

　確かにスコアは羽麗うららの圧勝なのだが、相あい原はら先せん輩ぱいの球筋は思いの外鋭するどく、かなりの好勝負だった。昔、片手間に卓たつ球きゆうで遊んでいた、というレベルの選手ではない。間ま違ちがいなく。

「ふふふ。波は佐ざ間まのＯＧと聞いてナメてたでしょ、正直」

　図星だった。なにしろ万年弱小であるからして。

　しかし、これは予期せぬ幸運が重なった。こんなにも卓たつ球きゆうが身近な環かん境きようでバイトできるというのはトレーニングの意味でも非常に有あり難がたい。

　捨てる神あれば拾う神あり、といったところか。とんでもない不ふ遇ぐうで借金を背負ってしまった羽麗うららなのだから、せめてこれくらいの施ほどこしが得られなければあまりにも救いがない。

「相あい原はらせんぱいだけでも心強かったけど、これでウチの店も盤ばん石じやくだね～。どんなめんどくさい輩やからにからまれても卓たつ球きゆうで追おい払はらえるよ」

「若じやつ干かんエロ同人みたいな展開になるフラグっぽくもあるけどね」

　しみじみ頷うなずいた夕ゆうににっこり微笑ほほえむ相あい原はら先せん輩ぱい。なんてことを言うんだ。

「……さてと、俺おれはそろそろお暇いとまするよ」

「おっ、エロ同人みたいな展開を想像して辛しん抱ぼうたまらなくなったかね少年。仕方ないよ。若さは誰だれにも奪うばえない」

「意味がわかりません」

　俺おれの肩かたを抱だいて流し目を送り、お店のポケットティッシュを渡わたしてくる相あい原はら先せん輩ぱい。なんてことを言うんだ。

「修おさむ、帰っちゃうの？」

「ああ、ひとまずな。夕方にまた来る」

　席を離はなれると羽麗うららが追いかけてきたので、他の人に聞こえないようそっと伝える。

　実は今夜、俺おれと羽麗うららは笹ささ島じま氏から呼び出しを受けたのだった。必ず二人揃そろって来きて欲ほしいとのことだ。試合のオファーではなく、場所もあのホテルとは違ちがうらしい。

　なにが待ち受けているのかわからない。正直緊きん張ちよう感かんがかなりある。だから家に帰って少し気を鎮しずめておきたかった。羽麗うららの口座に現金を預けるというミッションも無事終わったことだし（額が額だけにこれもわりと気の張る作業だった）、バイト終しゆう了りようの時間までは別行動をとらせてもらうことにする。

「わかった。またね」

「仕事がんばれよ」

「うん。ちゃんと勝つ」

　ぐっと両手を握にぎりしめる羽麗うらら。卓たつ球きゆうの用心棒が本業だと勘かん違ちがいしてそうだ。勝しよう負ぶ勘かんを研とぎ澄すます意味では実際そうなったら好都合ではあるが。

「相あい原はら先せん輩ぱいには夜出かけるって言ってあるのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。先せん輩ぱいは遅おそくまでシフト入ってるから気にしなくて良いいって」

　ならば一安心だ。こちら側が何時になったら解放されるのか読めないところもあるが。

　とりあえず確かく認にんすべきことは全部尋たずねたので、俺おれは店の外に出る。見上げると、一雨来そうな空模様だった。

「あの爺じいさん、俺おれになにをさせる気だ」

　まったく想像は及およばないが、心当たりらしきものならあった。

　賭と博ばくでひと勝負挑いどんだあの夜告げられた言葉。きっとそこに繫つながっている。

　俺おれが、羽麗うららを助ける方法がある？

　だとすれば、耳を傾かたむけない理由などない。
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　高級車が夜の街を滑なめらかに走る。俺おれと羽麗うららは後部座席で横並びになり、車窓から景色を眺ながめ続つづけていた。

　どうやら、東京のど真ん中とでも言うべきエリアを目指しているようだ。おそらく日に本ほん橋ばしとかその辺り。夜のビジネス街はまだ眠ねむりから遠く、スーツ姿の大人たちで溢あふれかえっている。

「ここで一度降りよう。前まえ田だ、車を頼たのんだ」

「かしこまりました」

　老人に促うながされ、俺おれと羽麗うららも車外へ。目の前には、既すでに灯あかりの落ちた建物。

「ここ、知っとるか？」

「…………ええと」

　笹ささ島じま氏の質問に、なんと答えるべきか迷う。厳密には知らない。なにが行われている場なのか、はっきり説明しろと言われたらすぐ言葉に詰つまってしまうことだろう。

　でも、まったく見当もつかないわけではない。非常に縁えん遠どおいが、日本国内でも有数に重要視されている建物であることは、日々のニュースで気付かされていた。

「証券取引所」

　羽麗うららが目の前の看板を棒読みする。そう、詳くわしくは知らないが、国内の、ひいては世界の金きん融ゆうに深く関わっている施し設せつだ。

「左様。それが表の顔。では、裏の顔は？」

　いたずらっ子のように尋たずねる笹ささ島じま氏。俺おれと羽麗うららは怪け訝げんさを満面に視線を交かわした。

　どういうことだ。その言い方じゃまるで、今夜俺おれたちを連つれ込こもうとしている場所がまさしく──。

「さて、ここから先へと至る道は最重要機密となる。すまんが、車に戻もどったら二人には目め隠かくしをしてもらうよ。入り口を知られてはいけない規則でな。儂わしにも破れぬ鉄の掟おきてじゃ」

　笹ささ島じま氏は再び俺おれたちを車に乗せ、アイマスクを装着するよう促うながした。さらにデジタルロックのようなもので自分たちでは外せない状態にされてしまう。

　伊だ達てや酔すい狂きようにしては、かわいげのない念の入れようだ。

　再び車が動き出した。どこを目指しているかさっぱりわからない。右へ曲がったかと思えば左。かと思えばまた右。まるで俺おれたちの感覚を煙けむに巻くかのように、右折左折が続く。

　五分か十分ほどが過ぎ、ようやく車は停止した。同時にアイマスクのロックも外れる。

「お待たせ。降りなさい」

　久々の灯あかりに目を眩くらませながら車外へ。地ち下か駐ちゆう車しや場じようと思おぼしき場所に、ずらりと高級車がヘッドライトを連ねていた。

「本当に、ここって……」

　証券取引所の中なのだろうか。移動時間を考えると、全然違ちがう場所に連れて行くだけの余よ裕ゆうはあったはずだ。

「文明の利器に頼たよってみればよかろう」

　そう言われて俺おれはハッとスマホを取り出す。

「…………圏けん外がいなんですけど」

「ククク、それは残念。今のところ答えは霧きりの中か」

　一いつ杯ぱい食わされた感じがして癪しやくだ。どうも誇こ大だいな演出に翻ほん弄ろうされているだけのような気がする。老人たちの一派がどれほど社会を牛ぎゆう耳じっているかなんて知る由よしもないが、いくらなんでも営業時間が終しゆう了りようした証券取引所を占せん領りようしてなにかに興じるというのはファンタジーが過ぎる。

　いささか不信感を募つのらせつつ、エレベーターに乗のり込こむ。

「さあ、ようこそ。次なる舞ぶ台たいへ」

「…………っ！」

　しかしそんな疑念は、扉とびらが開いた瞬しゆん間かんどうでもよくなった。

　まず視界に飛とび込こんできたのは、映画館を凌りよう駕がするほどの巨きよ大だいなモニター。そこに意味不明なグラフやチャートが映し出され、絶えず変化する数字に合わせ上下動を繰くり返かえしている。

　そして、まただ。まったく場にそぐわぬ卓たつ球きゆう台だいと向き合う、二人のゴスロリ少女。血走った目で、必死にボールへ食らいついている。

　ラリーの決着がつく度たび、モニター上の数字やグラフが変化する。試合の点数だけではない。多た種しゆ多た彩さいな値あたいも連動している。それがどういう意味を成しているのかは、やはり理解できなかったが。

　ハッとして周りを見回す。やはり、この勝負の行く末を見守り、金銭のやりとりで便乗しているのであろう人間たちの姿が見て取れた。ただ、ホテルとは客層が違ちがう。食事をしている者はおらず、皆みなが手元のＰＣもしくは巨きよ大だいモニターから眼めを離はなそうとしない。

　なんというか、真しん剣けん度どが全然別物に映った。

「ホテルの卓たつ球きゆうなど下部リーグ、もっと言えばここに連れてくる選手の草くさ刈かり場ばでしかない。だから当然、一試合で動く金の量もこっちと向こうでは何十倍、時には何百倍と違ちがう」

「何百倍って……!?」

　ホテルの方でも、一試合で数千万円のやりとりが生まれていたはずだ。その何十、何百倍。あまりにもケタが違ちがいすぎて立ちくらみを起こしそうになる。

「どうしてそんなバカみたいな量のお金が？」

「ふむ。ここから先の話は少し複雑になる。だからまず概がい要ようだけを話そう。動く金の量が違ちがうのは、投資のシステムが異なるからじゃ」

　そこで笹ささ島じま氏は溜ためを作り、改めて語り出した。

「ホテルでは選手たちのファイトマネーと外ウマの賭かけ金きんが別で動いていたが、こっちは違ちがう。投資家は有力だと思う選手に直接金を預ける。そしてその金が、選手側の戦力そのものになる」

「戦力そのもの、とは？」

「５０００万の融ゆう資しを受ければ、即そく座ざに１点の価値を５０００万まで高められるということじゃ。つまり、投資家から融ゆう資しさえ引き出せれば、もともとの持ち金がゼロでも強きよう烈れつにレバレッジを仕し掛かけられる。そして５０００万のレバレッジを制すれば、リアルタイムで５０００万円が選手間で移動する」

　……なるほど。とりあえず、動く金が青あお天てん井じように増えていくシステムだということだけは、なんとなくわかった気がする。

「決着はどうつけるんですか？　預けた金の精算は？」

「５ゲーム勝負して、勝った側の総取り。勝者の獲かく得とく資し金きんと敗者の損金を精算して、選手と勝ち馬に乗ることができた投資家とで分配する。配分は当然、沢たく山さん金を出した人間に多く返すことになるが、選手としては無資産でもたんまり利益を得られる夢のようなルールじゃな」

　夢のよう、か。確かに。負けた側にはこの上ない悪夢になるという意味でもな。

「余談じゃが、一度投じた金は試合終しゆう了りようまで絶対に戻もどらない。だから、負けそうな選手に賭かけてしまった投資家が取る道は二つに一つ。諦あきらめるか、改めて勝ちそうな選手に大金を預けて負ふ債さいを相そう殺さいしてしまうか」

「……？　それだと、ラストゲームまで様子見して勝負が決着しそうになったところで大金を賭かける人が続出するんじゃ」

「鋭するどい。確かにそうなる懸け念ねんがあるから配分比に手が加えてある。かいつまんで言うと、早い段階での投資ほど見返りも大きい。ラストゲームの最さい終しゆう盤ばんで大勢が決した後ともなれば、遅おくれて勝ち馬に乗ったところで利率は雀すずめの涙なみだほどになる」

　わかったような、わからないような説明だ。実際投資することはなさそうな俺おれにとってはあまり関係のない話ではあるが。

「とはいえ確かに、終しゆう盤ばんでワラワラと金が集まってくるという事態は往々にして起こる。それがこの場で最もローリスクな投資法ではあるからな。なかなか趣おもむき深いぞ、人の欲がハイエナのように敗れゆく者を食くい尽つくしていく様子は」

　ニヤリと口元を歪ゆがめる笹ささ島じま氏。悪あく趣しゆ味みだ。今さら指し摘てきするまでもない事実だが。

「あまりに救いがないのではないですか。勝負だから仕方ないとはいえ、そんな弱者を嬲なぶり殺ころすようなシステムって」

「それが、そうでもない。裏を返すと劣れつ勢せいの側が逆転を成なし遂とげれば、逆張りした人間に多大な利益が舞まい込こんでくるということ。それもまた人生の縮図といえよう」

「夢物語でしょう。そんな追おい詰つめられた選手にどうやって期待しろと……」

「そのためにここがある」

　笹ささ島じま氏が両手を広げた。

　背後には、様々な数値が蠢うごめく巨きよ大だいモニター。

　そういえば、まだこの場所の特とく殊しゆ性せいについてなにも触ふれられていない。

　一体この莫ばく大だいなデータの群れはなんだ。なぜ、あのホテルではなくわざわざこんな所に場所を移したのだ。

「例えばあのチャート。選手の心しん拍ぱく数すうを時系列で繫つないだものじゃ」

「……え」

「あちらはラケットを握にぎる握あく力りよくの変化。重心バランスも一打毎ごとに拾われる。面おも白しろいところでは一分間における瞬まばたきの回数を集計したものなんてのもあるな。意外と重要視してる輩やからも多いと聞く。それから──」

　笹ささ島じま氏は次々にグラフや数値を指さし、愛いとおしげに語る。まるでとびっきりの玩おも具ちやを自じ慢まんする子どものように。

「……待って下さい。つまり、あのモニターに映ってる数値って全部、今勝負している二人の身体情報ですか？　それも、リアルタイムに計測された？」

「その通り。ようやくのみ込こめてきたか？　ここで行われている戦いの全ぜん貌ぼうが」

　改めて、選手たちに目を向ける。一体どうやってデータを集めているというのだ。ケーブルで繫つながれたりしている形けい跡せきはない。

「違ちがう……そうか」

　形けい跡せきは、ないのではない。隠かくされていて見えないのだ。

　ようやく真に理解した。

　ゴスロリは、この老人たちにとって目的ではない。

　あくまで、手段。

「配線というのがな、どうにも好きになれぬ。せっかく揃そろえた家具や美術品の調和を乱して美しくない。だから、徹てつ底てい的てきに隠かくす。その方が美しいからな」

　データを読み取っている数々の計器は、フリルやリボンの奥おく。あれだけ過か剰じように飾かざり付つけられた衣服の内側にならば、大たい抵ていのものはしまい込こんでしまえるというわけか。

「さて、少年。ここで一つ質問をしよう。例えば、勝利を目前にして心しん拍ぱく数すうが跳はね上あがり、球速の落ちも顕けん著ちよな選手と、背水の陣じんながらバイタルデータはずっと安定している選手が戦っているとして、君ならどちらに張る？」

「………………」

　即そく答とうできなかった。おそらくもっと細かな状じよう況きようによるだろう。ただもし、劣れつ勢せいの選手が資金的にも追おい詰つめられているとして、自分の資金を大きく増やしたい状じよう況きようなら。

「熟考すると思います。そして、どちらの選せん択たく肢しも、取り得るかと」

「そこが、このゲームの醍だい醐ご味みじゃ」

　老人は満足げに頷うなずき、ステッキを指揮棒のように振ふり上あげた。

「手て前まえ味み噌そだが、このシステムは非常に受けが良いい。世界中の資産家から、絶えず巨きよ額がくの買い注文が入るようになるまであまり時間を必要としなかった。今ではコンピュータを通じ、多た岐きに亘わたる国から湯水のように金が行ゆき交かっている。表の世界で金きん融ゆう戦せん争そうが仕し掛かけられているこの場の『裏の顔』として、まったく恥はじ入いる必要のない金額がな」

　ハッタリではない。物証もないまま、直感的にそう思わされてしまった。

　なにしろ俺おれ自じ身しんが震ふるえていた。

　認めたくない。認めたくないが。

　……こんなの、絶対に面おも白しろいだろ。

「いよいよ本題に入る時が来たようじゃな」

　まっすぐ俺おれの目を睨にらみ付つけながら、老人はステッキで床ゆかを鳴らす。

「改めて問おう。羽麗うらら嬢じようを助けたいか？　ならば助けさせてやろう。我々の闇やみ卓たつ球きゆうの本ほん殿でん、この卓たつ球きゆう金きん融ゆう戦せん争そうの舞ぶ台たいでな」

　俺おれはハッとして顔を上げた。そうだった。今日俺おれがここに呼ばれたのには、必ず理由があるのだ。

「俺おれもここで、なにかできるってことですか？」

　そう尋たずねると、笹ささ島じま氏は死し闘とうを繰くり広ひろげている各選手のすぐ脇わきを指さした。

「各種バイタルデータは投資家たちにとっても重要な情報だが、戦っている選手たちにとっても非常に大きな意味を持つ。それは想像できるな？」

　頷うなずく。相手が実際どれほど追おい詰つめられているか。もしくはどんな身体的なクセを持っているのかが、数値として筒つつ抜ぬけになるのだから。

「だが、あの膨ぼう大だいな数値を眺ながめながら戦略を自ら練るというのはあまりにも忙いそがしい。肝かん心じんの手元が疎おろそかになるほどにな。それでは本ほん末まつ転てん倒とうだから、補助役を認めることにした」

「補助役？　……あ」

　改めて老人が示した先に眼めを凝こらすと、ＰＣと睨にらめっこで、インカムを使い指示を出し続けている男性の姿に遅おくれて気付いた。

「コーチ、ですか？」

「そう捉とらえて問題ない。こちらではトレーダーと呼んでいるが」

　ふと、老人の過去の言葉が蘇よみがえる。ホテルでの闇やみ卓たつ球きゆうに対して、確かこんなことを言っていた。

　──羽麗うららには適性がないかもしれないが、かえって好都合だ、と。

　妙みような物言いだと思っていたが、ようやく意味が通じた気がする。

「トレーダーの役目は大きく分けて二つ。一つは各種データから相手のクセや状態を読み取り、攻せめ口ぐちをプレーヤーに伝えること。そしてもう一つは、手持ちの資金のうちいくらを１点に乗せるか考え、プレーヤーに提案すること。こっちのルールでは、常にサーブ権を持つ側がレバレッジを仕し掛かけることになる。上限はその時点での手持ち資金の全額」

「ゼロ以下の時はどうなるんですか？」

「ゼロじゃな。相手のレバレッジを破った場合を除き、点を取っても金は得られない。その代わり、良いいプレーを続ければ新たに投資してもらうためのアピールになるじゃろう。だからむしろ圧あつ倒とう的てき劣れつ勢せいの時ほどチームの真価が試ためされるとも言えるな」

　チーム。確かにこのルールはチームプレーが重要になる。ダブルスとは別の意味で、二人の相あい性しようが勝敗を左右することになるだろう。

「……この舞ぶ台たいに、俺おれも上がれと言うんですね」

「気を急せくな。強制はもちろん、こちらから誘さそうつもりもない。お主が望むなら、手はずは整えてやろう。ただし忘れるなよ、舞ぶ台たいに上がって矢や面おもてに立つということの意味を」

　生なま唾つばを吞のみ込こむ。そりゃ、そうだ。物もの見み遊ゆ山さんで参加できるはずもない。トレーダーの位置に収まるということ。それすなわち、俺おれも金銭的な責任を負うということだろう。一生触ふれることがなかったはずの、億を遥はるかに超こえる金の濁だく流りゆう。その中に身を投じる覚かく悟ごが必要なのだ。

　狙ねらい澄すましたかのようなタイミングで、目の前の試合は最さい終しゆう盤ばんを迎むかえていた。

　片側の圧勝が目前。資金も加速度的に、一方へと集まり続けている。もはやデータを加味したところで、劣れつ勢せい側がわに逆転の目はないと誰だれもが確信しているのだ。

　その金額、差し引きしておおよそ13億円。

「まともじゃない……」

　卓たつ球きゆう一試合に、こんな常じよう軌きを逸いつしたやりとりが添てん付ぷされている世界なんて、あらゆる意味で知りたくもなかった。

「エージェントとしてここに駆かけつけている輩やからのＰＣ、その後ろには世界各国の大だい富ふ豪ごうたちも多数控ひかえておる。つまり日本人が利益を勝ち取れば表の経済にもそれなりに良いい影えい響きようがある。気付けばいつの間にか金きん融ゆう代だい理り戦せん争そうの体ていをなしていたわけだ。このゴスロリ卓たつ球きゆうがな。……人生の最後の最後で究極のジョークに出会えたよ。実に滑こつ稽けいで下らない。だからこそ愛いとおしい」

　好こう事ず家かたちに搾さく取しゆされる一いつ般ぱん庶しよ民みんとして、怒いかりの感情が膨ふくらむその反面。この奇きに染まりきった熱意に魂たましいが引ひきずり込こまれそうになっていることもまた、否定できなかった。

　試合が終しゆう了りようした。もはやなんの波乱もなく、片側の圧勝。

「……え」

　次の瞬しゆん間かん、予想外のことが起こる。敗者となった選手が叫さけびながら自らの髪かみを搔かきむしった後、トレーダーと呼ばれていた男に飛びかかったのだ。
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　遠く離はなれていても幽かすかに届く叫さけび声ごえ。ゴスロリ服に身を包んだ女性は男に馬乗りになって、顔面を何度も何度も執しつ拗ように握にぎりこぶしで殴なぐり続つづける。

　この世の終わりを迎むかえ、自じ暴ぼう自じ棄きになったかのような姿。それも理解はできる、なにせ全額ではなかろうが、13億もの負ふ債さいがその身に降りかかるのだから。

　しかしどこか、違い和わ感かんもある。怖おそれかた、怯おびえかたが、金銭という枷かせを超こえた、もっと直接的な生命の危機に向いているかのように見えてしまうのだ。

「……負けて背負うのは、借金だけなんですか？」

　恐おそる恐おそる尋たずねると、老人は静かに口を開いた。

「選手がな、足りなくなるんじゃよ。なにせ負けた方は一発で財政的に再起不能になることが多々ある。それでは補給が追いつかないし、前ぜん途と有ゆう望ぼうな選手に復活のチャンスを与あたえないのも気が引ける。情ではなく、儂わしら側の利益を考える上でな。……だから、救きゆう済さい措そ置ちの場を用意した。この舞ぶ台たいで破は綻たんした者はしばらくの間、隔かく離りされた場で気き兼がねなく卓たつ球きゆうに打うち込こみ、腕うでを磨みがくことに専念してもらう。そうして頂点を極きわめれば、もう一度この最前線に返かえり咲ざくこともできよう。事実、現在のトッププレーヤーにも奈な落らくから……」

　そこで老人は失言を自じ嘲ちようするように言葉を止めた。

　奈な落らく。それがその『救きゆう済さい措そ置ちの場』とやらに与あたえられた真の名か。

　実に笑えない。

「こほん。現在のトッププレーヤーの中にもそんな試練を乗のり越こえ、返かえり咲ざいた者もいる。実力社会という意味では、どこにいてもさして変わらんさ」

　そんなわけあるか。おそらくその『奈な落らく』とやらは蠱こ毒どくのような場。もしかしたら僅わずかに救われる人間は実際にいるのかもしれないが、大半はそこで食くい潰つぶされる。

　金の力で生み出された煉れん獄ごくそのものに違ちがいない。

　暴れていた女性がようやく黒服たちに取とり押おさえられ、奥おくの扉とびらに引ひきずり込こまれる。その顔はもはや性別すらわからなくなるほど怒いかりと恐きよう怖ふで歪ゆがみきっていた。遅おくれて担かつぎ出だされた男の方の顔面も同様だ。こちらはもっと直接的な理由によるが。

「一部始終を見せたから、真の意味でフェアな条件じゃ。改めて訊きこう。どうする少年、自らその身をくべて羽麗うらら嬢じようを助けたいか？　それとも、地道にホテルで借金返済に励はげむ羽麗うらら嬢じように祈いのりを捧ささげるか？　儂わしはどちらでも構わんよ」

「………………」

　声が出せない。意志とは関係なく、恐きよう怖ふで喉のどが詰つまる。

「修おさむ、考えなくていいよ。もともと修おさむとはなにも関係ないことだもん。巻まき込こむ理由なんてない」

　ここに着いてからずっと黙だまりっきりだった羽麗うららがようやく声を出した。心底俺おれのことを慮おもんぱかって、危険を避さけるようなだめてくれている。

　その澄すんだ瞳ひとみと向き合って、やっと答えが見つかった。

「……やります。俺おれ、なります。羽麗うららのトレーダーに」

「ほう、今ここで決めるか。持ち帰って考える時間くらいは与あたえても良いいのじゃぞ」

「いえ。気持ちは固まりました。もう迷う必要はありません」

　老人に宣言する。すると羽麗うららが強く腕うでを引っぱって抗こう議ぎを示した。

「ダメ！　負けたら修おさむまで借金が！」

「負けるのか？」

「………………」

　素そ朴ぼくに尋たずねると、羽麗うららはたじろいで俺おれから手を離はなす。

　自じ暴ぼう自じ棄きになったわけではなかった。ある程度の冷静さを伴ともなって出した答えだ。

　こっちのルールの方が、羽麗うららにとっては与くみし易やすい。それはおそらく間ま違ちがいない。

　選手としての力ならとうに絶大な信しん頼らいを置いている。心配だったのは、誰だれもアドバイザー役を務めることができなかった点。それが解決できる機会を、みすみす逃のがすわけにはいかない。勝ってこの状じよう況きようから抜ぬけ出だすための、選せん択たく肢しは非常に明確だ。

「……負けない。ありがとう修おさむ。私、勝つ。だから、修おさむが私を助けて」

「ああ。もちろんだ」

　羽麗うららと契けい約やくの握あく手しゆを交かわす。か細くて白い指先から、ぬくもりが伝わってくる。

　もっともらしいことを言ったけど。それは本心だと疑っていないけど。

　でも実はただ、離はなれた所に居いて欲ほしくない。その想おもいだけに突つき動うごかされたのかもしれない。

「よろしい。それでは少年にトレーダーとして舞ぶ台たいに立つための知識を備え、準備をするための時間を与あたえよう。期限は一週間。来週の同じ曜日、ここで二人は共演の舞ぶ台たいに立つ。それでいいか？」

「……はい、構いません」

　一週間。短いが、どうせ座学で得られることなどたかが知れている。勇気が萎しおれないうちに実戦を経験してしまった方がいい。

　たとえ、負けたら次がないとしてもだ。

「契けい約やく成せい立りつじゃな。準備にあたって、欲ほしいものはなんなりと伝えたまえ。活かつ躍やくを楽しみにしとるよ」

　淡たん々たんと、だがそこはかとなく声のトーンを上げて、笹ささ島じま氏が頷うなずく。首しゆ尾びよく新しい玩おも具ちやを手に入れた少年の面おも影かげが、背後に見えた気がした。

　なんだろうと構わない。羽麗うららの卓たつ球きゆうで、勝つ。そのために俺おれの全ぜん身しん全ぜん霊れいを注ぐ。それだけだ。
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【ゴスロリ卓たつ球きゆう（地ち下か金きん融ゆう戦せん争そうステージ）　ルールまとめ】











　・競技の基本ルールは一いつ般ぱん的てきな卓たつ球きゆうに準ずる。11点制の５ゲームズマッチ。

　・プレーヤーとトレーダーの二人１チームで対戦。

　・プレーヤーは各種バイタルデータを計測され、全てがリアルタイムで開示される。

　・各種数値や戦せん況きようから、１点の価値（レバレッジ）を日本円で指定。設定権はプレーヤーとトレーダー双そう方ほうにあるが、最終決定権はプレーヤー。なお、サーブ権のある側がレバレッジの設定権を持つ。

　・レバレッジの上限は、その時点での保有資金。保有資金１０００万円なら１０００万円が上限となる。下限は１００万円。

　・ただし保有資金がゼロ以下の場合、１点の価値は０円で固定。

　・資金は相手から奪うばう他、投資家からの融ゆう資しという形でも流入する。一度融ゆう資しされた資金が回収されることはない。また、勝者は融ゆう資しを受けた金の返済義務を負わない。

　・卓たつ球きゆうの勝負がついた時点で精算開始。勝者側は所持金＋相手の損益を合算し、主しゆ催さい者しや側がわの手数料を差し引いた後、融ゆう資しした投資家、プレーヤー、トレーダーとで利益を分配。

　・配分比はプレーヤー側には無関係かつ、かなり複雑な計算になるので省略。なおプレーヤー側も一試合で最低億単位の損益になるのはほぼ確実。











「とりあえずこんなとこか……」

　受け取った資料を何度も読み返しながら、要点をメモで纏まとめる。卓たつ球きゆう競きよう技ぎの部分は羽麗うららに任せておけばいいから、俺おれが強く意識しなければいけない要素は大まかに二つだ。

　まず、俺おれと羽麗うららにとってはどうあがいてもこれが一回こっきりのチャンスになるということ。勝てば借金を返しても余り有る金になるのだからその時は当然アガリ。そして負けたら『奈な落らく』とやらに叩たたき込こまれるわけで、ゲームオーバーとなる。

　いや、話の断だん片ぺんを纏まとめるとクモの糸を摑つかむような復帰ルートも用意されているようだが……それは蜃しん気き楼ろうのような希望だろう。どうせまともな世界じゃない。奴ど隷れい以下の扱あつかいを受けて一生を台無しにすると思っておいた方がいい。

　負けたら終わる。勝たなければいけない。

　だからこそ、俺おれにとって最も深く思し慮りよすべきなのは、この地ち下か闇やみ金きん卓たつ球きゆうに組くみ込こまれた特とく殊しゆルールに関してだ。

「データを取る、って言われてもなぁ……。どれをどう使って良いいものやら」

　メイド喫きつ茶さの奥おくまった席で、俺おれはペンをくるくる回しながら天てん井じようを仰あおぐ。

「心しん拍ぱく数すうとかは、わかりやすい？」

　手にしたモップに身体からだを預け、斜ななめ後うしろからノートを覗のぞき込こんでくる羽麗うらら。バイト中にサボるなと注意せねばならぬ場面かもしれないが、俺おれとしてもいろいろ打ち合わせておきたかったので咎とがめられるまで黙だまっていよう。まあ、空すいているし大だい丈じよう夫ぶだろう。

　この店がいつも空すいている、という意味ではあまり大だい丈じよう夫ぶじゃないかもしれないが。たまたま俺おれの来るタイミングがよくないだけだと信じたい。

「そうだな、心しん拍ぱく数すうはわかりやすいけど、使い道もそんなに思おもい浮うかばないんだよな……」

　疲つかれてくれば心しん拍ぱく数すうは上がる。それはそうだ。別に測定しなくても予想できる。

　もちろん異常な数値を示している、なんてことになれば話は別だが、卓たつ球きゆう選手としてかなりレベルの高いあの集団にそれを期待するのは現実的じゃないような。

「この重心バランス、というのは？」

　羽麗うららが指さした。ちょうど俺おれが赤マルを付けていたからだろう。

「ああ、それは面おも白しろそうなんだよな。要するに、右足と左足のどっちにどれくらい体重が乗っているのか、床ゆかのセンサーでずっと量っているらしい。変なクセがあれば一発でバレちまう」

　この欄らんを見ると卓たつ球きゆうが競技として選ばれたことにも理由があったと感じる。他の競技だと設置しなければならないセンサーがあまりにも膨ぼう大だいになるが、卓たつ球きゆうは台の前から数メートルの範はん囲いで確実に全ての動作が観測できる。最小の面積で実現可能な格かく闘とう技ぎ（球技ではなくあえてそう呼びたい）だからこそ、『ありとあらゆるバイタルデータの計測と開示』なんていう奇き想そう天てん外がいな発想が実現可能になった。

　そう考えると卓たつ球きゆうである理由は目的なのか手段なのか、疑問になってくる。

　もはやどうでもいいことではあるが。

「私の重心バランスはどうなの？」

「わからん。……それがなにより問題だ」

　データの見方はなんとなく摑つかめてきた。しかし俺おれたちには計測する術すべがない。対策など施ほどこしようがないに等しい状じよう況きようだった。

　印象としては、羽麗うららの卓たつ球きゆうに変なクセなんてないと思う。しかし、だからこそかえって不安を感じてしまう部分もある。ハッキリと予感を抱いだけるような問題ならば腹をくくって対策しておけるのだが、機械でなければわからないような微び細さいな弱点が明るみになった場合、その場での修正は不可能だろう。

　そう思うとまずは訓練のチャンスが欲ほしいのだが、一戦たりとも敗北できない状じよう況きようなのは前提の通り。かといってあの場所以外で『計測』が可能なはずもなく。

　思考は堂どう々どう巡めぐりを繰くり返かえすばかりだった。

「笹ささ島じまさん、なにかしてくれないのかな？」

「してくれると思うし、頼たよるしかないのはわかってる。でもなぁ」

　羽麗うららをホテル漬づけにして更さらなる搾さく取しゆを目もく論ろんでいたとわかった瞬しゆん間かんから、俺おれの中であの老人に対する信用は上がってこない。もちろんただ金銭感覚がおかしいだけかもしれない。だとしても、あまり味方だとは思わない方がいいのではないか。

　だからできればあまり頭を下げに行きたくないのだが、今回ばかりはしかたないか。

「お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま」

　唇くちびるを嚙かんで唸うなっていると、夕ゆうの声が聞こえた。反射的に俺おれも羽麗うららも入り口の方へ顔を向ける。

「え」

「あ」

　そして同時に驚おどろく。その来客は、絶対にこんな所で出会うとは思ってなかった人物だった。

「お、ホントにいた」

　カツカツと床ゆかをならし、その人はまっすぐ俺おれたちの方に近付いてくる。鋭するどい目つき。そばかすの多い顔。

「横よこ川がわ、梓あずささん」

　忘れるはずもない。羽麗うららの闇やみ卓たつ球きゆうデビュー戦の相手であり、一か八かの博ばく打ちで俺おれが有り金を預けた張本人なのだから。

「うわーなんて服着てんの。理解できない趣しゆ味みだわー」

　横よこ川がわさんは羽麗うららを無作法に指さし、ケラケラと笑う。

「あまり言えた柄がらではないような……」

　つい本音が漏もれた。ゴスロリガチ勢から猛もう抗こう議ぎが来たら甘あまんじて受け入れるが。

「たしかに！　言うねボーヤ」

　怒おこられるかと思いきや横よこ川がわさんはさらに笑い声を重ねた。思っていたより気さくな人なのかもしれない。

「どうしてここに？」

　羽麗うららが首を捻ひねった。俺おれも疑問だ。このアルバイト先は、闇やみ卓たつ球きゆうで出会った関係者のうちの誰だれにも話していないはずなのだが。

「金持ちに不可能なしってね。アイツらマジエグいよ、その気になればなんでも手にいれちまう。物も人も情報も」

　つまり、横よこ川がわさんのオーナーサイドに羽麗うららの居場所を調べてもらった？　俺おれたちからすれば闇やみ卓たつ球きゆうで荒あら稼かせぎしている横よこ川がわさんもかなりの金持ちにあたるはずではあるが、今の発言からすると自分で探さぐり当あてたというニュアンスではない。

「なにか御ご用ようですか？」

「そら、用もなしに会いには来ないわな。ちょっと小耳に挟はさんだんだ。あんたらも上の方に参戦するつもりだって」

　顔を見合わせる俺おれと羽麗うらら。『上』が意味するもの。それは確かく認にんするまでもなく明らかだった。

「実はあたしもそのつもり。見せ金も準備できたことだしね」

　見せ金とは、最初に持ち出す軍資金のことだろう。ある程度の額を持っている選手の方が、投資を呼びこみやすいのは想像に難かたくない。

　そういう意味だと羽麗うららは無一文に近い状態で試合に挑いどむことになるはずで、かなりのハンデキャップは覚かく悟ごしないといけない。

　さておき、今はその心配よりも横よこ川がわさんの話をもっと聞くべきだ。

「あなたも、闇やみ金きん卓たつ球きゆうの方に？」

　そういえば、確か笹ささ島じま氏もそんな見立てをしていた気がする。

「闇やみ金きん卓たつ球きゆうて、その呼び方いいね。気に入った。そだよん。初めからそういう計画だったし。ホテルの方はただ金を巻き上げるための踏ふみ台だいってわけ……おっと」

　横よこ川がわさんがわざとらしく口元を手で覆おおった。実際に巻き上げた相手の前ではかなり不用意な発言だ。もっとも、表情からして特に後ろめたそうな雰ふん囲い気きではないが。

「それで、本題はなんですか？」

　特に抗こう議ぎはしないで俺おれは先を促うながす。してやられたとはいえ、反はん則そく行こう為いがあったわけではない。根に持つのも筋すじ違ちがいだろう。それに、俺おれもこっそり横よこ川がわさんを金策に利用させてもらったわけだし。

「そうそう。大事なのはそっち。なかなか頭が回るねボーヤ」

　頭をわしわし撫なでられた。思いっきり手を振ふり払はらってやりたい衝しよう動どうに駆かられたがなんとか我が慢まんする。夕ゆうたちも微び妙みようにこちらを気にしているので、これ以上トラブルの気配を漏もらさない方が良いいだろう。

「修おさむにさわっちゃダメ」

　そう決めて我が慢まんしたのだが羽麗うららが横よこ川がわさんの手を摑つかんでどけてくれた。サンキュー、グッジョブ。

「あら失礼。ほんじゃ単刀直入に。どうせ今、すごく困ってるでしょ？　なら、あたしと協力しない？」

「協力、ですか？」

「参戦するって決めたはいいけど、どう対策したらいいかわかんなくて頭抱かかえてるんじゃない？　特に未経験でトレーダー役やることになったボーヤの方は」

「それは、はい」

　図星だった。隠かくそうとしても無む駄だそうなので素す直なおに頷うなずく。

「そこで、提案。あたしのオーナーが同じシステムまるっと持ってるんだ。たぶんだけど、こんなの作っちゃったのは佐さ々さ木きオーナーくらいだと思う。だからそこでいっしょにシミュレーションしない？　良いい練習になるはずだよ？」

「………………」

　返事に窮きゆうする。もちろん、喉のどから手が出るほど有あり難がたい申し出なのは言うまでもない。

　それだけに怪あやしすぎて警けい戒かい心しん以外なにも浮うかんでこないのだった。

「なにその顔？　またハメられるって疑ってんの？」

「はい、正直」

「正直だな。……んまー、それくらいじゃないとすぐに取って食われちゃう世界なのは事実だけどね」

　肩かたをすくめる横よこ川がわさん。おかしいな、もっとあの手この手で誘ゆう惑わくしてくると思ったのだが。この人の意図が微び妙みようにわからなくなってくる。

「でも、考えてみて。こんなこと言うのって、あたしの方も困ってるからなんだよ。自分たちで独どく占せんしておいた方が有利な疑ぎ似じシステムを、なんだって貸そうとなんかする？　しかも対戦することになったらめっちゃ苦戦しそうな相手にさ」

　それはそうだ。横よこ川がわさん側からすれば、こんな一方的なボランティアを提案する理由がない。もしなにか、それで得られる利があるのでなければ。

「腹を割って話そう。あたしが疑ぎ似じシステムを使って練習するなら、相手は佐さ々さ木きオーナーの飼い犬同士でってなるのが普ふ通つう。それが嫌いやなの」

　飼い犬とは、また自じ虐ぎやく的てきな言い方だ。さておき、横よこ川がわさんと同じく、佐さ々さ木き氏と契けい約やく関かん係けいにある選手同士でシミュレーションするという意味か。当然の話だと思うが……。

「嫌いやって、どうしてですか？」

「データ抜ぬかれて外に売られる。そして潰つぶされる」

　真顔で自分の首を刈かる仕草をする横よこ川がわさん。冗じよう談だんを言っている雰ふん囲い気きではなかった。

「どうしてそんな、仲間を裏切るようなことが起こると？」

「仲間じゃないからだよ。自分以外の飼い犬なんてさっさと潰つぶれて欲ほしい。みんなそう思ってるに決まってる」

　横よこ川がわさんの言葉を反はん芻すうしてみる。オーナーとしては有力な選手を手て駒ごまに入れておきたいから、リスクヘッジとして選手の数を増やす。しかし、選手側からするとそれはサポートが分散される結果になる。大きく資金を投入してもらえる可能性が減ってしまう。

　だから、有力な新人が同じ陣じん営えいに加わったら、速すみやかに潰つぶしてしまった方がいい、そういうわけか。

「もちろん、バレたらそれこそオーナーに見捨てられるから表だってはなにもしない。仲良く忠実な兵隊を演じてる。でも裏の顔なんてエグいもんだよ。女は特にね」

　俺おれのあご先を摑つかんで、至近まで顔を寄せる横よこ川がわさん。薔ば薇らの香かおりが鼻をついて、反射的にドキリとする。

「修おさむにさわっちゃダメ」

　羽麗うららが横よこ川がわさんの顔面を押おし返かえした。こいつに関してだけは裏の顔なんてあるとは思えないが……とりあえず横よこ川がわさんの話には真に迫せまるものを感じた。

「ちょ、やめろ痛いわ……！」

　ほとんどアイアンクロー状態だった羽麗うららの攻こう撃げきを振ふり解ほどき、睨にらみを利きかせる横よこ川がわさん。
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「まったく、加減しろっての。まーとにかく、そういうわけであえてあんたたちのこと探してたわけ。情報収集の体ていで偵てい察さつ出してもらってね。さ、もう一度訊きくよ？　お互たがい協力しない？　こっちだっていろいろ晒さらすリスクあることわかるでしょ。別に信用しなくていい。損そん得とく勘かん定じようだけで考えて」

　俺おれはもう一度考かんがえ込こむ。なにか大きな罠わながある可能性は否定できない。でもメリットを感じるのも事実だった。本番に近い環かん境きようで練習できる。しかも、笹ささ島じま氏に借りを作らなくて済む。それを思えば、あえて火中の栗くりを拾いに行くのも間ま違ちがいとは言い切れない。

「羽麗うららはどう思う？」

「修おさむに任せる。修おさむの好きにして」

　変わらずの澄すんだ瞳ひとみ。揺ゆるぎない信しん頼らいを感じ、俺おれの心は決まった。

「…………わかった。横よこ川がわさん、お願いします。いっしょに練習させて下さい」

「そうこなくちゃ、ね」

　八や重え歯ばを剝むき、右手を差し出してくる横よこ川がわさん。

　さて、鬼おにが出るか蛇じやが出るか。





＊






　翌日、横よこ川がわさんの運転で俺おれたち三人は高速道を西に進む。

「そーいや学校だったんじゃないの？　休んで平気？」

　片手ハンドルで車窓に肘ひじを乗せた横よこ川がわさんが俺おれに質問した。十八歳さいと言っていたから免めん許きよ取り立てのはずだが、ずいぶん堂に入った様子だ。あとスピード出しすぎで若じやつ干かん怖こわい。

「平気ってこともないですが……事態が事態なので」

　休学中の羽麗うららはともかく、俺おれは完全にサボりだ。でもそのことに関しては大して後ろめたさはない。今は闇やみ卓たつ球きゆうのプライオリティが高すぎて、些さ事じに構ってられなかった。

　そのぶん、早くこの息苦しい時間を乗のり越こえて日常に帰りたいと強く思う。

「横よこ川がわさんは、これからどれくらい続けるつもりなんですか、闇やみ卓たつ球きゆう」

「さてね。……一生人に使われない身分になったら、その時考えるよ」

　ほんの少し前なら意味のわからない回答だっただろう。でも、横よこ川がわさんの言いたいことは今では伝わってしまう。この世には明確な弱者と強者の差があって、それを乗のり越こえるのはたまらなく難しいことなのだと、身を以もつて知らされたから。

「どこに行くの？」

「山やま中なか湖こ。都心の方にも使える施し設せつはあるんだけど、そっちは誰だれかしらに見つかりやすいからね。だからあえて、小旅行」

　羽麗うららの素そ朴ぼくな疑問に横よこ川がわさんが答える。詳くわしくは知らないけど、確か山やま中なか湖こは別べつ荘そう地ちだったはずだ。なるほど富ふ豪ごうの秘ひ密みつ施し設せつのようなものがあるに違ちがいない。

　と思いきや、その予想は外れた。

　横よこ川がわさんが車を駐とめたのは、リゾートホテルの駐ちゆう車しや場じようだった。

「また、ホテルですか」

　ホテル業界と卓たつ球きゆう界かいにはなにかしらの癒ゆ着ちやくがあるのか。そんなはずはないだろうが。

「好都合なんでしょ。隠かくし事ごとをするのに。看板と実際のオーナーが違ちがうなんてことがよくあるし。なにより人の出入りが多いからどんな来客も怪あやしまれない」

　なるほど。前者はともかく後者の理り屈くつはわかりやすかった。

「横よこ川がわ様。お待ちしてました」

　自動ドアを抜ぬけると、ロビーの椅い子すから立ち上がった男性が歩み寄ってきた。その顔を見て俺おれはひどく驚おどろく。

「ま、前まえ田ださん!?」

　なんと、笹ささ島じま氏の付き人が単身で俺おれたちを待ち構えていた。混乱と共に焦しよう燥そう感かんが大きく膨ふくらんでいく。

「えっと？」

　羽麗うららもわけがわからないといった様子で首を捻ひねっている。

「あー、気にしないで。あたしが雇やとったの」

「雇やとったって、引ひき抜ぬきですか……？」

「そんな大層なもんでもないよ。お互たがい利害関係が一いつ致ちしただけ。あたしはトレーダーを探していた。ほんで、前まえ田だくんはプレーヤーを探していた。だからウチのオーナー経由で紹しよう介かいしてもらった。笹ささ島じまさんは快く譲ゆずってくれたよ」

　その説明を聞いて、さらに驚おどろきが膨ふくらんだ。つまり前まえ田だ氏が、横よこ川がわさんのトレーダー役に就ついたということか。

　正直戸と惑まどいが大きすぎて、それが俺おれたち側にとってどんな意味を成すのか推測することができない。ただ、あずかり知らぬ所で大きな動きがあったという事実だけでなんともいえない居い心地ごこちの悪さを感じる。

　ここに来たことは、本当に正解だったのだろうか。

「かねてからそうしたいと笹ささ島じま様には伝えていた。そのチャンスが遠ざかった今だからこそ、私としても決断を迫せまられた」

　前まえ田だ氏はそう言って、俺おれに鋭するどい視線を向ける。

　そうか。本来なら──俺おれというイレギュラーな要素が現れなければ、前まえ田だ氏はいつか羽麗うららと闇やみ金きん卓たつ球きゆうに踏ふみ込こむつもりだったということか。

　才能をかすめ取られたと、そう思っているのだろうか。羽麗うららの卓たつ球きゆうに触ふれた時間は短いはずだから、なんとも言えない。しかし、あえて横よこ川がわさんの方へ鞍くら替がえをするという決意には、少なからぬ強い意志を感じずにはいられなかった。

「なんか空気悪いよー？　お互たがい協力者でしょ。今日のところは楽しくやろう。……どうせ本番は慈じ悲ひなんてかけようがないんだし」

　間に割って入って両手を広げる横よこ川がわさん。確かに、そうか。楽しくというのはともかく、ここまで来てしまったからには最大限機会を利用するのが正しい。

「前まえ田だくん、お土産みやげあるんでしょ？」

「………………」

　横よこ川がわさんが人差し指を鈎かぎのように動かすと、前まえ田だ氏は無言で黒いスーツケースを開いた。中に入っていたのは、

「あ、これ」

「羽麗うららの……」

　見覚えのあるゴスロリ服だった。これは正直助かる。本番と同じ服をフィッティングできるとなるとますますこの練習の価値は大きい。

　そして、これを前まえ田だ氏が持ってきてくれたということは、笹ささ島じま氏との間に確かく執しつは生まれていないということだ。まあ、その辺の事情に関して俺おれがなにかを気にする理由もないのだけれども。

「よし、これで準じゆん備び万ばん端たんだね。そんじゃさっそく行こう」

　ニヤリと笑い、横よこ川がわさんは黒いカードを胸むな元もとから抜ぬき出だす。それをフロントに渡わたすと、支配人らしき人がなにも言わず俺おれたちを地下の一室へと案内してくれた。
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「修おさむ、うまく入らないの？」

「す、すまん。もっと固ければ奥おくまで届きそうなんだけど……」

　ヒダになった部分をまさぐりながら、俺おれは震ふるえる指先で形を確かめる。おそらく、この穴で合っているはずなのだが。思うようにいかず焦あせりが募つのる。

　ちくしょう、情けない。このままじゃ卓たつ球きゆう以外でもどんくさいヤツだとバカにされてしまう。

「羽麗うらら、後ろ向いてくれ。体勢を変えよう」

「うん、わかった」

　お願いすると羽麗うららは文句を言わず、俺おれに背中を向けて四よつん這ばいになった。よし、これなら奥おくまで形状を観察できる。違ちがう場所に挿さしこんで傷つけてしまう心配はなさそうだ。

「よし、行くぞ……！」

　ごくりと生なま唾つばを吞のみ込こみ、俺おれは手に握にぎったモノをヒダの奥おくへと突つっ込こんだ。

　カチリ、という整合感。

「よかった、入ったぞ。──電源が！」

　手元のセンサーにＬＥＤが点ともるのを見て、俺おれはほっと胸をなで下ろす。あとはこの計器を同じくフリルのヒダの中に隠かくしてしまえば装そう備び完かん了りようだ。

「けっこう大変だったね」

「ああ、思いの外な。こんなに沢たく山さんケーブルを通さなきゃいけないとは」

　バイタルデータを拾うための様々なセンサーを羽麗うららの肌はだに直接貼はり付つけ、そこから伸のびるケーブルを無線装置とバッテリーに接続。さながら鎖くさりかたびらのように全身をグルグル巻きにする必要があって、説明書を見てもなかなか正しい装着方法を理解することができなかった。

「すごいもんだな、見た目はぜんぜん違い和わ感かんなしだ」

　しかし外側からはそんな状態になっていることなんてまったくわからない。これもフリルやリボンの多いゴスロリ服のなせる業わざか。まったく、この競技を思いついた輩やからの頭の中って、いったいどうなっているのやら。なぜその独自性を、もっと世の中をよくするために使ってくれないのだろう。

「動いた感じもヘンじゃないよ」

　その場で何度か跳はねてみせる羽麗うらら。ガチャガチャ音が鳴ったりもしないし、実によくできている。悔くやしいけど少し感動してしまった。

「重さは？」

「平気。これくらいなら」

　どうやら計器をつけたことによる問題は想像以上に少ないらしい。ならば、やはり適応力が試ためされるのは俺おれの方ということか。

　ますます緊きん張ちようしてしまうが、わかっていたことでもある。このチャンスを最大限に活いかして本番に備えるしかあるまい。

「よし、行くか」

「うん」

　羽麗うららと頷うなずき合あって、更こう衣い室しつを出る。専用の卓たつ球きゆう台だいの傍そばで、既すでに着き替がえを終えていた横よこ川がわさんと前まえ田だ氏が待ち構えていた。

「あんたらなに？　バカップル？　着き替がえもいっしょとか正直ドン引きだわ」

「ち、違ちがいます！　これは……」

　眉み間けんに皺しわを寄せる横よこ川がわさんに大きく手を振ふる。羽麗うららひとりだと着付けもままならないのが理由だというのは、なかなか信じてもらえる気がしない。それでも一応弁明は試みておかねば。

「ま、いーや。時間もったいないしさっさと始めよう」

「…………あ、はい」

　と、思ったのだが話は打ち切られてしまった。やむなし、俺おれたちとしても道草を食っている余よ裕ゆうはないのだから言われたとおりにしよう。

「そっち側で良いい？　本番じゃないし場決めしなくていいよね？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

　言われた通り、俺おれと羽麗うららは卓たつ球きゆう台だいの奥おくの方に向かう。台は見たところいたって普ふ通つうだ。しかしここにもセンサーが仕し込こまれていて、バウンドした位置が全て記録されるのだという。うまくデータを読み解けば戦略上大きな武器になるかもしれないが、初心者がいきなり手を出すには複雑すぎる数値のような気もする。

「えーと」

　いろいろ観察しながら、俺おれは羽麗うららから少し離はなれて、脇わきにあるＰＣの前へ。ＯＳはごく一いつ般ぱん的てきなもので高校の授業でも扱あつかったことがある。これなら操作自体はすぐ対応できそうだ。

「わからないことがあったら訊きけ」

　反対側にある端たん末まつの前に座すわった前まえ田だ氏がぶっきらぼうに呟つぶやいた。相変わらず友好的ではないが、レクチャーはしてくれるらしい。

　ということは、前まえ田だ氏はすでに操作経験があるのだろうか。まあ、こうして疑ぎ似じシステムがあるなら鞍くら替がえした時点で練習はしているか。

「ここなら狭せまいから普ふ通つうに会話届くけど、一応インカムつけて。あと本番は敵のトレーダーの声は聞こえないはず。そこは今と違ちがうから注意ね」

「わかりました」

　横よこ川がわさんに言われたとおり耳にイヤホンマイクをはめる。もちろん羽麗うららもすでに小型の骨こつ伝でん導どうマイクを装着済みだから、本番も会話しながら戦略を組み立てることができる。

「さて、と……」

　準備ができたので、画面に注目。専用のソフトウェアを開いて、いくつかウィンドウを出してみる。まずは一番わかりやすそうな心しん拍ぱく数すうから。

「おお、ちゃんと動いてる」

　当然といえば当然なのだが、リアルタイムで変動するデータを見て小さな感動を覚える。横よこ川がわさんの数値も、羽麗うららの数値も表示可能なので、自軍を参照するか敵軍を参照するか、あるいは両方を見比べるか。心しん拍ぱく数すうだけでも複数の戦略を取ることができそうだ。ちなみに今は二人とも70前後で落ち着いている。

「操作大だい丈じよう夫ぶそう？　ならまずはしばらくラリーしようか。長い時間データ見比べた方が方針決めやすいでしょ、お互たがい」

「修おさむ、それでいい？」

　羽麗うららが質問をそのまま俺おれに受け流す。もちろんこちらとしては異存がない。

「ぜひお願いします」

「おっけ、じゃあまずは準備運動ね。スマッシュしたら出禁」

　本気か冗じよう談だんかわからない口調で横よこ川がわさんが素す直なおなサーブを打つ。羽麗うららが応じて、小気味よいリズムでボールのやり取りが始まった。

　うん、やっぱり上う手まいよな、横よこ川がわさん。ラリーだけでも、巧こう拙せつは隠かくしきれないものなのだ。むしろ単純な動作になるぶん下手な演技は難しいかもしれない。

　……っと、いかん。今見るべきは選手たちの実像ではなかった。俺おれは改めて画面の方に目を落とす。

　心しん拍ぱく数すうはわずかに上がったが、まだ大きな変化は見られない。おそらくラリーだけで暴ぼう騰とうするということはないだろう。今のうちに他も参照してみるか。

　ボールの着地点分布図。これはラリーだとあまり意味がないから後回しだな。

　指定時間内の呼吸数。十秒間に何回とか、一分間に何回とか、時間を指定して呼吸の回数を出せるようだ。心しん拍ぱく数すうと同じく劇的な変化は期待できない。後回し。

　球速。球の回転方向と速度。そんなところまでリアルタイムで赤せき裸ら々らになってしまうのか。この辺は非常に重要なデータだ。でもやっぱりラリーだとあまり意味がない。

　手が止まったのは、元から気になっていた重心変化の集積図だった。足の裏の形が描えがかれていて、その中でどこに体重がかかっているのかを色で示してくれるらしい。緑色から始まって、多く負ふ荷かがかかれば黄色から赤に変化していく。クセのある選手ならば面おも白しろい傾けい向こうが見て取れる可能性がある。

　まずは羽麗うららのデータに注目。ラリー中だから多少の偏かたよりはあるが、おおよそ均一に負ふ荷かが分散されている。前後左右いつでも素す早ばやく動ける理想的な状態なのではないだろうか。

「ん？」

　続いて横よこ川がわさんの方を見ると、違ちがいは如によ実じつだった。左右のバランスはおかしな所はないのだが、羽麗うららに比べるとずいぶん後ろに寄っている。この状態だとネット際ぎわにボールを落とされた時、対応が遅おくれてしまうのではないか。

　今はラリー中で揺ゆさぶられる心配がないから、一時的な油断かもしれない。だとしても、やはりこの重心の変化は戦略立てする際かなり役に立つと確信した。これに気付けただけでも大きな収しゆう穫かくになったな。

「…………」

　手応えを得たところで、ふと反対側に陣じん取どる前まえ田だ氏の方に視線が向く。俺おれと同じように黙もく々もくとマウスを弄いじっていた。一体どのデータをどのような意図で参照しているのだろう。もちろん窺うかがい知しることはできないが。

「……おし、こんなもんか。そんじゃそろそろ軽くバトってみよ。なんだったら少し握にぎる？」

「握にぎる？　なにを？」

「寿す司しだと思う？　金に決まってんでしょ」

　まったく見当がついてない様子の羽麗うららに呆あきれ顔がおを向ける横よこ川がわさん。おそらく賭かけ事ごとをする時の隠いん語ごなのだろう。俺おれも初耳だったけど。

「修おさむ、どうする？」

「……やめとこう」

　別に今さら違い法ほう性せいが気になったわけじゃない。油断して変な罠わなに引っかかるのが心配だった。

「ヒリつく状じよう況きようの方が良いいデータ取れるかもしれないのに。ま、いーけどね」

　横よこ川がわさんの主張もわからないではないが、今は純じゆん粋すいに卓たつ球きゆうでどう数値が動くかを観察させてもらえるだけで充じゆう分ぶんだろう。

「私からサーブでいい？」

「あいよ。いつでもどーぞ」

　羽麗うららの確かく認にんを合図に、臨戦態勢へと入る二人。俺おれももう一度集中力を高めて画面を凝ぎよう視しした。
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　勝負はそこそこもつれた。

　それもそのはず、真しん剣けんに打ち合ってはいるのだが、攻せめ口ぐちが単調だ。運動量は豊富でも、持ち札を温存している雰ふん囲い気きが双そう方ほうにある。なんて、羽麗うららに様子見をさせているのは他ならぬ俺おれなんだけど。

「……っ。くそ、またやられたか」

　それでも最終的に勝ったのは羽麗うららだった。ラストとなる５ゲーム目を制し、辛からくも逃にげ切きりに成功する。

「修おさむ、どうだった？」

「おつかれ。さすが。データもばっちりだ。かなり参考になった」

　端はたから見ていれば長くてつまらない泥どろ試じ合あいだっただろう。しかし俺おれにとっては非常に有意義な時間となった。各種バイタルデータがどう動くかたくさん観察できたし、こういう時にこういう数値を参照すれば──というアイデアもいろいろ思おもい浮うかんだ。

　手応えを得たせいか、実戦に挑いどむのが少し楽しみにすら感じてしまう。それはさすがにちょっと危険な感情のような気もするが。

「前まえ田だくん、役に立ちそう？」

「はい。おかげさまで方針が得られました」

　横よこ川がわさん陣じん営えいも良いい手応えがあったようで、穏おだやかに感想戦を行っている。羽麗うららのパーソナルデータについてもなにか情報を奪うばわれただろうか。

　個人的には特に変なクセはなかったように感じた。そしてそれを事前に知ることができたのは大きい。これで安心して本番に臨のぞむことができる。

　最初は疑ってしまったものの、今となっては横よこ川がわさんに深く感謝するばかりだ。このチャンスを得られなかったら、初試合まで極度の緊きん張ちようを強しいられていたことだろう。

　だからむしろ、申し訳なさも抱いだく。データを見ているうち、横よこ川がわさんのクセを図はからずも摑つかんでしまった。

　ラリーの時にも見せていた重心の後こう傾けい。あれはどうやら横よこ川がわさんの慢まん性せい的てきなフォームらしい。となるとおそらく、前後に揺ゆさぶられるのに弱いのではなかろうか。今日のところはあえて試ためさなかったが。

「………………」

　恩返しに、教えてあげるべきか少し迷う。貴重な施し設せつを借りて弱点まで知るというのはやや罪悪感を覚える。

「どーする？　もう何試合かやっとく？」

「……そうですね、せっかくなのでお願いできると嬉うれしいです」

　いや、甘あまったれたことを考えるな。いつ対戦するとも知れぬ相手。確実な勝利のためには情けなど不要だ。

　肚はらを決め、その後も黙もく々もくと見守る。

　乾かわいたピンポン球の音が、途と切ぎれることなく響ひびき続つづけていた。





＊






「楽しかったね。修おさむといっしょに卓たつ球きゆうできるから、私このルール好き」

　昼過ぎまで試合に明け暮れ、秋あき葉は原ばらまで送ってもらうと辺りは夕暮れに包まれていた。

「吞のん気きだな、相変わらず」

　遠足を満まん喫きつした後のように微笑ほほえむ羽麗うららに呆あきれる。

　けど、正直俺おれもその感想を否定できずにいた。データの海に飛とび込こみ、相手のウィークポイントやクセを暴あばき、勝利の糸口に繫つなげる。

　性しように合っている。少なくとも自分でラケットを握にぎっている時よりもずっと、ゲームに対する没ぼつ入にゆう感かんが強かった。

　そんな風に思っていられるのも今のうちだけだとは思うが。

「ん？」

　自分の感情の取とり扱あつかい方かたに戸と惑まどっていると、ポケットの中でスマホが震ふるえた。

「……！」

　取り出した瞬しゆん間かん、行ゆく方え不ふ明めいになっていた緊きん張ちよう感かんが一気に戻もどってきた。

　笹ささ島じま氏からの着信だ。

「もしもし」

『やあ少年。羽麗うらら嬢じようは傍そばにいるか？』

「はい」

　背筋を伸のばし返事する。こうして連れん絡らくがある理由、それは一つしか考えられない。

『ならば好都合。伝えてくれ。最初の対戦相手が決まったとな』

　やはり、か。必ず訪おとずれる瞬しゆん間かんだとわかっていた。取り乱すのはナンセンス。

　何度そう言いきかせても、喉のどの奥おくがぎゅっと締しめ付つけられるような感覚が膨ふくらみ続つづけるばかりだった。

『しかし、なんとも運命的だ』

　もしかすると、直感的に俺おれは老人が放つ次の言葉を予感していたのかもしれない。

　だからこそ、こんなにも身が強こわ張ばったのだろうか。

『羽麗うらら嬢じようのデビュー戦。対戦相手は、あの横よこ川がわ梓あずさ嬢じようじゃ。少年ともども、心してかかれ』
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「ここか……」

　スマホ片手に、俺おれは初めて訪おとずれたマンションのエントランス前で立ち止まる。小こ綺ぎ麗れいで、立地的にも暮らしやすそうな場所だ。オートロックも付いていてセキュリティも問題ない。

　ますますありがたさと安あん堵どを感じながらインターホンを押おし、中へ通してもらう。

「やあやあ、よく来たね。ようこそ百ゆ合りの庭園へ」

　部屋のドアが開き、迎むかえてくれたのは相あい原はら先せん輩ぱい。お邪じや魔ましたのは、羽麗うららの下宿先だ。

　……しかし、またしてもこの方は開口一番不ふ穏おんな発言を。羽麗うららの貞てい操そうは本当に守られているのだろうか。一応本人に尋たずねてみたら変なことをされた記き憶おくはないということだったが。

「すみません、羽麗うららのことを預かってもらってる上に、無理も言ってしまって」

「んーん、全然。むしろ羽麗うららちゃんのおかげで毎日潤うるおいまくりだし！」

　瞳ひとみを輝かがやかせて両手を組む相あい原はら先せん輩ぱい。かけているお手間はさておき、喜んでくださっているのは表情からして疑う必要はなさそうだ。

「本当にありがたいです」

「さ、あがってあがって。準備できてるからいつでもどうぞ」

「すみません、こんなことまでお願いしちゃって」

　お言葉に甘あまえて靴くつを脱ぬぎ、中に入らせて頂く。恐きよう縮しゆくしているのは女性の部屋にお邪じや魔まするからというのもあるが、これから自分がやろうとしている行こう為いがかなりご迷めい惑わくになりそうなのも理由として大きい。

「修おさむ。いらっはい」

　リビングに入ると羽麗うららはソファに寝ねそべったままクッキーを頰ほお張ばってるところだった。なんてふてぶてしい。それだけ打ち解けているとも受け取れるが。

「早さつ速そくはじめてもいいでしょうか？」

「うん、お手並み拝見」

　相あい原はら先せん輩ぱいに確かく認にんするとにっこり笑ってＯＫマークを作ってくれた。部屋の一角に空きスペースがあるので、そこにビニールシートを敷しかせてもらい、その上に羽麗うららを正座させる。

「ほら、これ」

　そして、昔から長らく使い続けている白いポンチョを差し出した。

「修おさむがつけて？」

「甘あまえすぎだっつーの」

　と、言いつつリクエストに応えてしまう情けなさよ。こうして、外見だけ成長した大きな子どもを育てあげてしまったのかもしれないと、今さらながらに反省の念を抱いだいた。

　とりかかろうとしてるのは、羽麗うららの散さん髪ぱつだ。美容院に行かなくなってから、せめて前まえ髪がみだけは目にかからないようなんとかしてくれと頼たのんだ結果、どういうわけか俺おれが切る羽目になってしまった。

　以来、大事な試合の前にハサミを握にぎるのが習慣になってしまっている。

「目、閉じてろよ」

「はーい」

　櫛くしで前まえ髪がみを持ち上げながら、少しずつ慎しん重ちように手を進める。昔は横一列にバサッと切り落としてしまっていたものだが、仕上がりが悪いと長らく罪悪感に苛さいなまれることが発覚したので、だんだん丁てい寧ねいにやるようになった。この前なんてうっかりヘアカットの専門書を買ってしまったり。実にムダな出費だ。

「うまいもんだね～。プロになれるんじゃない？」

　相あい原はら先せん輩ぱいが唸うなるように褒ほめてくれた。お世辞かもしれないけど、正直悪い気はしない。意外と凝こり性しようで、ハマり始めると突つき詰つめてしまう性格なのは自覚している。

「なるべく床ゆかに落とさないようにとは気をつけてますが、部屋を汚よごしてしまったらすみません」

「なに言ってんの。羽麗うららちゃんの髪かみなら私は煎せんじて飲みたいくらいだよ」

　それはやめておいた方が良いいと思います……。嫌いやな顔をされないのは有あり難がたいが。

「～♪」

　目を閉じたまま鼻歌を口ずさむ羽麗うらら。散さん髪ぱつ嫌ぎらいと言っていたクセに行動が矛む盾じゆんしている。まあ、整えるだけならすぐ終わるから耐たえられるのだろうけど。

　ちょきん、ちょきんとハサミの音が響ひびく。窓からは暖かな陽ひの光が射さし込こんでいた。
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　穏おだやかな午後が過ぎていく。なにも起こらない、幸せな時間。

　ずっとこうしていられたらいいのに。

　叶かなわぬ願いだからこそ、本気でそう強く思った。

「よし、完成」

　こつんと軽くおでこを指で押おしてやると、羽麗うららはぱちりと目を開いて前まえ髪がみをひと房ふさつまみ上げる。

　良いい出来だ。きっとますます、ゴスロリ姿が映はえてしまうことだろう。

　悪事に荷か担たんしたような後ろめたさと、誇ほこれる仕事をしたという自負。色んな感情が渦うず巻まいて、しばらく羽麗うららから目が離はなせなかった。

　運命の決戦まで、あと二日。
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　またしても目め隠かくしをされて、しばし車の揺ゆれに身を任せる。

「お待たせ。到とう着ちやくじゃ」

　そして再び、見覚えのある巨きよ大だいな地ち下か駐ちゆう車しや場じように降り立つ。足音が遠くまで響ひびき、むわっとした熱気の中で反はん響きようする。

　いよいよ、羽麗うららと俺おれが共に闇やみ金きん卓たつ球きゆうの舞ぶ台たいへ足を踏ふみ入いれる時が訪おとずれた。勝っても負けても、これが最初で最後の共きよう闘とうとなる。

　エレベーターに乗のり込こみ、無言で待つ。笹ささ島じま氏が押おした階は、前回と違ちがう。おそらく、選手控ひかえ室しつに向かうのだろう。

「やあ、久しぶり……でもないか」

　フロアに降りると、待ち構えていた影かげが二つ。不敵に笑う横よこ川がわさんと、無言で老人に会え釈しやくする前まえ田だ氏。既すでに横よこ川がわさんは着き替かえ終おえていて、紫むらさき色いろをベースにした絢けん爛らん豪ごう華かなゴスロリ姿だ。

「今日はよろしくお願いします」

「こっちこそ。こんな偶ぐう然ぜんは予想してなかったけど、やるからにはお互たがいベストを尽つくして恨うらみっこなし、でね」

　ぺこりと頭を下げた羽麗うららに、横よこ川がわさんは大げさな身み振ぶりを交え右手を差し出す。

「………………」

　二人が握あく手しゆする様子を、俺おれは無言で見つめ続けた。

　偶ぐう然ぜん、か。本心で言っているのだろうか。

　対戦カードは抽ちゆう選せんで決められた。俺おれもそう説明を受けた。

　そこになんの疑いも持たないほど、綺き麗れいな心の持ち主ではないが。

　とはいえ仕組まれたカードだと断ずる証しよう拠こもない。こうなったからには、もう流れに逆らえない。

　できるのは、最大限の警けい戒かい心しんを持って勝負に臨のぞむことだけだ。羽麗うららのデータを一度見られたのだから、なにか奇き襲しゆうを仕し掛かけられる可能性は考えておいた方がいい。

　しかし、俺おれもまた横よこ川がわさんのデータを見た。条件としては対等。臆おくする必要はない。

「………………」

　何度もそう自分に言いきかせる俺おれを、冷たく見下ろす前まえ田だ氏。嫌いやな目だ。心が読めない。

「運命的に揃そろった者たちじゃ。魂たましいが揺ゆさぶられるような激げき闘とうを期待しておるよ」

　満足げに自らの顎あごをなで回す笹ささ島じま氏。前まえ田だ氏に対する敵意は少しも感じられない。鞍くら替がえが円満に行われたというのは、どうやら間ま違ちがいなさそうだ。

「そろそろ着き替かえてきたら？　あんまり時間ないし」

　横よこ川がわさんに言われ、俺おれと羽麗うららはその場から離はなれ更こう衣い室しつに向かう。

　緊きん張ちようで、俺おれの掌てのひらはすでにじっとりと汗あせばんでいた。
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「よし、と。どうだ？　変なところないか？」

　羽麗うららに装備を整えさせて確かく認にんする。着付けにもだいぶ慣れてきたが、今日こそが大一番。ミスがないよう念には念を入れておいた方がいい。

「大だい丈じよう夫ぶ。修おさむ、着せるのも脱ぬがせるのも上う手まくなった」

「……そーだな。お前の身の回りの世話スキルだけは順調に育ってるよ」

「すばらしいことです」

　皮肉のつもりで言ったのだが、案の定通じてない。

「これからも精しよう進じんします」

「うん。ずっとお願いします」

　こくりと頷うなずく羽麗うらら。ずっと、ねぇ。けっこう問題発言のような気もするが、本人としては大して深い意味もなく言ってるんだろうな。

　もちろん、勝って日常に復帰することができたなら、今まで通りそうしていくつもりだ。この、卓たつ球きゆう以外ほぼ全てのステータスが平均以下の困った幼なじみを支え、ごく当たり前の日常を生きる。

　負けたら、どうなるのだろう。巨きよ額がくの借金を背負って『奈な落らく』とやらに堕おとされる。わかっているのはそれだけだ。羽麗うららとは共に居られるのか、それとも。

　どんな仕打ちが待っているのだろう。離はなれ離ばなれになって、もう二度と会えない。あるいは、それよりももっと辛つらく、悲ひ惨さんな境きよう遇ぐうに──。

　いかん、ダメだ。未知への恐きよう怖ふが身体からだを蝕むしばみ始はじめた。指先の震ふるえが止まらない。

「修おさむ」

「……っ」

　羽麗うららが正面から、俺おれを抱だきしめた。胸と胸が触ふれ合あう。羽麗うららに、俺おれのせわしない心臓の鼓こ動どうが伝わる。

「巻まき込こんじゃってごめんね。怖こわいよね。でも、私はうれしい。修おさむが傍そばにいてくれてうれしい。大だい丈じよう夫ぶだよ、安心して。私、勝つから。修おさむはなにも心配しなくていいよ」

「…………」

　まったく、情けない。共に戦うと決めたのに、一方的に慮おもんぱかられている。

　そしてなによりカッコ悪いのは、羽麗うららにそう言われてふっと心が軽くなってしまったことだ。

　そうだった。恐れる必要はない。羽麗うららの実力は、確実に横よこ川がわさん以上だ。俺おれはただ、その力を正しく導いてやりさえすればいい。

「そうだな。羽麗うららなら大だい丈じよう夫ぶだ」

「うん。信じて。よしよし」

　頭を撫なでられた。悔くやしいが、抵てい抗こうできない。

　こいつに一ひと泡あわ吹ふかせてやるとすれば、俺おれになにができるだろう。そうだな……例えば。

　いくつか試ためしてみたい手段が頭に浮うかんだ。我ながらキモい妄もう想そうが脳内を駆かけ巡めぐって、小こっ恥ぱずかしくなる。

「どうしたの？」

「…………なんでもない」

　アホか。現げん実じつ逃とう避ひしてる場合じゃなかった。

　……決めた。勝とう。勝って日常の中で、いろいろ仕し掛かけてやる。今まで勇気が出せなくてとてもできなかったようなことも、少しずつ、ひとつずつ。

「軽く作戦会議しておこう。まず、資金のことだけど。あの１００万、全部使っちゃって本当に良いいんだな？」

　事前に相談したことをもう一度尋たずねると、羽麗うららはすぐさま頷うなずいた。

「うん。修おさむのお金だもん。修おさむの好きにして」

　この闇やみ金きん卓たつ球きゆうに挑いどむにあたっては、初期資産を設定しなければならない。もちろん０円でエントリーすることもできるが、金を稼かせぐためにはなんのメリットもない。まずは確実に投資を奪うばいにいけるよう、持ち金は全て投じておくべきだ。

「わかった。しばらくはくるしいやり取りになるけど、羽麗うららを信じる」

「うん。任せて」

「とりあえずは基本、羽麗うららの自由に戦ってくれ。もし途と中ちゆうでなにか良いいデータが見つかったら逐ちく一いち報告する」

「ラジャー」

　敬礼のポーズを取る羽麗うらら。無む邪じや気きな仕草が、この張はり詰つめた場ではたまらなく頼たのもしかった。

「よし、時間だ。行こう」

　俺おれと羽麗うららは軽く拳こぶしをこつんとぶつけ合い、並んで歩き出す。いざ、決戦の舞ぶ台たいへ。
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『お待たせいたしました。間もなく、今こ宵よいのカードを開始いたします。斎さい木き羽麗うらら選手・坂さか井い修おさむ選手ペアと、横よこ川がわ梓あずさ選手・前まえ田だ和かず真ま選手ペアとの一戦。両チームともこれがデビュー戦となります。皆みな様さまふるってのご融ゆう資しをよろしくお願い申し上げます』

　黒服に導かれ、狭せまい通路から競技場へ向かっていると、出口からそんなアナウンスが聞こえた。日本語に続いて英語、そしておそらく中国語による案内がさらに続く。

　世界中から資金が流入してくるというのも、ハッタリなどではないのだろう。まったくもって狂くるっている。

　さっさと退散するしかない。狂きよう気きに吞のみ込こまれてしまう前に。

「…………行くぞ」

「うん、がんばるね」

　羽麗うららと頷うなずき合あい、スポットライトの下へ。歓かん声せいではなく、静かで重々しい拍はく手しゆが俺おれたちを迎むかえ入いれた。

　対とい面めんから横よこ川がわさんと前まえ田だ氏もやってくる。とても初試合とは思えない落ち着いた雰ふん囲い気き。

　もっともそれは羽麗うららも同じだ。大だい丈じよう夫ぶ、条件は対等。俺おれが気持ちで負けさえしなければ問題ない。

『トレーダーのお二方はモニタリングブースへ。プレーヤーのお二方はそのまま正面へお進みください』

　言われるまま、俺おれはいったん羽麗うららから離はなれ、ＰＣ端たん末まつの前に向かう。左右にアクリル板の仕切りがあって、半個室のような造りになっていた。なるほど、これなら敵トレーダーに肉声を聞かれる心配はなさそうだ。

　インカムを装着し、ウィンドウを立ち上げる。間ま違ちがいなく山やま中なか湖このホテルで見せてもらったのと同じシステムだ。その時点で罠わなにはめられていたという最悪の展開はとりあえず避さけられたか。

　ただ。

『行くよ、三度目の正直だ』

　インカムから横よこ川がわさんの声。気になるのは、彼かの女じよが妙みように落おち着つき払はらっていること。過去一度も勝てていない相手と戦うことになったのに、動じた様子がまったくない。あの自信はどこから来ているのだろう。

　あと、そういえば。横よこ川がわさんの声は俺おれも聞くことができるんだな。シャットアウトされているのはトレーダー同士の声だけか。

『よろしくお願いします』

　普ふ段だんと変わらずぺこりと頭を下げる羽麗うらら。以前は不快感を露あらわにしていた横よこ川がわさんだったが、今日はそんなそぶりも見せず静かに微笑ほほえんでいる。派手な紫むらさき色いろのゴスロリ姿と相まって、戦場の王おう妃ひのような気高さを纏まとっている。

「…………」

　俺おれは横よこ川がわさんのバイタルデータを一いち瞥べつした。心しん拍ぱく数すう、脈みやく拍はく、発はつ汗かん量りよう、全て正常値。ハッタリで演技している可能性はゼロ、か。

「ブラフで心理戦とか、無理だなこれ」

『え、なに？』

「あ。すまん、なんでもない」

　うっかり独り言を呟つぶやいてしまい、羽麗うららに問い返される。余計なことを喋しやべって邪じや魔まをしないようこれから細心の注意を払はらわないといけないな。

　さておき、バイタルデータが全て筒つつ抜ぬけになるから、この競技で外そと面づらの偽ぎ装そうは意味をなさない。常にポーカーフェイスである羽麗うららにとっては特に関係のないことだろうけど。

「羽麗うらら、落ち着いてな。あと、様子見しなくていい。最初から全力で行け」

『うん。わかった』

　とにかく、少なくとも横よこ川がわさんは勝算を得てこの場に挑いどんでいる。

　ならば小手先で策を弄ろうさず地力で圧あつ倒とうするのみ。俺おれが貢こう献けんできるかどうかなんて考えるな。ただ勝利という結果を残せばそれでいい。

『まもなく試合開始です！』

　始まる。一度ギュッと唇くちびるを嚙かんでから羽麗うららの横顔に念を送り、それからモニターに視線を落とす。

　すると、
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「……ん」

　各種データとは別に、こんなウィンドウが新たに立ち上がった。これがスコアボードの代わりになるようだ。

　ＳＣＯＲＥはそのまま点数で、ＷＩＮは制したゲームの数だろう。先にここが３になった側が勝者。

　そして、ＭＯＮＥＹ。このゴスロリ闇やみ金きん卓たつ球きゆうでしかありえない、特とく殊しゆすぎる値あたい。それぞれのチームの所持金だ。俺おれたちが持もち込こんだのは１００万ちょうどだから、『ｍ』の部分はミリオンの略だろう。

　つまり、羽麗うらら１００万円に対し、横よこ川がわさんの初期資金は７０００万円。

　……圧あつ倒とう的てきすぎる差に泣けてくるな。スタート時点で70倍とは。

　しかし、金をいくら積んでも卓たつ球きゆうで負ければ泡あわとなって弾はじける。逆に言えば、いくら最初の軍資金に差があろうと勝てば関係ない。勝負を制した時、財産のバランスも自然と変化していることだろう。

『ただ今より投資を受け付けます。皆みな様さま、ふるってご応おう募ぼ下さい』

　試合が始まる前に、早くもモニターの数値が変化する機会が。誰だれか、俺おれたちにポンと金を預けてくれる目の肥えた資産家はいないものか。

　そう思った瞬しゆん間かん、画面に動きがあった。
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「……冷れい淡たんなことで」

　むしろ差が開いてしまった。現実は厳しい。しかし投資戦略としては当然だろう。このゲーム、基本的には多く金を持っている方が有利。金で金を呼びこんで資産を雪だるま式に膨ふくらませていくのが王道の戦い方になる。

　それが不可能なら、地道に卓たつ球きゆうの実力をアピールしていくしかない。

　当然、もとよりそのつもりだ。

『試合開始！　横よこ川がわ選手のサーブ権です。レバレッジ設定をお願いします』

　ボールが相手側に手て渡わたされた。どうやって最初のサーブ権が決まったかわからなかったが、おそらく機械で自動的に抽ちゆう選せんされるのだろう。これだけデジタル化されているのだからその方が自然だ。

『……ふーん、そう。ま、最初だしね。焦あせることはないか』

　横よこ川がわさんのつまらなそうな声が聞こえた。

『レバレッジ設定は１００万円です』

　続いてそのようなアナウンスが。前まえ田だ氏はミニマムベットを選んだということか。

　こちらとしては良かったのか、悪かったのか。大きく強気に出てくれれば一気に資金量の差を詰つめることも可能だったわけで。とはいえ今回は５ゲーム制。ある程度流れが摑つかめてくるまでは静かな立ち上がりの方が理想的にも思える。

『いくよ……ッ』

　横よこ川がわさんのサーブでついに戦いの火ひ蓋ぶたが落とされた。

『んっ』

　羽麗うららのレシーブがバックに突つき刺ささる。やや体勢を崩くずされつつも、それを拾う横よこ川がわさん。

　初手から、緊きん張ちよう感かんのあるラリーがしばし続くことになった。

「…………」

　まずは画面ではなく、実際の試合の方をじっくり観察する俺おれ。ホテルの試合通りなら、羽麗うららは横よこ川がわさんのことを圧あつ倒とうできるはずなのだが。

『フッ！』

『んっ！』

　ラリーの決着がつく気配はまだない。

　……やっぱり、格段に切れ味が違ちがう。笹ささ島じま氏が言っていたとおり、最初の対戦の時はのらりくらりと資金を貯ためるべく、本気で戦っていなかったということか。

　これで油断の余地はなくなった。しかし、それでも。

『やっ！』

『……っ!?　くそ、やっぱ鋭するどいわ』

　羽麗うららが静せい寂じやくを切きり裂さくようなドライブを決めた。よし、最初の１点を獲かく得とく。資金も２００万円に増えた。
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「お」

　安あん堵どして画面を確かく認にんすると、想定よりも大量の収入があった。どうやら誰だれかが投資してくれたらしい。しかも１０００万円も。

「ありがたき先見の明」

　思わず顔を上げ、オーディエンスがいるであろう闇やみの向こうに頭を下げる俺おれ。

　しかしこれ、資産が増えると思った以上にテンション上がるな……。なんか、射幸心を煽あおられるというか。

「っと、いけないいけない」

　楽しんでる場合じゃない。油断するな。俺おれは俺おれの仕事を淡たん々たんとこなさなければ。

　あとそう言えば今気付いたけど、横よこ川がわさんの名前の後ろについている『○』はサーブ権、ならびにレバレッジ設定権の所在を示しているのだろう。

『レバレッジは引き続き１００万円です』

　再び横よこ川がわさんのサーブ。もう一度ミニマムベットだ。次のサーブ権は羽麗うららに移るから、今度は俺おれが設定する番。いくらにするか考えておかないと。まあ、しばらくは１００万のままで良いいと思うが。

『行くよッ！』

　横よこ川がわさんのサーブ。モーションからすると、おそらく下回転。ストレートが多い印象だったが過去にないバリエーションを見せてきた。

『ふっ』

　しかし羽麗うららは難なく対応。再びラリーが始まり、二人は拮きつ抗こうする。

「（消極的……なのか？）」

　羽麗うららの集中力を乱さぬよう声には出さず、心の中で呟つぶやく。序じよ盤ばんから果か敢かんに強打を繰くり返かえす羽麗うららに対して、横よこ川がわさんはしぶとく応戦している……とも受け取れるのだが、俺おれの目にはどちらかというと守りに徹てつしてひたすらラリーが継けい続ぞくするよう誘ゆう導どうしているように見える。立ち位置がずいぶん後ろだし、返球に力感がない。

　もちろん防戦一方になって自ら動けない状じよう況きようなだけ、という可能性もあるのだが。

「…………」

　ラリーが続く卓たつ球きゆう台だいから目を離はなし、モニターでデータにあたる。横よこ川がわさんの心しん拍ぱく数すう、発はつ汗かん量りよう……その他。全て増えてはいるが、実に穏おだやかな範はん囲いだ。むしろ心しん拍ぱく数すうは羽麗うららの方がいくらか多く上じよう昇しようしている。

　消しよう耗もうを狙ねらっている？　まあ、有り得ない作戦じゃない。

　でも、だとしたら少し羽麗うららのことを見くびりすぎなようにも思う。技術のみに留とどまらず、羽麗うららはスタミナも無む尽じん蔵ぞうだ。消しよう耗もう戦せんは、むしろ横よこ川がわさんの勝利の可能性を奪うばう悪手になってしまう気がしてならない。

　この前のデータを見て、羽麗うららの体力面を疑った？

　そんな数値はどこにも見受けられなかったはずだし、もし仮になにか異常値が出ていたとしてもそれは盛せい大だいな誤読だ。

　５ゲームマッチで羽麗うららをバテさせることなんてできない。それは調べるまでもなく俺おれにとっては確固たる事実だ。

「（……そういえば）」

　不可解さを拭ぬぐえないまま、俺おれはふと思い立ってウィンドウを立ち上げた。参照したのは、横よこ川がわさんの重心バランス。

「（やっぱり）」

　後こう傾けいしている。それもかなりハッキリと見て取れるほどに。

　どうする。ネット際ぎわに落とせば横よこ川がわさんはおそらく拾えない。難なく２点目をもらいに行ける場面だが。

「（……やめよう。まだ早い）」

　出しかけた声を吞のみ込こむ。ネット際ぎわの攻せめが増えれば、横よこ川がわさんは自然とクセを修正してしまうだろう。こんな序じよ盤ばんの得点で意識させてしまうのはあまりにもったいない。

「羽麗うらら、その感じだ。ロング中心にまっすぐ攻せめよう」

　むしろ、今は逆に搦からめ手てを極力減らすべき。その方が、もっと重要な場面でこのデータが活いきる。

『やっ！』

『…………ぐ！』

　羽麗うららのバックスマッシュが炸さく裂れつ。連続でこちらに得点が入った。

　大だい丈じよう夫ぶだ、無む駄だに恐おそれるな。ただ、羽麗うららの地力を信じ続けていれば良いい。
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　このやりとりでさらにこっち側に資金が入ってきた。ほんの数分の間に、音もなく３０００万円が積まれる世界……。寒気すら覚える速度感だ。

　つくづく、自分がプレーヤーでなくてよかったなとため息が漏もれる。もしバイタルデータを計測されていたら、あまりに乱れまくった数値が晒さらされ失しつ笑しようを浴びていたに違ちがいない。

『いきます』

『さすがになにもかも温存してたら勝負にならないか。……いいよ、来な。少し予定を繰くり上あげることにする』

　サーブ権が移って羽麗うららがトスの体勢に入る。なおレバレッジは予定通り１００万で様子見だ。

『ふっ！』

『嫌いやなとこ攻せめるね～っと！』

「ん!?」

　横よこ川がわさんが羽麗うららのドライブを返した瞬しゆん間かん、思わず声が出た。明らかに今までとは異質の打ち方だったせいで。

　ボールが台の底に沈しずむ寸前まで引き付けて、ラケットで切るように回転を加えていた。ハッキリそれとわかるようなカット球が羽麗うらら側のコートでバウンドし、イレギュラーにその軌き道どうを変える。

『ふっ』

『どんどん行くよ！』

　やや勢いを削そがれつつも、回転を読み切って叩たたき返かえす羽麗うらら。対して横よこ川がわさんはまたしてもカット球を選せん択たくした。

『あ』

　果か敢かんにスマッシュで応じた羽麗うららだったが、ボールは台をオーバーしてアウトになってしまう。バウンド後の減速が予想よりも大きかったのだろう。

　これで１点を失った。それは別に良いい。卓たつ球きゆうという競技の特性上、ある程度のレベル以上の選手同士で戦ってストレートに決まるなんてことは滅めつ多たに起こり得ない。

　気になるのは横よこ川がわさんのカットがかなり堂に入っていたことだ。付つけ焼やき刃ばでは絶対にない。むしろ、こっちが本職……？

　速攻型のプレーもハイレベルだから生きつ粋すいのカットマンということはないだろうが、フォームから迷いを一いつ切さい感じなかった。

　どこにどう打てば良いいか身体からだに染しみついてる。そんな感じだ。

　伝家の宝刀を抜ぬいたか？　そしてこれが、戦前の自信の根こん拠きよ？

　だとすると、なるほど。少しばかり面めん倒どうな展開になるかもしれない。
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　しばらくゲームが進んで、依い然ぜん羽麗うららが優勢。だが、横よこ川がわ選手側の得点もじわりと増えてきた。

「く……！」

　そしてまたもう１点奪うばわれた。エッジイン。台の縁へりに当たって真横に飛んでいくあの球筋を処理することは、いかに羽麗うららとて簡単ではない。

　カット中心に攻せめられるとどうしてもこの手の防ぎようがない状じよう況きようが生まれてしまう。『紛まぎれ』を恐おそれるという意味でなら、なるべく避さけたいタイプの相手だ。

　オーディエンスもそれを察してか、点差の割に羽麗うららへの投資が増えなくなった。対して劣れつ勢せいの横よこ川がわさんにもいくらか資金が流入している。彼かの女じよのカットは、期待するに相応ふさわしい精度だと受け止められたのだろう。

「………………笹ささ島じま、さん」

　顔を上げると、正面の観覧席に偶ぐう然ぜん老人の姿を発見した。顔もハッキリ見えるが、表情から喜き怒ど哀あい楽らくは読み取れない。

　果たしてなにを思っている？

　羽麗うららの滑すべり出だしに安あん堵どしているか、それとも。
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　第１ゲームが決着。羽麗うららは無事勝利を収めた。ＭＯＮＥＹ欄らんは三桁けたに。つまり、資金が１億円を突とつ破ぱしたということだ。

　このまま勝利したとしても全てが羽麗うららのもとに入るわけじゃないから厳密には違ちがうのだが、借金を全て吹ふき飛とばして余りある額を、羽麗うららはラケット一本で稼かせいでしまった。

　やっぱりスケールが違ちがう。大だい丈じよう夫ぶだ、お前なら勝てる。

『さーて、チェンジコートチェンジコート』

　横よこ川がわさんが未いまだに余よ裕ゆう綽しやく々しやくなのは、正直気にせずにはいられなかったが。

　確かにカットの精度はすごい。羽麗うららでも返せない会心の球が何度もあった。

　しかしそれでも、やはり圧あつ倒とうしたのは羽麗うらら。横よこ川がわさんは、勝利どころか１ゲーム取ることすら怪あやしい状じよう況きようであると見ても、慢まん心しんではないように思える。

　だからこそ、なんだか嫌いやな感じだった。
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　違い和わ感かんは、第２ゲームの中ちゆう盤ばんで確信に変わった。
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　依い然ぜん優勢なのは羽麗うらら。内容だけ見れば圧あつ倒とう的てきに攻せめ込こんでいる。なのに、点差は拮きつ抗こうしてしまっていた。

　おかしい。なにかが。

　少しずつ、だが確実に。羽麗うららの卓たつ球きゆうが得体の知れぬ霧きりに浸しん食しよくされつつある。

『…………っ』

　ぐっと汗あせを拭ぬぐう羽麗うらら。その表情にはどこか困こん惑わくの色が見てとれた。ゴスロリのドレスだから暑い、という部分も当然あるはず。だがデータを見ても、この第２ゲームから急激に発はつ汗かん量りようが増えている。本人も突つき放はなせないのが不思議でしかたないのだろう。

　ただ、心しん拍ぱく数すうや呼吸数には大きな変化がなく、非常に安定している。羽麗うららのメンタル面が崩くずれて抵てい抗こうを許しているわけではない。それは数値が物語っている。




　ならばやはり、横よこ川がわさんの方が上り調子ということか。
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　第２ゲームも羽麗うららが制した。しかし、まったく余よ裕ゆうなど見いだせない辛しん勝しよう。資金の流入具合から鑑かんがみるに、オーディエンスはむしろ粘ねばっこい横よこ川がわさんのカット戦略の方に面おも白しろみを見いだしているのかもしれない。

　事実、横よこ川がわさんの攻こう撃げきはゲームが進むほどに鋭するどくなっていった。

『おっけ。大だい丈じよう夫ぶ。もう完全に摑つかんだ』

「……え」

　唐とう突とつに横よこ川がわさんが呟つぶやいた。前まえ田だ氏との応答だろうか。摑つかんだ……なにを？

　まさか、羽麗うららのクセかなにかか？

　バカな。卓たつ球きゆうキラーマシーンみたいな羽麗うららに、そんな逆手に取れるようなクセなんてあるはずがない。データを参照しても、異常な数値なんて見当たらなかった。

　それとも、俺おれがただ気付いていないだけだとでもいうのか……？

　不安を嘲あざ笑わらうかのように、横よこ川がわさんがまっすぐ俺おれの方を見た。

『あのさー少年。もし君の大事なオモチャ、壊こわしちゃったらごめんねぇ♪』

　愉ゆ悦えつと嗜し虐ぎやく性せいをまぜこぜにしたかのような、歪ゆがんだ笑えみ。

　俺おれは今初めて、横よこ川がわさんの『素す顔がお』を目にしたのかもしれない。
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「修おさむ、ごめんね。心配かけて」

　チェンジコートの間にミーティングが許されているので、羽麗うららと感かん触しよくを確かめ合うことにする。ここまで接戦になってしまった理由が摑つかめると良いいのだが。

「大だい丈じよう夫ぶだ。勝ってるんだから。それよりどこか調子悪かったりしないか？」

「私はいつも通り」

　そうか……。確かに羽麗うららが精せい彩さいを欠いてるわけではないし、バイタルデータを見ても発はつ汗かん量りよう以外は実に安定している。その発はつ汗かん量りようにしたって、横よこ川がわさんの粘ねばっこいカット攻こう勢せいに付き合って打数が増えていることを考えれば別に驚おどろくような数値ではない。

「なら、やっぱり相手が強くなってる……？」

「わからないけど、たまにすごくやりづらい時がある」

　やりづらい、か。確かにそんな感じだ。羽麗うららが押おしているように見えるのに、なぜか最終的には横よこ川がわさんに得点をかすめ取られる。

　執しゆう念ねんによる粘ねばり勝がちなのか、それとも別の……。

「しっかりデータ見ておく。なにかわかったら伝える」

「うん、ありがとう」

「もう２ゲーム取った。あと１つで終わりだ」

　５ゲームマッチだから、もう羽麗うららはリーチをかけている。多少もつれても心配ない。あと１ゲームも奪うばえないなんてことは考えにくい。
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　そんな楽観が打うち砕くだかれるのに、大して時間は必要なかった。

「噓うそだろ……」

　羽麗うららが、連続で５失点……？　今まで一度も見たことがない、悪夢のような光景だった。

　もはや疑いようもない。こちらにとって不都合なデータが開示されている。それに俺おれは気付いていなくて、前まえ田だ氏と横よこ川がわさんには見えている。

　非常にマズい。イーブンな条件の卓たつ球きゆうならば羽麗うららが負けるはずないのに、こうも圧あつ倒とうされるということはよほど致ち命めい的てきな情報だ。

　このままだと、終わる。俺おれと羽麗うららの日常が、奈な落らくの底に沈しずむ。

「…………っ」

　血ち眼まなこになってデータを洗う。しかし、やはり羽麗うららのバイタルデータからあからさまな異常は読み取ることができなかった。これほどハッキリと攻こう略りやくされているのだから、微び細さいな情報だとは思えないのだが……。

　一見なんに使うかわからないような、専門的なデータの中に答えが隠かくされているのだろうか。しかし、お互たがいの数値を晒さらし合あったのは今この時を除けばたった一度きりだ。あの限られた時間で、前まえ田だ氏は一体いくつの数値をチェックし、読み解くことができたというのだろう。偶ぐう然ぜん見ていたマニアックなデータの中に、羽麗うららの致ち命めい的てきな弱点があった？　そんなの、砂さ漠ばくで金の針を拾うよりも低い確率のように思える。

『いやー頭抱かかえてるね少年。いいよー最高。できることならずっと眺ながめてたい』

　試合中にも拘かかわらず俺おれの方へ視線を向け無む駄だ話ばなしをする横よこ川がわさん。なんという不ふ遜そん。それだけ、勝利を確信しているということだろうか。

『教えてあげよっか？　あたし大だい躍やく進しんの理由』

「え？」

　目を見開く。本気で言っているのか？

『なんてね、教えるわけないっしょ。何百回、何千回と見返してやっと摑つかんだネタだ。１億円積まれたって売る気はない』

「………………………………」

　愕がく然ぜんとした。聞き出せなかったからではない。そんなのは初めから期待していない。

　自分の犯おかしたミスの大きさにやっと気付いて、愕がく然ぜんとした。

　バカだ、俺おれは。一度きりじゃない。

　同条件でこの戦いに臨のぞんでいるなんて、幻げん想そうも甚はなはだしい。

　横よこ川がわさんに呼ばれ、疑ぎ似じマシンで練習試合をしたのはお互たがい一回。

　しかし、俺おれたちは残してきてしまった。記録ログを。

　こちらが帰った後も横よこ川がわさんたちはデータを洗い放題だった。だから、リアルタイムでしか参照できなかった俺おれとは情報価値に雲うん泥でいの差さが生まれた。

　そうして見つけたのだろう。なにか、羽麗うららの卓たつ球きゆうに関する重要なウィークポイントを。砂さ漠ばくの砂を一ひと粒つぶずつ吸い上げるようにして。

　卑ひ怯きようだとか、騙だまされたとは思わなかった。

　完全に自分のミスだ。なぜ、のこのこと誘さそいについて行ってしまったのか。

　……欲をかいた。トレーダーとしての能力を、少しでも身につけられるようにと。

　羽麗うららの役に立ちたいと思ったが故ゆえの短たん絡らく的てきな行動で、思いっきり足を引っぱる結果になってしまった。なぜ、力を信じてどんと構えていられなかったのだろう。

　情けなくて、申し訳なくて、涙なみだが出そうになる。

『修おさむ、大だい丈じよう夫ぶ。心配しないで』

　そんな俺おれの顔を見て、羽麗うららが微笑ほほえんだ。なんて、強い。こんな時でも一いつ切さい動じず、戦意を保ち続けている。

　これが斎さい木き羽麗うららという選手だ。

「っ！」

　目元を拭ぬぐい、羽麗うららに頷うなずいてから画面に気持ちを戻もどす。

　まだだ。まだ試合は終わっていない。

　見つけて取り除くしかない、羽麗うららの力に干かん渉しようするノイズを。

　それができなかったら、今度こそ俺おれはもう羽麗うららの傍そばにいる資格を失う。

　諦あきらめるな。どこから手を付けて良いいのかわからないが、必ず答えは存在する。だからこそ羽麗うららは思わぬ苦戦を強しいられているのだ。

　些さ細さいではない、明らかな異常値。知識がなくても、それならばきっと見つけることができるはずだ。

　俺おれは手て当あたり次し第だいにウィンドウをクリックし、見たこともないデータをその場で理解すべく脳みそをフル回転させる。

　高校受験の時だって、これほどまで対策の甘あまさを悔くいたりはしなかった。
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　第３ゲームは、完敗で失う。しかし羽麗うららは何度も気き迫はくのこもったスマッシュとドライブを叩たたき込こみ、必死の抵てい抗こうを見せてくれた。おかげでこっちに逆張りで追加資金を投じてくれた人もいたようだ。

『あっぶな。６点も取られちゃうとか。あんたマジで卓たつ球きゆうだけなら世界狙ねらえるんじゃない？』

『ほんとう？』

『……ぷくく、卓たつ球きゆうだけなら、だけどね』

　とはいえ横よこ川がわさんの自信は一いつ切さい揺ゆらいだ気配がない。翻ひるがえって、まだ羽麗うららには致ち命めい的てきな問題が残ったままであるということだろう。

　いまだに信じがたい事実なのだが。何度も思う。フィジカルもメンタルも羽麗うららほど安定していてバランスの良いい選手はそういないはずだ。俺おれにはそこをどうやっても疑うことができない。





＊






　第４ゲーム。俺おれはしばしモニターから目を離はなして、もう一度直接試合を観察してみることにした。

　プレースタイルからヒントが見つかるかもしれない。手て当あたり次し第だいに数値を斜ななめ読よみするよりは、かえって効率的である可能性がある。

「…………なるほど」

　しばし勝負の様子を見守り、俺おれは親指を嚙かんだ。

　羽麗うららの問題点は突つき止とめられていない。けど、横よこ川がわさんがどうやって羽麗うららから点を奪うばい続つづけているのかは理解できた気がする。

　カット中心でゲームを組み立てているのは序じよ盤ばんと変わらない。しかし、何度かの応戦ののち、急にスピードのあるドライブやスマッシュに切きり替かえてくる。これが面おも白しろいように決まるのだった。

　言わずもがな、緩かん急きゆうをつけるというのは卓たつ球きゆうの基本戦略そのものだから、特に珍めずらしい戦い方だというわけではない。だからこそ余計に気になる。これくらいの揺ゆさぶりが羽麗うららの苦戦の原因になるとは思えない。

　なのに、決まるのはやはりカットから強打に切きり替かえた瞬しゆん間かんだ。

　……なにかある。それは間ま違ちがいない。

　しかし、たどり着けたのはそこまでだった。
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　第４ゲームも、羽麗うららの敗北。ついに２ゲームずつを分け合う形になってしまった。

　そして次がファイナルゲーム。制した方が、自動的に勝者となる。

　いまだ状じよう況きよう打だ破はの手がかりには至れず。資金の流入具合から見てもわかる通り、もはや横よこ川がわさんチームの勝利を疑わぬ人間の方が圧あつ倒とう的てき多数派。

　残された時間は少ない。





＊






『さーて皆みなさんお待ちかね。いよいよ収しゆう穫かくタイムに入りますか。ジャブジャブつぎ込こんじゃってね、あたしのお財さい布ふに♪』

　第５ゲームが始まるや否いなや、いきなり大きな動きがあった。

『レバレッジ設定……３０００万です！』

　会場の空気が一変したことを肌はだで感じる。いよいよ仕し掛かけてきた。今まで１００万で固定だった１点の価値が、30倍にまで高まる。

　奇くしくも……いや。おそらく意図的に、ホテルで戦った時に受けたダメージと同額だ。嫌いやな思い出で心理的に圧あつ迫ぱくして、さらに勝利を盤ばん石じやくにする狙ねらいだろう。確かに、心臓が軋きしむかのようなプレッシャーが背後からのし掛かかってきた。

　おそらくここから、投資金額は加速度的に増える。そのほとんどが横よこ川がわさん側に投じられるだろう。

　予感は、果たして現実となった。
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「10億……」

　２点先取されただけで、いきなり天文学的な差が生まれた。遥はるか遠とおい、霊れい峰ほうのような金額差。これが現状の、俺おれたちに対する査定だと突つきつけられた気がして、心折れそうになる。

　それ以上に、こちら側の６０００万のマイナス。一気に億を割わり込こみそうになる損失。これが想像以上に堪こたえた。人間はなにかを手に入れる喜びよりも、なにかを失う悲しみの方を大きく感じてしまう生き物だと本で読んだ気がするが、それを肌はだで実感させられた。

　たった二球で６０００万円が幻まぼろしのように立ち消えてしまう世界。このまま気絶してしまえればどんなに楽だろう。

　だが、諦あきらめるわけにはいかない。俺おれひとりの勝負じゃない。羽麗うららの人生が懸かかっているのだ。

『レバレッジ設定をお願いします』

　サーブ権は羽麗うららに移ったので、今度は俺おれが額を決める番だ。

「…………羽麗うらら。仕し掛かけるぞ」

『いいよ。修おさむに任せる』

　このままズルズルと負の連れん鎖さを重ねるわけにはいかない。ここであえて前に踏ふみ込こむ。

「………………１億１０００万、お願いします」

　今出せる全額を、場に。

　そしてもう一度、流れを摑つかみ直なおしてみせる。

『へー。ずいぶん強気じゃん』

　低い声で笑う横よこ川がわさん。ヤケクソになったと呆あきれられているか。

　だとすれば非常に好都合。無む謀ぼうでも、蛮ばん勇ゆうでもないつもりだ。

　羽麗うららの問題を解決できないままでも、こちらから仕し掛かける手立てはひとつ残っている。

　今まであえて触ふれずに来た横よこ川がわさんの悪あく癖へき。

　この一いち撃げき必ひつ中ちゆうとなる場面で、そこを突つく。

『…………』

　羽麗うららが無言でサーブの構え。やるべきことはもう伝えてあるから特に指示は必要ない。

　フォアロングに刺ささる素す直なおな軌き道どう。それを横よこ川がわさんはやはりカット球でレシーブ。

　ここだ。今までならスマッシュかドライブで返していたこの球を、ツッツキでネット付近に落とす。常に後こう傾けい気ぎ味みで構えている横よこ川がわさんは十中八九この揺ゆさぶりに対応できない。あえて今までそこを狙ねらわず布石も打っておいた。

　一度限りの奇き襲しゆうなら、かなりの確率で決まるはず。

　そう信じ切って顔を上げた瞬しゆん間かん、悟さとった。

　なにもかも掌てのひらの上で転がされていたという事実に。

『……あ』

　羽麗うららがボールを捉とらえるよりも先に、横よこ川がわさんは台へ覆おおい被かぶさるように前ぜん傾けい姿し勢せいを取っていた。八や重え歯ばを剝むき、嘲あざ笑わらう。罠わなを仕し掛かけたつもりで、自ら蜘く蛛もの巣すに飛とび込こんできた浅はかな俺おれのことを。

　返球を即そく座ざに力の限りスマッシュする横よこ川がわさん。まだモーションから戻もどりきっていない羽麗うららに、もはや抵てい抗こうする術すべはなかった。

『残念だったなあ少年。ま、しかたないよ。まだ高校生だもんね、穴があったら挿入いれてみたくなるのも若さってヤツだ。キャハハ』

　無力感で、声も出ない。

『もう、こっちの方の手は使うまでもないかなって思ってたんだけど。でもま、一応準備しておいたのが無む駄だにならなくてよかったよ。ありがとう、感謝感謝』

　データが全て公おおやけにされるがゆえ実現可能な、引っかけ。横よこ川がわさんはわざと重心を後ろに倒たおした状態で台の前に立ち続けた。いざという時突つくべき隙すきがあると、俺おれに思おもい込こませるために。

　そしてまさしく『ここぞ』という場面で、攻せめてしまった。ありもしない虚きよ構こうの弱点を。

　当然、横よこ川がわさんには俺おれたちがどこにどんな球を放ってくるか、手に取るようにわかる。だからあとは、刈かり取とるだけ。

　勘かん違ちがいだった。俺おれがこの場でなにかできるという思おもい込こみ、その全てが。

　これでスコアは０─３。

　そして、それ以上に大きな問題は。
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　資金、ゼロ。

　こちらがサーブ権を持つ間、金を奪うばうことはできない。その状態から、おそらくもはや脱だつする術すべさえ失った。２点や３点決めようと、もうこちら側に投資してくれる人は現れないだろう。

　だから、あとは借金が膨ふくらんでいくばかり。

　終わった。なにもかも。

　こんな足を引っぱるだけの無能に、羽麗うららの弱点なんて見つけられるはずがない。

　頭を抱かかえ、嘔おう吐と感かんを堪こらえる。

　本当はもうなにもかも投げ捨てて屈くつ服ぷくしてしまいたいくらいだった。羽麗うららの存在がなければ間ま違ちがいなくそうしていただろう。

　視界の外で、ピンポン球の乾かわいた音が響ひびく。羽麗うららはきっと今もなお諦あきらめていない。まだ自分の力で勝利を摑つかめると、信じている。

　眩まぶしくて、顔を上げることができない。なんの打開策も見いだせないまま、俺おれは苦くるし紛まぎれに羽麗うららのバイタルデータを呆ぼう然ぜんと眺ながめ続つづけた。

　…………すごいな、本当に。信じられない。この期ごに及およんで、全てのデータが静せい穏おんを保ち続けている。心しん拍ぱく数すうも安定しているし、呼吸回数も一定。一定すぎて気持ち悪いくらいだ。

　データの表示形式を変えてみてなおさら舌を巻いた。リアルタイムから遡さかのぼって、一分間に52回。次も52回。次も、そのまた次も。どこまで遡さかのぼっても、羽麗うららの一分あたりの呼吸回数はずらりと同じ数字だけが並んでいた。

　安定しすぎていて、もはや逆に異常──。

「…………………………………………え」




　──全身が、雷かみなりに打たれたかのような衝しよう撃げき。




　髪かみが逆立つような感覚と共に、俺おれはモニターに全神経を集中した。

　そうだ、異常だ。羽麗うららのこの呼吸の安定感、常人では考えられない。スポーツの最中なのだから、普ふ通つうはもっとブレるはずだ。時々止まったり、速まったりしなければおかしい。

　だから、通常であれば他人の呼吸のペースなんて読めるはずがない。

　しかし、羽麗うららに限って言えば。

「………………」

　もう一度、羽麗うらら本人と自分の目で向き合う。モニターに映し出される羽麗うららの呼吸データと、何度も何度も見比べながら。

「そういう、ことか……」

　理解した。ようやく。横よこ川がわさんたちが仕し掛かけてきた策の全ぜん貌ぼうを。

　大半がカット球であること自体には、大きな意味はない。それはあくまで副次的なもので、回転によって羽麗うららを追おい詰つめる意図はない。

　戦略の要は、球速。

　横よこ川がわさんのカット球は、すべて羽麗の呼吸リズムとシンクロする速度で打たれている。

　そして、機を見てスピードボールを叩たたき込こむ。それまで非常に心地ここちよいリズムで続いていたラリーが唐とう突とつに乱れ、反応に『時差ボケ』のようなものが生じる。

　羽麗うららとて、そんな風に生理現象を利用して揺ゆさぶられたら、さすがにひとたまりもなかったということか。

　これで序じよ盤ばんにやたら時間を使っていた理由もわかった。羽麗うららの身体からだが温まって、呼吸が安定するのを待っていたのだ。

　それにしても。横よこ川がわさん、やっぱりもの凄すごい技術の持ち主だ。羽麗うららの異常なデータに着目するところまでは理解できるが、どんな鍛たん錬れんを積めば短期間でこんな攻せめ口ぐちを実現できるというのか。

　改めて、なんて世界に飛とび込こんでしまったのだと息が漏もれる。ラケット一つで裏社会の金きん融ゆうに殴なぐり込こみをかける人間がどれほど常じよう軌きを逸いつしているのか、思い知らされた。

　早く逃にげ出ださなければ、確実に取って食われる。
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　戦局はさらに進んでしまっている。なんとかしなければ。

　しかし、どうやって？

　手品の種は割れたが、対策はまだ思いつかない。

「く……タイムアウト！」

　横よこ川がわさんが８点目を取ったところで、我が慢まんできず声が出た。一試合に一分だけ認められている権利を行使し、羽麗うららを自分のすぐ傍そばまで呼び寄せる。

　あまりにも短すぎる時間だ。対策を見つけてからの方が理想的なのだが、これ以上点を失うともはや取り返しがつかなくなる。強制的にでも一度流れを止めてしまうしかない。

「修おさむ、ごめんね。全力なんだけど」

「大だい丈じよう夫ぶだ。見つけた。羽麗うららが攻せめ込こまれてる理由がわかった」

　早口でそう伝えると、羽麗うららにしては珍めずらしいほどの笑えみが顔中に広がった。

「やっぱりさすがだね、修おさむ。ありがとう、信じてた」

　自己否定のどん底にいたから、涙なみだが出そうになるほど嬉うれしい。

　だがまだ喜ぶには早すぎる。どうすべきか。それを見つけなければ水すい泡ほうに帰す。

　問題は、羽麗うららの呼吸が安定しすぎていること。ならば結論は簡単だ。乱せば良いい。ランダム要素を織おり込こんでやることで、横よこ川がわさんの今の戦略は意味を成さなくなる。

　悩なやむべきは、乱す方法。まず思いつくのは、羽麗うららに意図的な呼吸操作を自分でやってもらうこと。ものすごく速く呼吸し続けてくれとか、何秒ごとに何秒息を止めてくれとか、そういう指示を出す。

　……正直、あまり良いい結果にならないような気がする。相手は横よこ川がわさんだ。元より実力者だとは思っていたが、呼吸と球速を合わせるという離はなれ業わざを続けていたことが発覚してますます評価を上げざるを得ない。

　そんな相手に、卓たつ球きゆう以外のことに気を取られていて打ち勝てるだろうか？　いくら羽麗うららでも難しい気がする。

　だから羽麗うららになにかさせる、という選せん択たく肢しはあまり取りたくない。理想は、俺おれが羽麗うららの内面をある程度かき乱してしまうこと。驚おどろかすとか、怒おこらせるとか。そうすればバイタルデータの異常な安定は保てなくなるはず。

　しかしそれもまた難題中の難題。相手は他でもない羽麗うらら。この期ごに及およんでまったく動じた様子もないこの幼なじみに、どうやってサプライズを与あたえるというのか。

　しかも、効果が一いつ瞬しゆんで途と切ぎれてしまうようなものではいけない。羽麗うららがここから勝利まで持もち込こむには最低でも９点奪だつ取しゆが条件。ちょっとびっくりしたくらいでは最後まで動どう揺ようし続つづけてはくれないだろう。

『タイムアウト、残り二十秒です』

　いけない！　時間がない！

　ないか、なにか。羽麗うららが激しく取り乱した過去の記き憶おくは──。

　ダメだ、まったく思おもい浮うかばない。乱れ、という概がい念ねん自体がそもそも羽麗うららの対極にあるようなもの。だからこそ呼吸数の安定などという本来プラスにしかならなそうな要素を逆手に取られてしまったのだ。

　万ばん事じ休きゆうすか。試合再開まであと十秒かそこら。せっかくここまでたどり着いたのに、最後のチャンスが指の間から滑すべり落おちてしまう。

　……いや、諦あきらめるな。せめて見み逃のがし三さん振しんは絶対に避さけよう。ダメならダメで、なにかやって終わらなきゃ一生後こう悔かいする。

　過去の記き憶おくには答えがない。だから、まだ羽麗うららが経験していないこと。経験していないと俺おれが知っていること。そして、驚おどろかせる可能性を秘めていること。

　そんなことを、やらなければ。

『残り五秒！』

「…………………………」

　あらゆる意味で。ここから数秒間の出来事を、俺おれは一生忘れたりなんかしないだろう。

　結局はただのエゴだったのかもしれない。

　勝利のためという建前のもと、俺おれはむしろ自分自身が最も後こう悔かいしないためになにができるか。そう無意識で考えていたのかもしれない。




　俺おれは、羽麗うららの肩かたをそっと抱だき寄よせ、その唇くちびるにキスをした。




「…………………………おさ、む？」

「行ってこい。俺おれがついてる。お前を信じてる」

　きょとん、と目を見開いたまま立たち尽つくす羽麗うらら。いたたまれなくなって俺おれは無理矢理羽麗うららの身体からだをくるりと回転させ、そっと背中を押おした。

『制限時間です！　コートに戻もどってください！』

　ふらふらと、おぼつかない足取りで羽麗うららが歩き出す。

　頼たのむ。後で死ぬほど怒おこってくれて構わない。泣かれても受け入れる。心の底から傷つけてしまったとしたら、腹を割さいて死のう。

　なんでもいい。せめてなにか、強い感情を抱いだいていてくれ。

　俺おれにキスされて、なんとも思わなかった。それだけは、勘かん弁べんしてくれ。

　願わくば。お前にとっての幼なじみの意味が、そこまで軽いものじゃありませんように。

『…………なにアレ？　最後の別れ？　正直ムカつく』

『……………………』

　眉み間けんに皺しわを寄せている横よこ川がわさん。もうこの際なんと言われようと気にならない。

　問題は羽麗うららの方だ。ラケットを構えるその姿には、ハッキリとした動どう揺ようを見て取ることはできない。

　ダメ、か……。

　俺おれは崩くずれ落おちるようにモニターへ視線を落とす。




　全ての数値がイナゴの群れみたいに跳はね回まわっていた。




　心しん拍ぱく数すう、２００に迫せまらんばかり。呼吸数、ぐちゃぐちゃすぎて計測不能。その他、ありとあらゆるデータがジャミングされたかのようにまったく一定値に留とどまろうとしない。

　思わず拳こぶしを握にぎりしめた。このあと待ち構えているものが災難だろうと訴そ訟しようだろうと構わない。とにかく、なんとも思われてないわけではないことがわかって、俺おれは気持ちの昂たかぶりを抑おさえられなかった。

　これなら、きっと。

「……いや、まだ喜ぶには早い」

　内面を乱すことには成功した。が、もし卓たつ球きゆうのプレーもままならない状態だったら意味がない、それどころかやらない方がマシだった可能性すらある。

　俺おれとしては後こう悔かいしてないが。いや変な意味ではなく。

「頼たのむ、羽麗うらら……！」

　羽麗うららのサーブ。その顚てん末まつを見守る。

　神の領域に到とう達たつしていた。

『…………………………え？　なに今の』

　反応できないまま固まる横よこ川がわさん。この期ごに及およんで、羽麗うららのサーブは普ふ段だんの五割増しくらいの球速でコートに突つき刺ささった。

　なにが起こったのか、俺おれにもうまく理解できない。ただ、その耳まで真っ赤に染まった横顔から受ける印象は、ＲＰＧとかで強きよう化か魔ま法ほうを受けたキャラみたいだな、というものだった。

　ひどく自惚うぬぼれた勘かん違ちがい発言だとしても、俺おれには他に喩たとえる言葉がない。

　そして次のサーブでも、羽麗うららは横よこ川がわさんの反射神経、その上を射い貫ぬく。まさかの連続サービスエース。

『おいおい、ここまで来たら大人しく死んでろよ』

　サーブ権が移って横よこ川がわさんからの攻こう撃げき。狐きつねにつままれたような顔をしているが、特に不安を抱いだいている様子はない。

『レバレッジ設定をお願いします』

　……さて、いくらで来るか。俺おれたちは相変わらず無一文なので設定もなにもないが、横よこ川がわさん陣じん営えいは10億を超こえる蓄たくわえがある。いくらでも増やせるものの、さりとて増やすメリットはそんなにないという状じよう況きようだ。

『……なんか今の、気に入らないな。ムダな抵てい抗こうで目立っちゃってさ。そういうことすると、オシオキしちゃうよん』

　嗜し虐ぎやく的てきな笑えみを浮うかべ、横よこ川がわさんは指を一本突つき立たてた。

『じゃ、１億でシクヨロ』

　そして、前まえ田だ氏を介かいさず独断でそう宣言する。

　これたぶん、モメるな。

『は？　なに？　そんな急にまくし立てないで。え、データがなんだって？』

　案の定。横よこ川がわさんは俺おれたちをそっちのけでインカム越ごしに前まえ田だ氏と口論を始めた。前まえ田だ氏が焦あせるのは当然。彼かれには俺おれと同じデータが見えているのだから。

『あーもーうっさい！　ここまできたらあたしのこと信じて黙だまって待ってればいーの！』

　横よこ川がわさんが一方的に会話を打ち切ってしまった。これでレバレッジは１億で確定か。

　最後の最後に、大きな油断をしてしまったようだ。

『はい、せーのっ！』

　横よこ川がわさんのサーブ。何の変へん哲てつもない下回転に見えるが、おそらくこの時点で羽麗うららのワンペースだった呼吸リズムに球速を合わせている。あえて心地ここちよく返させてから、意図的に違い和わ感かんを生み出して刈かり取とる。それがさっきまでの戦法だったのだろう……が。

『にゃあ！』
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　最初のレシーブで、フォアロングに叩たたき込こまれたドライブが横よこ川がわさんの脇わきを抜ぬける。

　……いや、にゃあって。

　羽麗うららの口から出た音だったのか、今の。本当に？

　思わぬところで気を取られてしまったが、もはや横よこ川がわさんのサーブは羽麗うららと同期するリズムじゃない。まだるっこしく付き合うまでもなく、もっと早い決着を望む。

　暴ぼう騰とうしたあらゆるバイタルデータが、そう告げている。

『え、なんで。うそでしょ。さっきまではこんなこと絶対に……』

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの横よこ川がわさん。
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『おい、前まえ田だくん。なんかこいつ様子が……は？　おかしいってどういう意味!?　ちょっと、待ってよ！　ここまで来てそんなのないっしょ！』

　そしてようやく、前まえ田だ氏の言葉にちゃんと耳を傾かたむけたようだ。残念ながら、遅おそきに失したと言わざるを得ないが。

『え、じゃあどうすれば……いや待てコラ！　なんだその無責任な言い方！』

　どんどん言葉が汚きたなくなってくる横よこ川がわさん。前まえ田だ氏の声は聞こえないものの、反応だけでなんとなくどんな会話が繰くり広ひろげられているのか想像がつく。

『く、知るか。あと３点取れば勝ちでしょ！　ここまで来たら自力でなんとでもなる！』

　おそらく戦略会議は決けつ裂れつしたのだろう。横よこ川がわさんはインカム越ごしの会話を止やめレバレッジの再設定もしないままサーブを繰くり出だす。

『にゃっ！』

　そしてリプレイのようなレシーブドライブ。瞬またたく間まにまた１億円が舞まい込こんでくる。

　迷うところだが、どうしよう。こちらとしては勝って借金が返せれば良いいから、不必要な額まで横よこ川がわさん陣じん営えいから金をむしり取る理由はない。ただし、含ふくみ損そんを抱かかえたままでの勝利で借金完済に届く収入を得られるかも不明なのだった。もう少しちゃんと分配の計算式を覚えてくるべきだったか。おそらく資金が少ない方が最終的に勝利してしまうケースというのはレアだと思うのだが。

　とにもかくにも、サーブ権が戻もどってきたので金額を決めなくてはいけない。

「羽麗うらら、レバレッジいくらにする？」

　尋たずねると、しばし沈ちん黙もく。そして、返ってきたのはごく短い返事だった。

『……いちおく』

「マジで？」

　けっこうエグいことを仰おつしやる……。今なら、失うことを恐おそれたりはしないが。

「参考までに、なぜ？」

『……お金は、だいじ。それと』

　少しタメを作り、それから羽麗うららは俺おれの方を向いて唇くちびるを尖とがらせた。

『横よこ川がわさん、修おさむに触さわったから罰ばつ金きん。罰ばつ金きんいちおくまんえん』

「………………」

　実に反応に困った。

　もちろん悪い気なんてしなかったから、羽麗うららの気持ちを尊重することにしたけど。

　こうして、一方的な逆転劇で長い戦いは閉幕した。もはや反はん撃げきの術すべを失った横よこ川がわさんはただただうつろな目で、俺おれと羽麗うららを交こう互ごに見つめ続けていた。

『話が違ちがうだろ……』

　時折、そんな独り言をぶつぶつと呟つぶやきながら。

　決着の間ま際ぎわ、ふと気になって俺おれは笹ささ島じま氏の方へ視線を向ける。

『……………………』

　老人は、退たい屈くつそうにステッキへと寄りかかっていた。
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「おめでとう。こんなにも早く目的を達成するとはな」

　戦いの後、笹ささ島じま氏が俺おれたちの前に現れ、ゆっくり右手を差し出した。

　握にぎるべきなのか判断がつかず黙だまっていると、笹ささ島じま氏はふっと息を漏もらしてからその手を引ひっ込こめる。

「さて。金だが、どうする？　表だって受け取ればなにかと面めん倒どうが多い。現金のまま貸し金庫の鍵かぎを渡わたすのがお互たがい後あと腐くされがないかもしれんな」

「……お任せします」

　この戦いで俺おれたちに入ってきた金は、おおよそ３億円。借金を返し終えた上での３億だ。

　一夜にして、もはや一生遊んで暮らせそうな額を手にした感かん慨がいは、特にない。

　これから日常に帰って実感が湧わいてくれば、また違ちがう気持ちになるのかもしれないが。

「さあ、もう儂わしがお主らをつなぎ止めておける理由はない。好きに生きると良いい。しばらく生活には困らんじゃろうしな」

「あの、お父さんは……」

　たまらず、羽麗うららが口を挟はさんだ。この激動に身を投じた大本の理由は、羽麗うららの親おや父じさんの借金問題だ。そして、それは羽麗うららの手によって解決した。

「ああ、そうだったな。もちろん、儂わしと斎さい木き家との間にはもうなんの関係もない。父上にいっさい危害は加えないと約束しよう」

　そう聞いて、ほっとした様子の羽麗うらら。借金がなくなったことを知れば、親おや父じさんは帰ってくるだろうか。俺おれとしてもそうであって欲ほしい。

　とにかく終わった。長い夜と、狂きよう乱らんの日々が。

「ところで、服はどうする？　記念に持って帰るか？」

　まだゴスロリ姿の羽麗うららに老人が尋たずねる。

「……いえ。返します」

　少し考えるそぶりを見せてから、羽麗うららは首を横に振ふった。

　日常に戻もどってしまえば、もうこの服に袖そでを通すこともない。

　羽麗うららを見つめる。

　戦いを終えた姫ひめ君ぎみは、変わらずに美しいままだった。
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　帰り道、二人きりになって、しばし夜の東京を歩く。別れる前に、まだ少し火ほ照てりを冷ます時間が欲ほしかった。

「……………………えーと。あの、羽麗うららさん？」

　ところで、羽麗うららがナチュラルに俺おれの手を握にぎってきたことについてどう受け止めるべきか。

　激げき闘とうを終えてやっと恐怖感を覚えた、ということか、それとも。

「？」

　すぐ隣となりで不思議そうに俺おれを見上げる羽麗うらら。俺おれのアナログセンサーでは、やっぱりこいつの心は読めない。

　唇くちびるに目が向く。

　…………記き憶おくがフラッシュバックした。緊きん急きゆう事じ態たいだったとはいえ、俺おれは断りもなくなんてことを。

「あのさ、羽麗うらら」

「……ん」

　おい。なんで目を閉じる。なぜ顎あごを前に突つき出だす。

　なんと声をかければ良いいのか。

　それとももう、言葉なんていらないのか。

　こうして羽麗うららと二人、俺おれたちは幸せに暮らしました。

　そんな結末に、魅み力りよくを感じないわけなんてない。

　だけど。

「羽麗うらら。……親おや父じさん、帰ってくると思うか？」

　ぱちり、と大きな瞳ひとみが見開かれた。

「こないの？」

「…………いろいろずっと考えてた。あまりにも、話がデキすぎてるって」

　やっぱり無理だ。このまま違い和わ感かんを放っておけるほど、俺おれは達観した人間じゃない。

「どういうこと？」

「親おや父じさんがいなくなって、笹ささ島じま氏が現れて、闇やみ卓たつ球きゆうの存在を知らされて、横よこ川がわさんにハメられて、闇やみ金きんルールを知らされて、横よこ川がわさんが協力してくれて、その横よこ川がわさんと再戦して……。なにもかもが将しよう棋ぎの駒こまみたいに、きれいに動きすぎだ」

　そう、これじゃまるで誰だれかが書いたシナリオに沿って事が進んでいるようにしか思えない。

　そしてそのシナリオには、本来別のエンディングが用意されていたはず。

　羽麗うららに一財産作らせて、めでたしめでたし。そんな慈じ善ぜん事じ業ぎようを好む連中が、あんな狂きよう気きの遊技場を築き上げるわけがない。

「笹ささ島じまさんは、羽麗うららを助ける気なんてなかったんだと思う」

　見み込こまれていたのは、羽麗うららの奈な落らく行ゆき。莫ばく大だいな借金を背負わせ、過か酷こくな環かん境きように落おとし込こむ。そうに決まっている。

　決けつ着ちやく間ま際ぎわに笹ささ島じま氏が見せたあの退たい屈くつそうな顔もまた、その推測の正しさを物語っている。

　しかし、当てが外れた。緻ち密みつに組まれていたプランに、俺おれというランダム要素が混まざり込こんでしまったことで。

　なにも自画自賛しているわけじゃない。不安定で無知な人間だったからこそ、楽に操あやつれると思われたのだろう。だから笹ささ島じま氏は俺おれの存在もプランに組くみ込こめば、よりスムーズに羽麗うららを動かせる。そう判断した。実際そうなりかけていたのだ。

　もはや奈な落らく行ゆきは免まぬかれない。最後のあの瞬しゆん間かんまで、俺おれ自じ身しんそう思っていた。

「私、騙だまされていた？」

「十中八九。で、となると別の疑問が浮うかんでくる。なんで、笹ささ島じま氏は羽麗うららを奈な落らくに引ひきずり込こみたかったのか」

　問いかけると、羽麗うららは少しの間考かんがえ込こみ、こう答えた。

「面おも白しろそうだから？」

「たぶんそれ、大正解」

　暇ひまを持て余した金持ちたちの酔すい狂きようだ。もっともはた迷めい惑わくな動機こそ、答えになり得る。

　俺おれはさらに推論を重ねた。

　では、なぜ面おも白しろいのか？

　羽麗うららが奈な落らくに堕おちると、面おも白しろいことになる。老人たちにそう考えさせるために必要な条件はなにか。

　一度大きく深呼吸してから、俺おれはゆっくりと羽麗うららに告げた。

「……親おや父じさんは奈な落らくにいる。おそらく、きっと」

　そして、だとすると親おや父じさんの借金相手は笹ささ島じま氏だけとは限らない。闇やみ金きん卓たつ球きゆうで負けたと仮定すれば、むしろ多た重じゆう債さい務む者しやになっていると考えた方が自然だ。羽麗うららが手に入れた３億でも清算できるか怪あやしいし、なによりの問題は返すべき相手が誰だれなのかわからないこと。

　全て想像通りだとして、親おや父じさんが奈な落らくでどんな扱あつかいを受けているかは知りようもない。そもそも奈な落らくとやらがどんな場所なのかさえわからないのだから。

　ただひとつ言えることは、このまま待っていても俺おれたちの許もとに真の意味での日常は帰ってこない可能性が高い。

「迎むかえに行く」

「そう言うと思った。……なら、頼たのみがある。俺おれも連れて行ってくれ」

　まっすぐ見つめながら伝えると、羽麗うららはハッとして目を伏ふせた。

「……でも。修おさむが大変な目にあうかも」

「それでもいい。羽麗うららのそばにいたい」

　羽麗うららの頰ほおが染まる。

「ありがとう。うれしい」

　それから俺おれたちは、そっと肩かたを抱だき寄よせ合あった。

　春の匂においがするこの街との別れを、静かに惜おしむように。




　あれから一週間が過ぎた。羽麗うららの親おや父じさんが俺おれたちの街に帰ってくる気配は、一向にない。





＊






　めまぐるしく数値が飛とび交かう闇やみに塗まみれたコートの前で、静かに勝負の行く末を見守る。

　もう二度と立つことはないと思っていたゴスロリ闇やみ金きん卓たつ球きゆうの舞ぶ台たいへ、俺おれと羽麗うららは帰ってきた。

　大敗は目前だった。このまま決まれば、お互たがい全ての蓄たくわえを吐はき出だした上で億単位の借金を背負うことになるだろう。

　そして確実に、このまま決まる。初めから負けるつもりで挑いどんだ勝負なのだから。

　羽麗うららに賭かけた人間には迷めい惑わく極きわまりないだろうが、特に情は湧わかない。自じ業ごう自じ得とくだ。

「……奈な落らく、か。いったいなにをご用意なさっているのやら」

　そういえば、横よこ川がわさんもそこに堕おちたのだろうな。顔を合わせる機会はあるだろうか。あまり望んではいないが。

　わりと吞のん気きなことばかり考えてしまう。

　覚かく悟ごならばもう固めてここに来たから、怖おそれはない。

　羽麗うららと共に、奈な落らくへ。真の日常を取とり戻もどすために、俺おれたちは再び社会の裏側へと沈しずんでいく。

　なにが待ち受けていようと、羽麗うららとならば乗のり越こえられる。そう信じて。

　ただ、ひとつだけ心残りがあるとすれば。

「無敗記録、途と切ぎれちゃったな……」

　羽麗うららの戦歴に、とうとう土を付けてしまうことになったこと。それもこんな形でなんて、正直悔くやしい。

　ああ、でも。もしかするとこれでついに髪かみを切ってくれるのだろうか。奈な落らくに美容院があるかは知らないが。

「ま、とりあえずやめとこう」

　勝負が決し、ラケットを置いた羽麗うららを見て、呟つぶやく。

　ゴスロリ服には、絶対に長い髪かみの方が似合うだろうから。
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　書しよ斎さいの机に両りよう肘ひじを突つき、笹ささ島じま康こう助すけはしばし物思いにふけっていた。

　給きゆう仕じ係がかりがワイングラスを持ってきて、赤い雫しずくを注つぐ。

　スクリーミング・イーグル。一本数十万円は下らない、代表的なカルトワインのひとつ。

　グラスを手に取り、まずは鼻。それからそっと口を寄せる。

「……飽あきた」

　吐はき捨すてるように笹ささ島じまは息を漏もらした。素す晴ばらしいワインだ。だが、それだけ。ワインはどこまで高みに上のぼり詰つめようと、ワイン以外のなにかになることなどない。

　だからもう、心躍おどらない。ワインだけではない。あらゆる美食。美女。芸術。その全てが、未体験の扉とびらを開いてくれなくなって久しい。

　もはや、生きながらえる意味すらも希き薄はくになっていた。

　ほんの少し前までは。

　笹ささ島じまは傍かたわらにあったチェスの駒こまを適当に摘つまむ。最もありふれたポーンが指に触ふれた。

「チェスでは、拾った駒こまは並べられぬ。そのルールを破った報むくいかと思ったが、はてさて」

　少年のことを思う。突とつ然ぜん現れ、計画を乱し、そして元に戻もどしていった少年のことを。

　予定外の連続。老い枯かれた人生の中にあって、はなはだ珍めずらしき日々を過ごした。

　それは望外の喜びだった。一度は損失を味わわせてくれたことも含ふくめて、享きよう楽らくに変わった。

「もしくは、儂わしもただ駒こまのひとつにすぎんか」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う。気付けばこの戯たわむれも大きくなりすぎた。もはや全てが掌てのひらの上などと、とても言える規模ではない。

　笹ささ島じまは、支配する側なのか。それとも。

　どちらだろうと、それはそれで構うまい。

「もう少しの間、楽しませてもらうよ」

　この酔すい狂きようなる祭りがいつまでも美しく刺し激げき的てきなままなら、笹ささ島じまにとっては充じゆう分ぶんなのだ。
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　たいへんお久しぶりです。蒼あお山やまサグです。

　この度たびようやく新シリーズをお届けすることができました。

　今回のテーマは卓たつ球きゆうであり、ゴスロリであり、それ以外もいろいろあり……。

　現在自分の中にある『面おも白しろい』『興味深い』をたっぷりこれでもかと詰つめ込こんでみた内容になっております。

　ラーメンで喩たとえるなら濃のう厚こうベジポタ豚とん骨こつ魚ぎよ介かいスープ的な凝ぎよう縮しゆく感かんを目指してみましたが、お気に召めして頂けたでしょうか。

　皆みな様さまの日々に彩いろどりを添そえることができていれば本当に嬉うれしいです。

　ただひとつ、お詫わびすべきことがあるかもしれません。

　はい、そうです。主人公の妹の件についてです。

　まさか、噓うそだろ──という思いをさせてしまっていたら本当に申し訳ありません。

　これも物語を『凝ぎよう縮しゆく』するために、涙なみだを飲み、断腸の思いでこの様なことになってしまいましたが、絶望や不満の声も覚かく悟ごしております。

　しかしながら、彼かれらの物語にはまだ続きがあります。

　書き続けることが許されるならば、自おのずと違ちがう角度からスポットライトが当たることもありましょう。

　つきましてはお願いがあります。もし今回の物語を気に入って頂けたのなら、どうか今後とも応おう援えんをよろしくお願いします。

　お友達にお勧すすめしたり、ＳＮＳなどで感想を書いたりして頂けたら本当に力になります。これは抽ちゆう象しよう的てきな意味ではありません。コンテンツが溢あふれる今の時代においては、読者様の応おう援えんこそが唯ゆい一いつ無む二にの物理的なパワーとなります。

　僕ぼく自じ身しんも今回の物語に強い魅み力りよくを感じており、もっともっと『この先』を構想してみたいと強く願っています。

　一いつ緒しよに『ゴスロリ卓球ピンポン』の世界を広げていければこの上ない幸せです。

　今回もたくさんの方にお世話になりました。

　マナカッコワライ先生、本当に素す敵てきなイラストをありがとうございます！

　新タイトルはいつでも不安が付きまとうのですが、先生が描えがいて下さった羽麗うららたちの姿が僕ぼくに大きな勇気を与あたえてくれました。きっとたくさんの人に気に入って頂けると確信しております。今後ともぜひよろしくお願いいたします。

　それではまた。予定は未定ですが、なるべく早く続刊が出せるといいなと思っています。


二〇一八年吉きち日じつ　蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。現在はつくば市に在住。『ロウきゅーぶ！』で第15回電撃小説大賞《銀賞》受賞、同作にてデビュー。趣味は音楽と競馬と釣りと旅行。このタイトルのために世界中のカジノを取材……するのが夢。マイブームは都道府県シール集め。
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イラスト／マナカッコワライ

あったかいものに触れた時のほんわりした優しい気持ちを絵で表現できたらいいなって思っています。誰かの心を温めることができたなら、とっても嬉しいです^^







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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